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プロローグ





　年が明けて間もないこの時期。ガルツ地方はまだまだ雪に覆おおわれ、真冬の厳しさに凍こごえているだろう。

　しかし、遥はるか南の海に浮うかぶその島では、季節が曖あい昧まいに混じり合っていた。

　リンデン島とう。

　それは、一日あれば徒歩で海岸線を一周できるような小さな島だった。中心部には小高い山々が連なっており、秋の如ごとく紅葉の色を見せている。

　しかし、別の場所を見れば、淡あわく染まった桜の花びらの上に、真っ白な粉雪が舞まい落おちていた。

　海岸に行けば南の島らしくカラッとした暑さ。ヤシの木まで生えている。

　春夏秋冬が同時に存在している、冗じよう談だんのような景色。

　この狂きよう乱らんした気候は、島の主あるじの性格を如によ実じつに現しているのだろう。

　その主の名は、アリス・フィン・ノンマルス。

　気まぐれに混こん沌とんを撒まき散ちらす、極ごく上じようの暇ひま人じん。

　金きん髪ぱつ赤せき眼がんの美しい少女だが、自らの伊だ達てと酔すい狂きようを完かん遂すいする為ためなら、他人がどうなろうと気にもとめない。しかも、それを隠かくそうともしない。

　そんな彼かの女じよは今、青々とした草原の上で、赤毛の少女へ膝ひざ枕まくらをしながら座すわり込こんでいた。

　赤毛の少女はマリィという名だ。リンデン島とは別の島に住んでいたのだが、ある男によって島の住民が皆みな殺ごろしにされてしまい、たった一人生き残り彷徨さまよっていたところをアリスによって拾われたのだ。

「……あぅ、あ、アリスお姉ちゃん……そんなに、奥おくに入れちゃダメだよぉ……」

「あは。どうしたのマリィ、変な声出だしちゃって。耳みみ掃そう除じしてるだけでしょう？」

「だって……アリラト島じゃこんな事、しなかったから……んっ」

　アリスは白い綿棒をマリィの耳の中へ入れ、細い指で小刻みに動かす。それに合わせてマリィの口から吐と息いきが漏もれた。まるで子こ猫ねこが撫なでられているようだ。

　この光景だけを見れば、マリィが日常的に殺さつ戮りくを行い、アリスへ死者の魂たましいを献けん上じようしているなどとは誰だれにも想像できないだろう。

　その死者の魂の一部は、蛍ほたる火びのように淡く光りながら島を漂ただよっていた。幻げん想そう的てきであるが、ようは死人を放し飼いにしている状態だ。いかにもゲスの発想だが、アリスは己おのれのそんな行動が悪役らしくて気に入っている。

　まさしくここは天国のように風ふう光こう明めい媚びで、実のところ地じ獄ごくそのもの。

　西方大陸と東方大陸の狭間はざまを、アリスの魔ま力りよくと気分にまかせて漂う幻まぼろしの島。

　そんなリンデン島も二千年前まで西方大陸の一部だったのだ。その名な残ごりとして、アリスたちがいる丘おかの上に、奇き妙みような建造物がある。

　綺き麗れいに切断された石を幾いくつも積み重ね、下から上に行くにつれ幅はばが狭せまくなっていく。いわゆるピラミッドと呼ばれる遺い跡せきだ。真横から見ると台形をしている。さらに、その頂上には朽くち果はてた、神しん殿でんのような物があった。

　周りをよく見れば、ピラミッドの他にも、何かの残ざん骸がいが地面に埋うもれている。

　アリスは、それらの遺跡が、かつて世界中に広まっていた巨きよ大だい宗教の残ざん影えいだと知っている。彼かれらは真実を知りすぎた故ゆえに神によって滅ほろぼされた。耳を澄すませば、哀あわれな聖職者たちの怨おん念ねんが聞こえてきそうだ。

　その怨念を肌はだで感じながら、アリスはマリィの耳を弄いじくった。

　するとマリィはくすぐったそうに身もだえ、目を閉じてスカートを握にぎりしめる。その仕草が可愛かわいいので、アリスは上じよう機き嫌げんだった。

　しかし、マリィはゆっくりと目を開き、アリスへ訴うつたえかけるような視線を向けてきた。

「うぅ……アリスお姉ちゃん……一つ、聞いてもいい……？」

「なぁに？　もっと気持ちよくしてほしい？」

「ち、違ちがうよぉ！　そうじゃなくて……真面目まじめなお話なの……」

「あら、なぁに？」

　アリスは綿棒を動かす手を止める。

　するとマリィは呼吸を整え、恐おそる恐るその質問を投げかけてきた。

「アリスお姉ちゃんは最初、イルミって人がアリラト島の皆みんなを殺したって言ったよね？」

「ええ、言ったわ」

「あれは……嘘うそだったんだよね？」

「そう、嘘よ」

　アリスはまるで臆おくする事なく言い切った。

「……どうして、嘘、ついたの？」

「あは。だって、マリィがとっても可愛かったから。騙だましてでも連れて帰りたかったんですもの。嘘つきな私の事は嫌きらい？」

　そう尋たずねると、マリィは少し間をおいてから、ふるふると首を振ふった。

「アリスお姉ちゃんが来てくれなかったら、私はまだ島でひとりぼっちだったから……そしたらきっと、寂さびしくて死んじゃってたと思う……」

　まだ島に取り残されている自分を想像したのだろうか。マリィは身を縮め、目を細くする。

　そして、彼女にとっての、もう一人のお姉ちゃんの名を口にした。

「サクヤお姉ちゃんは、皆を殺したジョスカンって奴やつの仲間、だったんだよね……」

「そうよ」

　アリスが即そく答とうすると、マリィは唇くちびるを噛かんだ。

　きっと辛つらいのだろう。

　何せ、マリィはサクヤお姉ちゃんの事が大好きなのだ。そのサクヤが故郷を滅ぼした者の片割れだと知ってしまい、自分の感情を整理できずにいるに違いない。

　思おもい悩なやむ幼い少女。これほど弱々しい者もいない。

　実に何と愛くるしい、とアリスはひそかに感動する。

「マリィは、サクヤお姉ちゃんの事が嫌いになった？」

「嫌いじゃない……ううん、好きなの。アリスお姉ちゃんと同じくらい……変だよね。夢の中で皆に聞くと、やっぱりサクヤお姉ちゃんとジョスカンは仲間だって、悪い奴だって言うの。でも、好きなの……」

　アリスは、ジョスカンが殺したアリラト島の人々の魂を食った。

　つまりマリィの故郷は、そっくりそのままアリスのお腹なかの中に入っている。

　故に、マリィが眠ねむりにつくとき、アリスは彼女へアリラト島の夢を見せてあげていた。

　それは死者の魂が出演する、限りなく本物に近い演劇。嘘と知っていても騙されてしまう究極の虚きよ構こう。夢の中でマリィは、かつての日常と寸分たがわない幸せな生活を送っている。

　幼くして両親知人全すべてを皆殺しにされたマリィにとって、その夢がどれほど救いになっているかは想像に難かたくない。むしろ、それがなければ悲しみに押おしつぶされてしまうだろう。

　だから、マリィはもうアリスのそばを離はなれられない。サクヤがどれほど訴えかけても、マリィはアリスの言いなりになるしかない。

　──少しずつ心が壊こわれていくお人形。私の可愛い童女ニンフエツト。ずっとずっと可愛がってあげる。

　それがアリスなりの愛し方。

「あは。ここはどうかしら」

　アリスは再び綿棒をマリィの中へ入れた。

「ふぁっ！　そ、そこは……あ、あっ、だめ、だめだってば……ん、んんっ！」

　綿棒がある場所に触ふれると、マリィは急に声を大きくし、息を荒あらくした。頬ほおは真っ赤に染まり、目の縁ふちに涙なみだがたまっている。

「マリィの弱点見つけちゃった。ここが気持ちいいのね」

　アリスはマリィの弱点を、触れるか触れないかという程度にくすぐる。

　マリィは声を必死に押し殺している。しばらくアリスが綿棒を単調に動かすと、少し慣れたようで余よ裕ゆうの色が現れた。

　しかし、アリスがその隙すきを見み逃のがす筈はずがない。綿棒の動きをいっきに速め、激しく攻せめ立たてた。

「うにゃぁっ？　らめっ、らめなのぉっ！　そ、そんなにしたら……私、もう……あ、あ～～～～っ！」

　マリィは甲かん高だかい悲鳴を上げ、ビクンと体を大きく反そらした。肌がしっとりと汗あせに濡ぬれている。それからグッタリと動かなくなってしまった。手足はダラリと投げ出され、目は焦しよう点てんが定まらず、茫ぼう然ぜんとアリスを見上げている。

「あは。どうだったマリィ。耳掃除って気持ちいいでしょ？」

　するとマリィは恥はずかしそうに目をそらしてから、コクリと小さく頷うなずいた。

「やれやれ。アリス卿きよう、年とし端はもいかない子供へ妙みようなイタズラをするのは、自重した方がいいと思いますよ」

　突とつ然ぜん、アリスの背後から声が聞こえた。アリスはマリィを膝ひざに乗せたまま、上半身だけを振り返らせる。

　そこにいたのは、燕えん尾び服ふくを着た長身の男だった。メガネをかけた人のよさそうな優やさ男おとこだが、どこか信用してはいけないと感じさせる空気を持っている。

「妙なイタズラなんて言いがかりはよしてよ、クリスフォード。私はちょっと気持ちいい事をしてあげていただけ。ね、マリィ？」

　しかしマリィからの返事はない。見れば、目を閉じて寝ね息いきを立てていた。

「あは。耳掃除だけで気持ちよくなって眠っちゃったのね。もう、マリィったら本当に可愛いんだから」

　アリスはそう言ってマリィを抱だき上あげ頬ずりする。

「私にはアリス卿に虐いじめられて、失神したようにしか見えないのですが」

「だから言いがかりはよしてよ。何だったらクリスフォードにもしてあげましょうか？」

「ええ、それは是ぜ非ひ」

　余裕を気取っていたクリスフォードの声に、興奮の色が見えた。

　しかし──

「いやね、冗談に決まってるじゃない。どうして私が貴方あなたに膝枕しなきゃいけないの。それより何か用があってきたんじゃない？」

　その返答によりクリスフォードの顔から興奮はすぐさま消きえ失うせ、代わりに深い悲しみを露ろ骨こつに浮かべた。そして、彼はそれを取とり繕つくろうようにメガネを直し、咳せき払ばらいを一つする。

　アリスはそんなクリスフォードの様子を見て、クスクスと愉ゆ快かいげに笑った。

「もう、そんなにガッカリしないで。そのうちに、もぉっと凄すごい事してあげるから。それより、何の用だったの？」

　そんなアリスの言葉でアッサリ機き嫌げんを直したらしいクリスフォードは、嬉き々きとした声で本題に入った。

「ハイロードの雛ひなとイルミ・ミルウィック。そしてサクヤ・サクラの三名は、先さき程ほどガルツハーンを馬車で出立しました」

「行き先は？」

「方角的におそらく、図書館村かと」

「ああ、なるほどね。確かに何かの情報を探すならあそこが一番かも。分かったわ。先回りしてイタズラの準備をしましょう」

　アリスは赤い目を光らせ、心底楽しそうな笑みを浮かべる。

　その脳のう裏りは、どうやってあの三人を虐めてやろうかという思案で一いつ杯ぱいになっていた。

「あは。イルミくんたちと戦うのが楽しみぃ」

　何気なく、彼の名を呟つぶやいた。

　瞬しゆん間かん、子宮の内側に鈍どん痛つうが走った。

「──？」

　それはあまりにも短い時間だったので、クリスフォードには気付かれなかった。

　だが、アリスは誰が自分の腹を蹴けったのか理解し──その愛を、嗤わらった。
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　空には雲一つなく、太陽が燦さん々さんと輝かがやいていた。

　一面の雪原は白銀に輝き、真冬にもかかわらず晴れやかな気分になってくる。

　その景色の中を一台の馬車が走っていた。

　それは車輪の代わりに二枚の板を装着し、深い雪の中でもスムーズに前進していた。

　御ぎよ者しやを務めているのは桃もも色いろの髪かみをした少女、サクヤ・サクラ。

　彼女はボンヤリした表情で前を向き、手た綱づなを握ったままほとんど動かない。イルミの頼たのみで慣れない御者を務めているのだが、緊きん張ちようした様子は全くなかった。黙もく々もくと役目を果たしている。

　いつもなら御者を務めるのはイルミだが、彼は馬車の後ろに座り、目を閉じてジッとしていた。

　いや、よく見れば座っているのではなかった。イルミの体は、座席からほんの僅わずかに浮き上がっていた。錯さつ覚かくではない。イルミは浮ふ遊ゆう魔ま術じゆつの練習をしているのだ。

　その隣となりに座っている銀ぎん髪ぱつの少女キャロライナは、浮かんでいるイルミを珍めずらしそうに見つめている。

　キャロライナの膝の上には緑色の子こ竜りゆうアシュトが寝ね転ころがっていた。キャロライナはアシュトを抱き上げ、イルミの頭に乗せてみる。それでもイルミが浮かび続けていたので、「おぉ！」と感心した声を上げる。

　アシュトはイルミの頭の上でモゾモゾ動き、髪かみ形がたをグシャグシャにしてから、ぴょんと飛び降りキャロライナの胸むな元もとに抱きついた。

「よーし。今度はイルミに尻尾しつぽビンタよ」

「ギギギィ」

　キャロライナの命令を受け、アシュトは嬉うれしそうに鳴き、イルミの腕うでへ尻尾をベチベチぶつける。

「…………頼むから、静かにしてくれないか？」

　耐たえかねたイルミは目を開けて、キャロライナへ抗こう議ぎしてきた。

　しかし──

「イルミ。椅い子すにお尻しりがついてるよ」

「あ、しまった……」

　キャロライナの指し摘てきどおり、イルミの浮遊魔術は中断されていた。

　イルミはため息を吐つきうなだれたあと、恨うらめしそうな目をキャロライナへ向ける。

「君が邪じや魔ましなければ、もうちょっと浮かんでいられたのに……」

「なによ、イルミに集中力がないだけでしょぉ？」

　キャロライナは、頬を膨ふくらませながら言い返す。

　すると御者をしているサクヤが、前を向いたままキャロライナへ同意を示した。

「浮遊魔術を実戦で使うなら、攻こう撃げき魔術との併へい用ようが基本。少しイタズラされたくらいで集中力を切らすようでは論外」

「それは分かってるけど……」

「そうそう。だから私はイルミの特訓の為にイタズラしてるの。別に邪魔しようと思ってるわけじゃないんだから。ね、アシュト？」

「ギィ」

　キャロライナとアシュトは目を合わせて笑う。

　それを見たイルミは諦あきらめたような顔になり、再び目を閉じて浮遊魔術の特訓を始めた。



　イルミは攻撃魔術に関しては達人だが、それ以外の技わざ──例えば防ぼう御ぎよ魔ま術じゆつや回復魔術に関しては、お世辞にも得意とは言えなかった。

　浮遊魔術も、小さなレンガを飛ばして相手にぶつける程度の事はできるが、自分自身を浮かばせて空を飛ぶような真ま似ねは不可能だ。

　しかし、以前戦ったジョスカンは余裕で空を飛んでいたし、先日遭そう遇ぐうしたアリスと名乗る少女も浮遊魔術を使っていた。

　あのアリスと今後戦う事になるかは分からない。だが、飛べるようになって損はないだろう。いい機会なので、イルミは浮遊魔術を集中的に特訓しようと考えたのだ。

　もっとも、少し練習したからといって、すぐに飛べるようになるものでもない。

　出発する前、イルミはガルツハーンの自宅で悪あく戦せん苦く闘とうしていた。すると、横で見ていたサクヤが何食わぬ顔ですんなりと浮かび上がってしまった。

　イルミは少なからず悔くやしい思いをしたが、よく考えてみればサクヤはアリラト島でジョスカンと一いつ緒しよに浮いていた。つまり初めから飛べたのであって、あとから追おい抜ぬかれたわけではなかったのだ。ソレを指摘すると、

「バレたか」

　とサクヤは真顔で言った。イルミは思わず苦く笑しようしてしまう。

　ともかく、サクヤが浮遊魔術を使える事が分かったので、イルミは彼女から直々にコツを教わる事ができた。これはかなりの幸運である。

　魔術師の正確な人数は誰にも分からないが、全世界で数百人と言われている。その中でも浮遊魔術を使えるのは少数派なのだ。

　そもそも基本的に、攻撃魔術しか使えないという魔術師が多い。

　だが、サクヤは逆だった。攻撃魔術の才能が致ち命めい的てきに欠落している代わりに、その他の魔術は一流。特に回復に関しては他の追つい随ずいを許さず、ほとんど冗じよう談だんのような再生力を持っている。

　そんなサクヤから、イルミは浮遊魔術のコツを聞き出そうとしたのだが、返ってきた答えは随ずい分ぶんと抽ちゆう象しよう的てきな内容だった。

「紐ひもで吊つるすイメージでも、下から持ち上げるイメージでもいい。とにかく、物体が浮うかぶところを想像する。あとはとにかく集中。物体の質量が大きくなるほど、制せい御ぎよしなければならない魔力が増えるから難しい」

　言うは易やすく、行うは難し。

　イルミとて軽い物なら飛ばせるのだから、基本的な概がい念ねんは知っている。しかし、人間一人を浮かばせ、自在に飛ぶとなると難易度は桁けた違ちがいだ。

　とにかく集中と言われても、どう集中していいのか分からない。そのイメージさえつかめれば、あとは楽らしいのだが。

　その点、攻こう撃げき魔ま術じゆつは容易である。集中力の持続など要いらない。最初に魔力を練り、一気にぶっ放すだけだ。

　だが、サクヤは逆にそれができないと言う。

　どんな分野でもそうだが、魔術は個人の資質が特に表れやすい。才能がない者は、どんなに努力をしてもマッチ程度の火を出す事もできないのだ。

「ねぇねぇ、イルミ。図書館村って所にはいつ着くの？」

「そうだね……あと一時間もあれば着くと思うよ。楽しみだね」

「えー？　だって本ばっかりある村なんでしょぉ」

　キャロライナは到とう着ちやくする前からうんざりした様子だった。

「だからいいんじゃないか。人間の人生は、長生きしても八十年。でも、本を読めば何百年分の知識を得ることができるんだよ。サクヤもそう思うだろ？」

「私もあまり本は読まない」

「……君たち、人生を損してるよ」

　女子二人の共感を得ることができず、イルミは悲しい気持ちになった。
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　図書館村は、その名前から受けるイメージそのままの村だ。

　建造物の半分以上が図書館で、路上では古本の露ろ店てんが幾つも開かれている。

　当然、訪おとずれる者も本との出会いを求めてやって来るのがほとんどだ。

　今では本好きの聖地として崇あがめられている図書館村だが、もともとは農業を営んでいた村だった。

　ただ、周辺一帯の土地を所有していたかつての大地主が無類の本好きで、しかも彼が収集した本の量は莫ばく大だいだった。そこで大地主は集めた本を大勢の人に読んでもらおうと思い、二百年ほど前、村に図書館を作ったのである。

　ところが大地主の思おも惑わくは外れ、村の人々は本に興味を示さなかった。

　そこで大地主はコレクター仲間に声をかけ、自らの図書館へ招待した。そうしているうちに大地主の真似をして、村に図書館を建てる者が一人二人と現れた。

　彼らは、自らのコレクションこそが世界最高と自負しており、他人に負けるわけにはいかなかったのだ。故ゆえに、誰だれよりも立派な図書館を建てなければならなかった。

　それがエスカレートし、現在の村にはシャルライト王国中の資産家や貴族たちが建てた図書館が百館近くある。

　イルミは以前にも図書館村を訪れた事があった。あのときは地上で最も天国に近い場所に思えた。

　そして、その印象は今見てもまるで変わらなかった。

「凄い！　こんな真冬でも露店を開いているなんて……この人たちはどれだけに本が好きなんだ！」

　イルミはたまらず叫さけんでしまう。

　一月のガルツ地方といえば、冬の真っ盛りである。図書館村はガルツ地方の中でも南寄りだが、寒い事に変わりはない。それどころか雪がパラパラと降り、景色を白く染め上げている。

　にもかかわらず、布で屋根を作った即そく席せきの店で、彼かれらは本の売買をしている。それは村の住民なのか、それとも遠方から遥はる々ばるやってきた人なのかは区別がつかない。

　ただ一つ言える事は──全員イルミの仲間という事だ。

「ねぇねぇ、イルミ。イルミってば！」

「待ってよキャロライナ。僕ぼくは今、猛もう烈れつに感動しているんだ。ああ、確かにここに売っている本のほとんどはガルツハーンでも手に入るかもしれない。だけど世界に一冊しかない本がこの中に混じっている事だってある。本と人の出会いは縁なんだよ。一度逃のがしたらもう会えないかも知れない。ここにいる人たちは、皆みんなそれを求めて来ているんだ。何て素す晴ばらしい場所なんだ……」

　イルミはジッと立ちすくみ、空を仰あおいだ。

　耳にはページをめくる音。鼻からは古い紙の臭におい。

　ああ、間ま違ちがいない。ここは楽園だ。

「イルミってばっ！」

　感かん慨がいに浸ひたっていたイルミは、急に耳元で怒ど鳴なられ飛び上がる。

　鼓こ膜まくがキーンと唸うなりを上げた。

「うぉっ……な、なんだよ、キャロライナ」

　キャロライナは一冊の本を手に持っており、少し照れくさそうにイルミを上うわ目め遣づかいで見上げていた。

「……この本」

「うん？　それは小説だね。それがどうかしたの？」

「……買って」

「え？」

「だから、買ってよ。立ち読みしたら、ちょっと面おも白しろかったの。一冊くらいいいでしょ？」

　イルミは、目の前が真っ白になった。

　あのキャロライナが、本をねだっているという信じがたい事実。

　イルミの蔵書を古本屋に売り飛ばしてしまった、あのキャロライナが。本を手にすると三秒で寝ねてしまう、あのキャロライナが。

　──遂ついに、遂に目覚めたのだ……っ！

「キャロライナァッ！」

「うひゃぁっ、な、何よ！」

　イルミはキャロライナの肩かたをガシッと掴つかみ、顔を近づけて目を見開いた。

　キャロライナは引いている。が、イルミはまるで気にとめない。

「やはり……図書館村に来て良かった。まさか君が本を買ってくれと言うなんて……ああ、今日は何て素晴らしい日なんだ。僕はこのまま死んでも悔くいはない」

「いや……大げさ過ぎるでしょ……私だってたまには読むわよ」

「うん、うん！　本はその内容にかかわらず素晴らしいものだ。手て当あたり次し第だいに読むといいよ。さあ、このお金で買って来なさい！」

「キモ……あ、いや、ありがとう……」

　お金を受け取ったキャロライナは、素す早ばやくイルミから離れ、露店へ向かって走っていった。

　まるでイルミのそばにいたくなかったように見えたが、そんな筈はない。きっと一刻も早く、本を自分のものにしたかったのだろう。

　イルミが感かん涙るいしていると、サクヤが袖そでをグイグイ引っ張ってきた。

「キャロライナに買ってあげるのなら、私にも一冊買ってくれるべき」

「サクヤ、君もか！　やっぱり図書館村に来れば、本に興味がない人でも変わってしまうんだなぁ」

「もし金銭的余裕がないのなら、代わりに私の胸を揉もんでくれるというのでも──」

「何も遠えん慮りよする事はないさ。お金なら稼かせげばいい。だけど、本との出会いは一いち期ご一いち会え！　行けサクヤ、本が君を待っている！」

「…………ちっ」

　無表情だったサクヤが、一いつ瞬しゆん、睨にらみ付つけるような目になった。そしてイルミが出した金を持ってトボトボと歩いて行った。

　イルミはその後ろ姿を見送りながら、自分が何かマズイ事を言っただろうかと考える。だが、凄すさまじい高こう揚よう感かんによって、些さ細さいな違い和わ感かんなど消し飛んでしまった。

「ああ、本は素晴らしい！」

　その足あし下もとから、緑の子竜が哀あわれむような目を向けてくる。

「ギギギ……」

　一方、道行く人々は、イルミの叫びに共感したように、ウンウンと頷いて行くのであった。



　しかし、冷静になって考えてみれば、イルミたちが図書館村へ来た理由は、古本を漁あさる為ためではなく、とある人物の情報を得る為だ。

　その目的の人物とは、ローラの墓の前で出会った金きん髪ぱつの少女。彼かの女じよは、自らをアリス・フィン・ノンマルスと名乗った。

　ノンマルス。それは二千年前、神ティアマトとフィーリアの魔術師によって倒たおされた、月の悪あく魔まの名前だ。

　彼女が、その悪魔。本来ならば一いつ笑しように付すべき事だが、アリスから人知を越こえた何かを感じ取ってしまったのは確かだ。

　これにはイルミだけではなく、キャロライナとサクヤも同じ意見だった。

　あまり考えたくない事だが、アリスはジョスカンを上回る魔術師かもしれない。無論、一度会っただけで、戦ったわけでもないのだから、その戦力分ぶん析せきに信しん憑ぴよう性せいはない。

　それでも、あの赤い瞳ひとみを思い出すだけで身み震ぶるいがする。

　格が違ちがうというより、住んでいる次元が違う。イルミは彼女からそんな印象を受けてしまっていた。

　故に、アリスの名乗りを冗談と片付ける事ができず、こうして図書館村まで足を運んだのだ。

　探す本は、二千年前に関するもの。

　月の悪魔との戦い。ティアマト教の消しよう滅めつ。ノンマルスとは何者か──

　しかし、図書館村には無数の図書館があり、それぞれが所有者の趣しゆ味みに合わせて独特のラインナップになっている。目的の本がありそうな図書館を見つけるだけで一苦労。更さらにその中から本を探すのは気が遠くなりそうな作業だ。

「とにかく、手当たり次第に当たってみるしかないね」

「えー、めんどくさいわよぉ」

「ギギギィ」

　キャロライナは不満たらたらだった。買った本を早く読みたいのだろう。

　サクヤも何かの本を紙かみ袋ぶくろに入れて抱かかえているが、ボーッとしているので何を考えているのかは分からない。

「そう言わないでよ。どの図書館も持ち主の趣味に合わせて蔵書が偏かたよってるから、ちょっと覗のぞくだけで傾けい向こうが分かる筈はず。大だい丈じよう夫ぶ、手分けすれば何とかなるさ」

「ぶーぶー」

　しかし、何だかんだと言いながらも、結局キャロライナは協力してくれた。

　図書館のほとんどは、高価な住宅といった雰ふん囲い気きで、持ち主の別べつ荘そうも兼かねていた。一方、地元民の家は質素──言いい換かえれば貧びん乏ぼうな作りなので、違いはすぐに分かった。

　三人は分かれて探たん索さくを開始。

　そして、夕方になる頃ころには全すべての図書館を回る事ができた。

　村はずれで合流した三人は、全図書館制せい覇はの偉い業ぎようをねぎらい合った。

　一つ誤算だったのは、条件にあった図書館がなかった、という事である。

「……歴史書を集めた図書館は幾いくつかあったんだよ。だけどノンマルスについて特に詳くわしく書かれている本なんてないし……あったとしても、もともと知っているような事しか書かれていないんだ」

「同じく」

「私はとにかくお腹なかペコペコ……」

　キャロライナの腹から、ぐぅぅぅ、と低音が鳴なり響ひびく。いつもなら顔を赤くするところだが、恥はずかしがる余よ裕ゆうもないようだ。銀色の髪もしおれている。

「とにかく今日は終わりにして宿を探そう。明日、キャロライナが見て回った図書館を三人でもう一度……」

「ちょっとぉ、それどういう意味！」

「キャロライナは可愛かわいいなぁ、って意味だよ」

「え、そんな、可愛いなんて……って、そんなんで誤ご魔ま化かされるかぁっ！」

　キャロライナが叫ぶと同時に、その胸に抱だかれたアシュトが炎ほのおを吐いた。

　今までのイルミならば直ちよく撃げきを喰くらっていただろう。しかし、今日はひと味違う。地面を蹴り飛ばしたイルミの体は高く飛び上がり、アシュトの炎は虚むなしく空から振ぶった。

　空に浮かび上がったイルミはそのまま落ちてこない。浮遊魔術である。

「ふふん」

　イルミは家の屋根よりも高く上じよう昇しようし、そこから得意げに見下ろした。

「ぐぬぬ」

　キャロライナはそれを見て、悔しそうに唇くちびるを尖とがらせた。

　だが、サクヤが無造作に投げた雪玉がイルミの顔面に当たる。それで集中力を失ったイルミは、キャロライナの前へ仰あお向むけに落下した。

「おふっ！」

「修しゆ行ぎようが足りない」

　サクヤがぼそっと呟つぶやく。

「あははは。イルミってば、かっこわるぅ！」

　キャロライナは指を差して笑う。

　ところがイルミはすかさず反はん撃げきした。そのあと、更に苛か烈れつな攻こう撃げきが待っていると知っていながら。

「パンツ、見えてるよ。水色と白の縞しま々しまだ」

　イルミはキャロライナの前で仰向けに寝転がっているのだから、それはもうハッキリとベストアングルで見えていた。キャロライナのスカートは大変短いので、夕日が太ももを照らしている。とても綺き麗れいだった。

「きゃ、きゃぁぁぁあぁぁぁっ、アシュトフゥァイヤァァァァァアッ！」

　泣なき叫ぶキャロライナの命令と共に、アシュトの口が大きく開かれた。

















　その奥おくから放たれたオレンジ色の光が自分へ迫せまるのを見つめながら、イルミはこれまでの人生を振り返った。

「……私の前に落ちてくれば良かったのに」

　イルミの意識が落ちる瞬しゆん間かん、そんなサクヤの声が聞こえてきた。どことなく悲しそうな響きが混じっているような気がしたが、全身を焼かれるイルミにはそれを気にする余裕がなかった。
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「これどうしよう？」

　キャロライナは雪の上に転がる、黒くろ焦こげの物体を見下ろしながら言った。その物体からはプスプス煙けむりが上がっている。

「雪の上を引きずっていけば、いずれ冷えて元に戻もどる」

「そういうものかなぁ？」

「そういうもの」

　断言するサクヤの口調は、いつもより冷たいものだった。怒おこっているようにも見える。何な故ぜだろう。

　サクヤは、イルミが自分の前に落ちてくれば良かったと言っていたが、それで怒っているのだろうか。それはつまりパンツを見られたかったという事なのだろうか。

　思い返してみると、以前にもイルミに胸を揉ませようとしていた。それ以外にも、時々イルミの方をジッと見つめたまま頬ほおをうっすら染めている事もあった。

　これはもしや──

「ねぇ、サクヤ。もしかしてアンタ、イルミの事が……」

　キャロライナはそこまで言って、慌あわてて言葉を切った。

「い、今のは何でもないからね！　答えなくていいから！　イエスともノーともっ！」

　ところが、サクヤは明後日あさつての方を向いていて、キャロライナの話などまるで聞いている様子がない。

「……どこ見てるのよ」

「あっち」

「いや、方角は分かるけど」

「まだ覗のぞいていない建物がある」

「……え？」

　サクヤの目線を追っていくと、確かに一軒の屋や敷しきがあった。

　かなり古い、レンガ造りの家。大きさはかなりのもので、塀へいや鉄門まで備わっている。だが、壁かべにはツタが這はっており、配色も暗めなので、図書館というよりはオバケ屋敷に見える。

　しかも村から少し離はなれた場所にあり、屋敷の周りに降り積もった雪には足あし跡あともなく、除雪された形けい跡せきもなかった。

「あれって廃はい屋おくってやつじゃないの？」

「でも、まだ見てないのはあれだけ」

　サクヤが言うとおり、村中の図書館は見て回った。可能性があるとしたら、あそこだけ。もしかしたら貴重な本が眠ねむる図書館かもしれない。

「……ま、行くだけ行ってみましょうか」

　キャロライナの言葉にサクヤは頷うなずく。そして二人で黒焦げイルミの脚あしを片方ずつ持ち、ズルズルと引きずって歩き出した。

　アシュトがイルミの腹の上に座すわり込んでいたので、まるでソリのようだった。

　そうやって屋敷の前まで来てみたが、やはり人の気配はない。それどころか鉄門は壊こわれ、建物は雨風で汚よごれている。明らかに何年も放置されているように見えた。

「なんか幽ゆう霊れいでも出そう……」

「出たらイルミに抱きつけばいい」

「ああ、なるほど……って、何言ってるのよっ！」

「……イルミに抱きつくのは嫌いや？」

　サクヤは真顔で小首をかしげる。

「い、嫌っていうか嫌じゃないっていうかむしろ抱きつきた……うわぁぁっ、そもそも幽霊なんか怖こわくないし！」

　キャロライナは自分でも顔が赤くなるのを感じながら叫んだ。

　サクヤはジッとこちらの顔を見つめてくる。何を考えているのか分からない。

　誤魔化せたのだろうか。いや、きっと誤魔化せただろう。

　そう思う事にして、この話は打ち切る。

　そのつもりだったのに、キャロライナの背中に何かがガシッとしがみついた。口から心臓が飛び出るほど驚おどろき、甲かん高だかい悲鳴を上げてしまう。

「きゃー、きゃーっ、幽霊が！　幽霊が背中に張り付いたぁぁあっ！」

　パニックを起こしたキャロライナは、思わずサクヤに抱きつく。

「アシュト」

「……へ？」

「幽霊じゃなくて、アシュト」

　キャロライナは首を回して後ろを向いた。するとモゾモゾ動く緑色の物体がいた。それは背中をよじ登り、肩から顔を出す。

「……もう！　ビックリさせないでよ」

「ギギギ」

　アシュトは反省しているのか喜んでいるのか分からない声を上げ、そのままキャロライナの頭の上まで登ってしまった。

「キャロライナはもしかして……」

「ん？」

　首の位置を元に戻すと、目の前にサクヤの顔があった。何故か目をそらされる。

　そのときになって、自分がサクヤに抱きついていたと、キャロライナはようやく気が付いた。

「あ、ごめん」

　手を離すと、どういうわけかサクヤはスススと後ずさりした。

「あれ。何で離れるのよ」

「キャロライナはもしかして、怪あやしい趣味？」

「……怪しい趣味って何よ」

「イルミに抱きつくのは嫌と言ったのに、私にはすかさず抱きついた。怪しい趣味」

「は？　はぁぁぁあっ？　何でそうなるのよ！」

「じゃあ、やっぱりイルミに抱きつきたい？」

　サクヤは再び小首をかしげる。

「何で二択たくなのよ！　違うわよ、ちょっと驚いて近くにいたサクヤに抱きついちゃっただけじゃない！」

「そう。イルミにも私にも興味がない。よかった」

「ちなみに言っておくけど、驚いたからって幽霊が怖いって事にはならないんだから！　いきなり背中に何かが張り付いたら、誰だってビックリするでしょっ？　幽霊なんて全然怖くないんだから」

「そう」

　サクヤは納なつ得とくした様子で頷いた。

　それを見て、キャロライナは自分の口の上う手まさに感心してしまった。

　本当は、幽霊が恐おそろしくてたまらないのだ。しかし、サクヤはそんな事実にまるで気付いていないだろう。

　いや、今の弁解を聞けば、誰も気付かないに違いない──と、キャロライナは自画自賛する。

「ふふ、世の中って意外とチョロいわね」

「何が？」

「別に。こっちの話！」

　ぼんやりしたサクヤの様子に優ゆう越えつ感かんを覚えたキャロライナは、ない胸を誇ほこらしげにそらした。

　ところが──

「あれ、ここは？」

　不意に後ろから声が聞こえ、キャロライナはまたしてもサクヤに抱きついた。

「うわぁぁあっ、って何だイルミじゃない」

　いつの間にか復活したイルミがキャロライナの背後に立っていた。よく見ると、サクヤの体から伸のびた血の龍りゆうがイルミの周りを漂ただよっている。密ひそかに回復させていたらしい。

「君たち抱き合って、随ずい分ぶん仲良しになったんだね」

「いやっ、これは違うの！」

「キャロライナが怪しい趣味に目覚めた」

「へぇ」

「だから違うのォォオ！」

　キャロライナは顔を真っ赤に染め、涙なみだを浮うかべ、腕うでを振り回しながら力説した。

「私はそんな、へ、へへへ変な趣味とかじゃないし！　そりゃサクヤの事は嫌いじゃないけど、別に怪しい意味じゃないし、だいたい変態のイルミにそんな目で見られる筋合いはないっていうか私の話を聞けぇぇぇえっ！」

　気付けば、イルミとサクヤはこちらへ背を向け、二人だけで建物の方へ歩いていた。

「村はずれにこんな屋敷があったなんてね」

「もしかしたら、探している本があるかもしれない」

「そうだね。ところでサクヤが回復してくれたんだろ？　ありがとう」

　イルミは立ち止まり、サクヤを見つめながら言った。

　するとサクヤも足を止め、イルミを見上げた。その表情は、どことなく照れているようにも見える。

「……礼には及およばない。当然の事をしたまで」

　そうやって見つめ合っている二人が、キャロライナの目には、似合いの恋こい人びとのように見えてしまった。

「駄だ目めぇぇぇぇ！」

　大おお慌あわてで走り、イルミとサクヤの間に割って入る。その勢いで頭の上に乗っていたアシュトが転げ落ちた。

「駄目でしょ！　本を探しに来たのに！　こんな所で見つめ合って話し込んでいる場合じゃないんだから！　特に見つめ合っちゃ駄目！」

「どうして見つめ合うのは駄目？」

　サクヤがいつもの調子で淡たん々たんと尋たずねてきた。鋭するどい口調でもないのに、キャロライナは心臓にナイフを突つき立たてられたような気持ちになった。

「うぅぅ……いいから！　ほら、イルミ！　早く行くわよ！」

　キャロライナはイルミの手を握にぎり、強ごう引いんに引っ張る。

「う、うん。どうしてそんなに急いでるんだよ」

「何でもいいでしょ」

「あ、分かった。一刻も早く本が読みたいんだろ。分かるよ、その気持ち。この大きな屋敷が図書館だとすれば、きっと沢たく山さんの本があるだろうからね。探している本があるかどうかは分からないけど」

「そ、そうなのよ！　私は本が読みたいの！　だから急いで！」

「はいはい」

　イルミは笑ってキャロライナの銀ぎん髪ぱつを撫なで上げてくれた。



　イルミとキャロライナがいちゃつきながら屋敷の中へ消えていき、サクヤとアシュトは取り残された。

　桃もも色いろ髪がみの少女と緑の子こ竜りゆうは、暫しばらく並んで突っ立っていたが、冷たい風が雪交じりに吹ふくと同時にため息を吐ついた。

　ああ、イルミは何て鈍どん感かんなのだろう。

　ああ、キャロライナは何てアホの子なのだろう。

「中、入る？」

「ギギギ……」

　サクヤはアシュトを抱きかかえ、自分の頭の上に乗せて歩き出した。
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　結論から言えば、イルミたちが入った屋敷は、当たりだった。

　図書館村に多く見られる建物のように、別荘と図書館を両立させたものらしく、高価な家具が並んでいる。本が占しめる割合は、むしろ少ないくらいだ。

　だが、豪ごう華かな本ほん棚だなに並べられた書物は歴史書や古文書。しかも、ほとんどが二千年前に関係していた。

　二千年前といえば、どんなに歴史に興味がない者でも知っている、大きな二つの出来事が起きていた。

　一つは、月の悪魔との戦争。

　もう一つは、ティアマト教の消滅。

　この屋敷にある本は、それらに関しての研究を記したもの。あるいは当時書かれた書物や資料の写本だった。

「こりゃ凄すごい……二千年前の人たちが書いた日記まである。写本といえど、こんなに集めるなんて……この部屋だけで千冊以上はあるぞ」

　千冊という数字だけを考えれば大した事はない。その程度の冊数ならイルミの家にもある。しかし、それら全てが二千年前に関する本となれば、どんなコレクターも驚きを隠せないだろう。

　イルミは本棚から適当に取り出し、パラパラとページをめくった。

　それだけでも、書かれている内容が貴重な物であると分かる。

　キャロライナが隣となりから首を伸ばし覗いてくるが、難しそうな顔をするだけでよく分かっていないようだ。

「むー」

　イルミがキャロライナの頭を撫でていると、階段がギシギシ軋きしむ音が聞こえてくる。それに反応して、銀色の髪かみがピクンと揺ゆれた。

　木製のドアが開かれると、桃色髪の少女が現れた。

「本は一階にしかない。二階と三階は普ふ通つうの部屋だけ。だけど、三階に一つだけ鍵かぎがかかっていて入れない場所があった」

　屋敷を一通り見てきたサクヤが戻ってきたのだ。

「ちょっとぉ、何でサクヤがアシュトを頭の上に乗せてるの？」

　キャロライナの言葉どおり、サクヤは屋敷に入ってきたときからアシュトを帽ぼう子しのように被かぶっている。アシュトも嫌がる素そ振ぶりを見せず、しっかりと掴つかまっていた。

「すっかり意気投合」

「ギギギ」

　アシュトはサクヤのおでこの前で前まえ脚あしをプラプラさせてくつろいでいる。

　キャロライナはアシュトを盗とられた気分になったらしく、プクーッと頬を膨ふくらませた。

「そう言うキャロライナはいいの？　いつもなら率そつ先せんして探検するだろ？」

「う、今日はそういう気分じゃなかったの！」

「ふーん……」

「べ、別に幽霊が出たらどうしようとか思ってないんだからね！」

「いや、思ってなかったよ。本当に」

「そう？　思ってないならいいけど」

　キャロライナは満足そうにコクコクと頷く。

　その様子が本当に可愛いので、イルミはにやけてしまった。

　ところが、音もなく近づいたサクヤが、イルミとキャロライナの間に立ちはだかった。そして、そのまま壁のように動かなくなる。

　まるで二人が接近するのが気にくわないと言わんばかりだった。

「……どうしたの？」

「ここに立ちたい気分になった。そういう日もある」

「そうか……」

　サクヤが何を考えているのか、表情からはほとんど何も読み取れない。もともとズレた言動をする少女だったが、今日は一段と変だ。キャロライナもいつもより落ち着きがない。何かあったのだろうか──

　まあ、遠出して気持ちが高こう揚ようしているだけだろう、とイルミは思う事にした。

　そのとき、



「何かお探しですか？」



　不意に背後から男の声が聞こえた。振り返ったイルミは、二重に驚く。

　そこに立っていた老人の接近にまるで気付かなかったし、そもそも声から若者を想像していたのだ。

　それは白はく髪はつの、七十歳さいくらいの紳しん士しだった。顔に刻まれたシワとは裏腹に、背筋もピンと伸び、声も若々しい。

「あ……すみません、勝手に入ってしまって……」

「いえいえ、結構。図書館は利用したい者を拒こばみません。ただ、この図書館を訪おとずれる人は久しぶりでしたので、つい嬉うれしくて声をかけてしまいました」

　紳士は好こう々こう爺やらしく、にっこりと笑えみを浮かべた。とても優やさしげで好感を持てる──筈なのだが、イルミは妙みような違い和わ感かんを覚えた。

　彼かれの声をどこかで聞いたような気がするのだが、なかなか思い出せない。

「しかし、ご覧のとおり、この図書館の蔵書はかなり偏っていますから……皆みな様さまが楽しめるかどうか」

「いえ。実はティアマト教やノンマルスについて調べたかったんですよ。他ほかの図書館も回ったのですが、この図書館に入って驚きました。あまりにも僕ぼくに都合が良くて」

「ほう。それは運命を感じますね。ここは村はずれにあるせいで、なかなか人が来ないのですが……これも何かの縁えんです。ご自由に閲えつ覧らんしてください。もし宿が決まっていないのでしたら、泊とまっていってくださっても構いませんよ」

「いいのですか？」

「はい。この屋敷には私一人しかいませんから。空いている部屋は幾らでもあります。無論、代金は要いりませんよ」

　それはありがたい話だが、同時に何か裏があるのではないかと疑ってしまう。

　本を読ませてもらう上に、見ず知らずのイルミたちを無料で泊めようなどと。

　この老人が単純な親切心で言ってくれているのならば問題ない。

　だが、イルミたちはつい先日、ジラガミ山で苦い思いをしたばかりだ。

「失礼ですが、この図書館は貴方あなたのものですか？　それとも、管理をしているだけですか？」

「後者です。私は雇やとわれた管理人に過ぎません。ご主人様は不在ですが、もしいたとしても、あなた方を泊めたと思いますよ」

　老人はそう言って微笑ほほえむ。

　イルミはその瞳ひとみを見つめたが、嘘うそを言っている様子はない。そもそも彼がイルミを騙だます理由もない筈だ。

　それに図書館に泊まった方が、本を読むのに都合がいいに決まっている。

「そうですか、ではお言葉に甘あまえさせてもらいます……ああ、申もうし遅おくれました。僕の名前はイルミ・ミルウィックです」

　続いてキャロライナとサクヤも名乗り、アシュトはギギギと声を上げる。

「これはご丁てい寧ねいに。私はク……クーゲル・エドガーと申します」

「ではエドガーさん。お世話になります」

　イルミがそう言うと、エドガーは再びニッコリと笑った。
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　クーゲル・エドガーを名乗った老人は、イルミたちを二階の部屋へ案内したあと、一人地下室へ向かった。

　暗い階段をランタンで照らしながら、軽快な足取りで進んでいく。その動きはとても高こう齢れいには見えない。

　そして階段を下りきると、そこにあった重い鉄の扉とびらを軽々と開ける。

　その先にあったのは広い空間。

　全面を冷たい石で囲まれ、不気味な雰ふん囲い気きが漂う。天上から鎖くさりが垂れ、その先には手て枷かせがついていた。

　さらに、座面に無数のトゲが生えた椅い子すがある。装着した者の頭部を火であぶる為ための鉄仮面が落ちている。他にも、骨を砕くだく為の万力。鉄の処女アイアンメイデン。解体用のノコギリ。

　そう。この地下室は誰だれが見ても一目で分かる拷ごう問もん部屋だった。

　そんな中、老人は部屋を見回し人を捜さがす。だが、目当ての人物は見つからなかった。

　不思議に思い、ランタンの光で隅すみ々ずみを照らすと、小さな檻おりを見つけた。大型犬を閉じ込めるのに丁ちよう度ど良さそうな大きさだ。

　その中に二人の少女が入っていた。一人は金きん髪ぱつに黒い服。もう一人は赤髪に緑色のエプロンドレス。

「……アリス卿きよう。何をしているのですか？」

「あは。見て分からない？　好々爺を装よそおった殺さつ人じん鬼きに監かん禁きんされ、殺される恐きよう怖ふに脅おびえる美少女姉妹ごっこよ」

「狭せまくないのですか？」

　マリィを抱だきかかえて檻の中で丸くなる姿は、傍はた目めから見ても窮きゆう屈くつそうだった。

「狭いに決まってるでしょ。早く出して」

「……出ればいいでしょう」

「いやん。自分で出たら雰囲気ぶちこわしじゃない。貴方が来るのを待っていたんだから。お願い、殺さないで……ここから出して、クーゲル・エドガー様ぁ」

　アリスは猫ねこなで声ごえを出しながら、イタズラっぽい笑みで老人を見上げてくる。

「嫌ですよ」

「いけずぅ」

　拗すねたように頬を膨らませたアリスは、マリィを檻に残し、スッと立ち上がった。

　縮こまらなければ身を収められない鉄の檻があったにもかかわらず。まるで物体を擦すり抜ぬけているかのように──否いな、事実アリスは擦り抜けていた。

　檻など見えていないといった風に、アリスは老人の前まで歩いてくる。

　その姿は実体。夢でも幻まぼろしでもない。どんな魔ま術じゆつを使ったのか、老人にも分からない。

　だが、それがアリス・フィン・ノンマルスという存在なのだ。

　常識など、彼かの女じよに当てはめるのも馬ば鹿か馬ば鹿かしい。

「マリィはまだ寝ねているのですね。この屋敷を綺麗にするのは骨が折れましたから……アリス卿が手伝ってくれれば、もう少し楽だったのですが」

「あら何を言っているの。私は住み着いていた老人を片付けてあげたじゃない。それもイタズラしないで迅じん速そくに」

「ええ。ですが、それは老人だったからでしょう？　あれがもし小さな女の子だったらどうしていました？」

「あは。そんなの決まってるじゃない。一々聞くなんてセクハラよ。クーゲル・エドガー様のえっちぃ」

　アリスは両頬に手をあて、「いやーん」と照れくさそうに首を振ふった。

「それに、マリィは疲つかれて寝てるんじゃないのよ。一度起きたんだけど、私とちょっと気持ちいい事してたら途と中ちゆうで眠っちゃったの」

「それこそセクハラですよ」

「あ、大きな声を出しちゃ駄目。マリィは今いま頃ごろ、アリラト島の夢を見ているんだから」

　アリスは背せ伸のびをし、老人の唇くちびるに人差し指を当てる。

　その指は温かい。黄金の髪から甘い香かおりが漂ってきた。

　老人が硬こう直ちよくすると、アリスの赤い瞳がその姿を愉ゆ快かいげに見つめ、クスクスと笑う。

　そして彼女の手の平が、老人の顔面を覆おおい、サッと撫でた。

　すると、老人の仮面が剥はがれ、下から若い男の顔が現れる。

「あは。何と正体は貴方だったのね、クリスフォード」

「何を言っているのですか。老人の顔を私に上書きしたのは貴女あなたですよ、アリス卿」

　正体を現したクリスフォードは、懐ふところからメガネを取り出し、慣れた手付きで装着した。

「まあ、お陰かげで彼らを騙すのは容易でしたが」

「でしょでしょ？　イルミくんたちは読書に集中できるし、私たちは安心して暗あん躍やくできるし。なんてありがたい物件なのかしらぁ」

　アリスは口に手を当て「あは」と笑う。

　この屋や敷しきは確かに、ティアマト教に関する本を集めた図書館だった。だが、何年も前から閉へい鎖さされている。

　故ゆえに、彼らをおびき寄せる餌えさとしては格好の物件だったのだ。

　そこで変装したクリスフォードが彼らの前に現れ、この屋敷に宿しゆく泊はくするようしむける。

　その後どうするかは、全すべてアリスのさじ加減。

「ところで、イルミくんたちはどうしてる？」

「部屋まで案内しておきました。イルミ・ミルウィックは山ほど本を抱かかえて行きましたよ。随分と研究熱心な様子ですね」

「あは。しかもイルミくんが研究しているのは私の事なのよ。いやぁん、私イルミくんに見つかったら、全身隈くまなく調べられちゃうのかしら？」

　アリスは愉快そうに言ったが、クリスフォードはその光景を想像して絶句した。

　もし自分が、アリスの幾いく層そうにも重なった黒い服を脱ぬがし、白い肌はだを全身隈なく調べる事ができたなら……。

　思わず唾つばを飲み込む。ゴクリと大きな音が鳴った。

「ススス」

　アリスはそう口に出し、流れるようにして後ずさる。

「アリス卿？　何な故ぜ私から離れるのですか」

「だって。今のは、普通に引くわ」

「いや、しかし……真顔で見つめないでください。どうしてそう真しん剣けんな声なのですかっ？」

　いつもふざけているアリスにそんな反応をされ、クリスフォードは本気で慌あわてた。地下室に情けない声が反はん響きようする。

　だが、アリスは急に表情を元に戻もどし、ふんわりと体と髪を舞まわせてクリスフォードに抱きついた。

　アリスの全身から甘い香りが漂い、それだけでもクリスフォードの頭はクラクラする。その上、彼女はふくよかな胸を押おし当あててきたのだ。

　クリスフォードの思考が停止し、そのまま仰あお向むけに倒たおれてしまう。

「もう。だから大声出しちゃ駄目だってばぁ。マリィが起きちゃう」

　アリスが腹の上で馬乗りになっている。

　彼女は艶なまめかしい指使いでクリスフォードの体をなぞった。

「あ、アリス、卿……？」

「なぁに？」

「何を、するつもりですか？」

　辛かろうじて声を絞しぼり出したクリスフォードの喉のどは、緊きん張ちようのあまりカラカラだった。

「別に。何もしないけど？」

　しかし、アリスからの返答は、クリスフォードを絶望のドン底に突き落とした。

「……何も、しないのですか？」

「ええ。何かされると思ったの？」

「いえ、その……このままですか？」

「このままよ」

　アリスはクリスフォードの上に寝ね転ころがり、片かた肘ひじをついて微笑んだ。

　これでは生殺しだ。

　金色の髪が流れ落ち、クリスフォードの鼻先をかすめる。

「もう。本当にヘタレねぇ」

　アリスは笑いながら、指を動かし続けた。
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　エドガー老人によって二階の寝しん室しつに案内されたイルミたちは、男女別の部屋をあてがわれた。

　屋敷は古い割に掃そう除じが行き届いており、ベッドメイキングも完かん璧ぺきだった。あのエドガー老人は、よほど几き帳ちよう面めんな性格なのだろう。

















　それから一階の食堂で夕飯をご馳ち走そうになったあと、各自部屋に戻り自由行動。

　イルミは部屋で一人っきりになった。

　窓を開けると図書館村の明かりが見え、降り積もった雪が照らし出されている。空には天の川が流れていた。

　ここでベッドに寝転がり、本棚から借りてきた本を読めたら最高なのだが、修しゆ行ぎよう中の身ではそうもいかない。

　イルミは机の上に本を置く。

　そして、部屋の真ん中に立ち、意識を集中させる。体全体に浮ふ力りよくが発生するイメージを思い描えがく。

　一いつ瞬しゆん、足あし下もとでつむじ風が発生し、それからイルミの体は静かに浮かび上がった。

　足の裏と床ゆかが三十センチ程ほど離はなれたところで静止。ひとまず、この高度を維い持じし続ける。

　イルミは手の平を机へ向けた。すると一冊の本が手元へ吸い寄せられてきた。

　それから空気の椅子に座すわる姿勢をとり、見えない背もたれに寄りかかる。

　浮ふ遊ゆう魔ま術じゆつで擬ぎ似じ的てきに作り出した、架か空くうの力場。イルミが一瞬でも集中力を切らせば、たちどころに消しよう滅めつしてしまう。

　この状態で一冊読み終える。それが今夜の目標だ。

　ところが表紙をめくった瞬しゆん間かん、部屋へ乱入してくる不届き者たちがいた。

　アシュトを抱きかかえたキャロライナと、その後ろからついてくるサクヤである。

「やっほー、遊びに来たよー」

「ギギィ」

　アシュトはバサバサと翼つばさを動かし、イルミの周囲を飛び回る。

「……何か用かい？」

「別に。ちょっと様子を見に来ただけよ」

「そう……悪いけど、今集中してるから静かにしててくれよ……ところでアシュトはどうしてこんなに興奮してるんだ？」

　その緑の子竜は、やたらと嬉しそうな顔でイルミにじゃれついている。いつもはキャロライナにべったりのくせに。

「もしかして、空を飛べる仲間ができて嬉しいんじゃないの？」

「ああ、なるほど。そういえばアシュトも空を飛ぶ練習をしていた時期があったっけ」

「ギギギ」

　イルミとキャロライナは、アシュトが孵ふ化かした瞬間からずっと見守ってきた。今では当たり前のように飛んでいるので忘れていたが、最初は飛とび跳はねては落ち、飛び跳ねては落ちという事を繰くり返かえしていた。それが今では自在に空を泳げるようになっている。イルミもいずれアシュトのようになりたいものだと、しみじみ思った。

「まぁ、私も邪じや魔まするつもりはないわよ。買った本も読みたいし」

　そう言いながらキャロライナはブーツを脱いでベッドに寝転がった。

　ニーソックスに包まれた美しい脚あしが顕あらわになる。

　イルミは思わずガン見するが、キャロライナは気付かない。

　そのまま目を見開いて美び脚きやくを観察し続けていると、突とつ然ぜん脇わき腹ばらに痛みが走った。

「いたっ！」

　イルミはたまらず悲鳴を上げた。

　その原因は、サクヤがつねったからだった。

「なんだよ……？」

「蚊かが止まっていた」

　サクヤは睨にらむような目で答える。

　こんな真冬に蚊がいるわけがないし、いたとしても普通は皮をつねったりはしない。

　やはり、今日のサクヤは妙だ。何か嫌きらわれるような事をしてしまったのだろうか。イルミは必死に考えてみたが、まるで思い浮かばない。そうしているうちに集中力が乱れ、床の上に尻しり餅もちをついてしまった。

　ドスン、と大きな音がする。

　するとベッドから悲鳴が上がった。

「うひゃぁぁぁあっ！」

　そのキャロライナの悲鳴が大げさだったので、イルミ、サクヤ、アシュトは一いつ斉せいにベッドを向いた。

「……脅おどかさないでよ！」

「いや、驚おどろいたのはこっちだけど」

　自分以外の全員に見つめられ、キャロライナは恥はずかしそうに顔を本で隠かくし、布団ふとんの中に潜もぐり込こんだ。

　一体、何をそんなに怖こわがっているのだろうか。

「……ねぇ。キャロライナが読んでる本って、確かミステリー小説だよね？」

「そうだけど……」

「どんな内容なの？」

　イルミは純じゆん粋すいな好こう奇き心しんで質問する。

「えっと……舞ぶ台たいが古いお屋敷で、そこに住んでる奴やつが殺人鬼で……若い女の人を次々に殺しちゃうの……っ！」

「へぇ、古い屋敷って、まるでここみたいだね」

「うん！　そっくりなの！」

「それで怖くて、ちょっとした事で悲鳴上げちゃったんだ」

「そうなのよ、もう怖くて怖くて。誰かと一いつ緒しよじゃなきゃ絶対に読めないし、サクヤは静かすぎて気を紛まぎらわす役に立たないから、イルミの部屋に行こうかなぁって」

「ふーん」

　キャロライナは布団から顔だけ出して、本をめくりながら聞いてもいない事までベラベラと語った。

　そして一呼吸間をおいてから、突とつ然ぜんバサッと本を投げ出し、天地が引っ繰り返る様子を目もく撃げきしてしまったような顔を向けてきた。

「うわぁぁああああっ、今のは違ちがう！　嘘、嘘だから！　本に集中してたから思わず呟つぶやいちゃっただけだし！　無意識のうちに本音言っちゃっただけだしっ！」

「ああ、そう……」

　キャロライナは布団をはね飛ばし、両手をぐるんぐるん回し、必死に身の潔白を訴うつたえた。

　無意識のうちに本音を言ったのならば、それはつまり本当の話なのではないかとイルミは思うのだが、本人が違うと言っているので違うのだろう。

　実際はその事でもっとからかってやりたい思いもある。しかし、今日は浮遊魔術の特訓をしなければならない。

　イルミは再び精神統一を始める。

　そのとき、イルミの隣にいたサクヤが、スカートをギュッと握りしめ、うつむきながらか細い声を漏もらした。

「…………無理。勝てない。キャロライナ可愛かわいすぎる。今のは私自身萌もえた」

　ボソボソと呪じゆ怨おんのように呟くサクヤは少々怖かった。

　それから彼女はイルミへ向き直り、意を決したように口を開く。

「それでも私は諦あきらめない」

「え、何を……？」

「イルミは知らなくてもいい」

「そうか……」

「でも、やっぱり気付いて欲ほしい」

「どっちなんだよ」

　まるで意味が分からない。

　イルミが困こん惑わくしていると、横から枕まくらが飛んできて頭に当たった。

「遊んでないで浮遊魔術の練習しなさいよ！」

「ああ、そうだった！」

　キャロライナに言われ、イルミは目的を思い出した。

　特訓と同時に読書もしなければならない。アリス・フィン・ノンマルスの手がかりが欲しいし、そうでなくとも、この図書館の本は興味深い。

　イルミは再び意識を集中し、空気椅子に座って本を広げた。

　何故かサクヤが舌打ちをしたように聞こえたが、気のせいだろう。大人しいサクヤがそんな事をする筈はずがない、と思う。

「…………ところでサクヤ。いつまで僕の事を睨んでるんだ？」

「別に睨んでいたわけではない。この部屋に来た当初の理由を思い出し、どのタイミングで言い出せばいいか悩なやんでいただけ」

「理由？　僕に用があったのかい？」

「そう。私はイルミに浮遊魔術のコツを教えた。だからイルミは私に攻こう撃げき魔ま術じゆつのコツを教えるべき」

「え？」

　イルミは驚き、浮遊魔術を再び中断してしまいそうになった。

　サクヤと攻撃魔術という組み合わせがどうにも意外だったのだ。彼女は呪じゆ符ふを投げて小規模な爆ばく発はつを起こしたりはするが、基本的に攻こう勢せいに出るイメージはない。

「私は何も好きこのんで回復に特化しているわけではない。できる事なら攻撃魔術を使いたい。でも、何故か無理。呪符で簡易的な技わざを使うのが関の山」

　呪符は東方魔術でよく使われるもので、紙にあらかじめ魔術式を書いておき、使用するときに魔力を込める。そうすれば、術者の技量に関係なく、一定の効果を発揮する。

　攻撃魔術が使えないサクヤは、戦せん闘とう時じにこの呪符を多用していた。

「お願い。私はマリィを助けたい。でもアリスと戦う力は私にはない。だから……」

　訴えてくるサクヤの目は、真剣そのものだった。いつもは若じやつ干かん眠ねむそうな印象を受けるが、今はハッキリと見開かれている。

「分かった。だけど、手取り足取り教える事はできないよ。十人が十人とも、思い浮うかべるイメージは違うんだ」

「分かっている。魔術とはそういうもの」

　サクヤの言葉にイルミは頷うなずく。

　普ふ通つうの学問なら、最初から決まった答えがある。武術や剣けん術じゆつなら、師の技を直接受うけ継つぐことができる。しかし、魔術は個人の脳内で行うものだ。炎ほのおを出すといった術一つとってもみても、決まった方法はない。

「取とり敢あえず、サクヤは回復魔術や防ぼう御ぎよ結界を見るかぎり、魔力不足って事はなさそうだ。一つコツを掴つかめば、かなり強力な攻撃ができるようになると思う」

　イルミは浮遊魔術を維持したまま講義を始める。

「じゃあ、まずは五ご芒ぼう星せいを出してみて。できるよね？」

　サクヤはおもむろに両手を突つき出し、手の平から赤い五芒星を広げた。

「五芒星は魔術の基本だ。火、水、土、風の四元素と、魂たましい。この五つの要素を現した図形。つまり、世界の構造図だ。これを描えがけば、魔力を安定させる事ができる」

「知っている。その辺は東方も西方も変わらない」

「らしいね。まあ、ぶっちゃけあとは適当だよ。とにかく魔力を五芒星に集中させ、イメージを思い描く。ただ、浮遊魔術と違って一発勝負だから、一瞬だけでいいんだ。集中力を維持しなくてもいい。瞬しゆん発ぱつ力りよくが大事だよ。こう、魂を爆発させる感じかな？」

「……やってみる」

　サクヤは頷き、自分の腕うでの先へ視線を向ける。

　あまり気合いが入っている様子ではなかったが、サクヤの五芒星は見る見る輝かがやきを増し、魔力が込められていくのがハッキリと感じ取れた。

「ねえ、イルミ。それ部屋の中でやって大だい丈じよう夫ぶなの？」

　ベッドで本を読んでいたキャロライナが、不安げな声で尋たずねてきた。

「いや……滅め茶ちや苦く茶ちやマズイと思う」

　サクヤの魔力量が多いのは察しがついていた。しかし、だからといって、室内でここまで練り上げるとは思わなかった。

「サ、サクヤ……一応聞いておくけど、赤い五芒星って事は、炎系だよね……？」

「そう」

「そんなに魔力を込めたら……家が燃えると思うんだけど……」

「大丈夫、問題ない」

「いや、あるからっ！」

　イルミは思わず大声で叫さけんでしまう。

　だが、サクヤは涼すずしい顔で更さらに魔力をひねり出す。五芒星の輝きは、既すでに眩まぶしすぎて直視できないほどだった。

「では、発射」

「ま、待て、サクヤ！」

　イルミの静止も虚むなしく、部屋の中が閃せん光こうに包まれた。

　咄とつ嗟さに目を閉じ、腕で顔を覆う。

　が、光が放たれただけで、肝かん心じんの熱はいつまで経たってもこなかった。

　恐おそる恐る目を開けると、サクヤの腕先の五芒星から、ロウソクのような小さな炎がチョロチョロと出ていた。当然、床も壁かべも燃えた跡あとはない。

　キャロライナとアシュトは、ベッドの上でポカンとしていた。

「これで全力」

　サクヤはイルミへ物悲しそうな眼まな差ざしを向けてきた。

「そ、そうか……」

　大だい爆ばく発はつがくると身構えていたので、何事も起こらなかったのはありがたい。しかし、どうにも腑ふに落ちなかった。サクヤは大量の魔力を五芒星へ込めた。にもかかわらず、発生した炎は小こ雨さめで消えてしまいそうなものだった。

　魔力の変へん換かん効率が悪すぎる。

「何だろう……魔術が発動する瞬間、何か見えたような……？」

　イルミが呟くと、サクヤは何の事か分からないといった様子で、小首をかしげる。

　すると気のせいだったのだろうか。イルミには、サクヤの体を包つつみ込む影かげが見えたのだ。それは狐きつねの形によく似ていたのだが。
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　そんな風にイルミとサクヤが魔術の練習をしている横で、キャロライナはベッドに潜って読書にいそしんでいた。

　先さき程ほどは誤ご魔ま化かしたが、実際、キャロライナは一人で小説を読むのが恐ろしくてたまらなかった。

　しかし、面おも白しろいので先を読みたい。

　続きが気になって仕方がない。

　そこでイルミの部屋に行き、彼が浮遊魔術の練習をしている横で読書する事にしたのだ。これなら怖くない。

　この素す晴ばらしい作戦は見事に成功した。

　怖がっている事をイルミに感づかれたような気もするが、上う手まく誤魔化したので、きっと大丈夫だろう。

　そんな中で唯ゆい一いつの誤算は、何故かサクヤもイルミの部屋についてきた事である。

　しかも彼女はイルミと共に魔術の練習を始めたようで、キャロライナとしてはそれが何やら気にくわない。もちろん、ヤキモチなどというものではなく、人が真剣に読書をしている横でイチャついているのがムカつく、というだけである。断じてイルミを取られて腹を立てているのではない──と、キャロライナは誰にともなく、心の中で言い訳をした。

　まあ、これだけの人数と一緒にいれば、小説の中で巻き起こる猟りよう奇き殺人の恐怖にも何とか耐たえられる。

　もっとも、いつまでもイルミのベッドに潜っているわけにもいかなかった。

「さて。今日はここまでしておこうか」

　イルミは浮遊魔術を中断し、床の上に降り立つ。

「分かった。付き合ってくれて、ありがとう」

　付き合うというサクヤの言葉に、キャロライナの耳がピーンと反応した。

「ねえ。キャロライナもそろそろ部屋に戻ったら？　日付変わりそうだよ？」

「う、うん……」

　壁に掛かけてある時計を見れば、まもなく零れい時じを指すところだ。

「もうちょっとで読み終わりそうなんだけど……」

　今、主人公であるエレナが、殺さつ人じん鬼きとの直接対決に挑いどむところなのだ。

　エレナは貧しい村で生まれ、金で売られた薄はつ幸こうの美少女だ。メイドとして買われ、連れて行かれた屋敷には自分と同じような境きよう遇ぐうの少女が沢たく山さんいた。何故か皆みな、一様に覇は気きがなく人生を諦めてしまったような顔をしていた。そして時折その数が減り、減った分だけどこからか補ほ充じゆうされる。

　屋敷の主人は妻に先立たれていたが、十歳さいになるエリーゼという娘むすめがいた。エリーゼはエレナたちメイドをお友達と呼び、いつも一緒に遊んでいた。エレナは、明るい性格のエリーゼが大好きだったが、何故か他のメイドたちはエリーゼを恐れている。

　そして、エレナも気付いてしまった。エリーゼがメイドに「今日は私と一緒に寝ましょう」と声をかけると、声をかけられたメイドは次の日の朝には消えてしまうことに。屋敷の主人やエリーゼに問いただしても、知らぬ存ぜぬ、相手にされない。そんなメイドは初めからいなかった、と言い張るのだ。

　エレナが屋敷に来て一年が経つ頃ころ、最初に出会ったメイドは誰もいなくなってしまった。その夜、ついにエリーゼはエレナへ誘さそいをかけてきた。

　メイドの立場で、主人の娘の命令に逆らえるわけがない。そして何より、エレナは真相が知りたかった。そうして連れていかれた先は、寝室ではなく地下室。そこには、数多くの拷ごう問もん器具。解体器具。全面にこびり付いたどす黒い血の跡。腐ふ臭しゆう。まだ新しい死体。腐くさった死体。白骨化した死体。その全ての壊こわれ方かたが千せん差さ万ばん別べつ。よりどりみどり。

「うわぁぁっ、頑がん張ばれエレナァァアッ！」

　キャロライナは感情移入しすぎて、ベッドの中で絶ぜつ叫きようする。

「いや、だから続きは明日にしなよ」

「……でも、先が気になる」

「ちゃんと寝ないと大きくなれないよ？」

　それは大変だ。

「むぅ、分かった」

　本にしおりを挟はさみ、パタンと閉じた。そのままベッドから這はい出し部屋を出ようとすると、アシュトがテコテコ歩いてくる。が、サクヤがついてこない。

「サクヤ……何してんの。ってか何考えてるの」

「今日は寒い。私はイルミが風か邪ぜを引かないように身を挺ていしてベッドを温める係」

　そう言ってサクヤは、いそいそと布団にくるまる。

「真顔で冗じよう談だん言ってないで、早く部屋に戻るわよ」

「お構いなく」

「構うわよ！」

　キャロライナは布団を引きはがし、断固として動こうとしないサクヤを無む理り矢や理り引きずってベッドの外へ連れ出した。

「酷ひどい。腕が千切れる」

「くっつければいいでしょ！」

「あのさ、キャロライナ。そこまでしなくても……」

　イルミは困惑した顔を向けてくるが、キャロライナは鋭するどい一いつ喝かつで返した。

「なによ！　イルミはサクヤと一緒に寝たいのっ？」

「本人の意思は関係ない。寒い夜は体を冷やしてはいけない。身と身を寄せ合って──」

「だから真顔で冗談を言うな！」

　これ以上言い合っても埒らちがあかないので、廊ろう下かへ出て扉とびらを勢いよく閉める。そのまま自分たちの部屋まで直行し、サクヤをベッドへ放ほうり投なげる。

「もう……サクヤ！　一体どういうつもりなのよ！」

「どうもこうもない。どさくさに紛れてイルミに胸を揉もんでもらおうと企たくらんでいただけ」

「な……っ」

　サクヤはベッドに寝転がったまま、目線だけをキャロライナへ向けていた。

　彼女は普ふ段だんから極力動かないし、無む駄だな言葉も発しない。

　ところが、それがイルミの事になると、妙みような動きをするし、自分から積極的に話しかけているのだ。

　これは──

　そこまで考えて、キャロライナは首をブンブン振る。

　だったら何だというのだ、サクヤがイルミをどう思っていようが自分には関係のない話だ。だからこんなに焦あせる理由はないし、泣きそうになるのは理り屈くつに合わない。落ち着けキャロライナ。

「すーはーすーはー」

　深呼吸を繰り返し、ようやく心臓の鼓こ動どうが元に戻る。

「よしっ、簡単に落ち着いた。やっぱり私はイルミなんて何とも思ってないのよ、どうよサクヤッ！」

　キャロライナは自分でもよく分からない理由で勝かち誇ほこった。

　しかし、既にベッドからは静かな寝ね息いきが上がっていた。

「……寝ねてるし！　早くないっ？　ぐぬぬ……こんなに悔くやしいのは久しぶりよ！　何で悔しいのか全然分かんないけど！」

「ギィ？」

　部屋をクルクル飛び回っていたアシュトは、一人で騒さわいでいるキャロライナを不思議そうに見つめてくる。

「ふふ……こうなったら、サクヤが寝てる間にイタズラしてやる……」

　キャロライナは不気味に笑い、ベッドへにじり寄る。そして横になっている桃もも色いろ髪がみの少女の上に覆い被かぶさった。

「こ、こんなに大きな塊かたまりを胸に……二つも！　これを、イルミに、揉ませるッ？　どういう事よ！」

　アシュトが隣となりにやってきて、落ち着きなよ、と訴えかけるような眼差しをする。そして、ツンツンと肩かたを叩たたいてくる。

　だが、キャロライナは敢えてそれを無視した。

「そんなに揉んでもらいたいなら、この私が揉んであげるんだから！」

　キャロライナは小さな手を大きく広げ、意を決してサクヤの胸むな元もとへ襲おそいかかる。

　東方大陸の服に包まれた未知なる感かん触しよくが、キャロライナの指先に伝わった。

「え、えぇぇっ？　何これ！　やばい、やばい、超ちよう気き持もちいいんだけど！　わ、わっ、大きい、柔やわらかい！」

　モニュモニュと指の動きに合わせて変形するサクヤの胸は、世間一いつ般ぱんから見れば標準的な大きさ。しかし、キャロライナから見れば宇宙より大きかった。

「ん……」

　サクヤの口から微かすかな吐と息いきが漏れる。指先がぴくんと動き、肩が小さく震ふるえていた。

「か、可愛い……サクヤ可愛い……っ！」

　キャロライナは一心不乱に揉んだ。その光景が他人からどう見えるか考えもしない。

　しばらくすると、サクヤの目がうっすらと開いた。涙なみだで潤うるんでいる。

「やめて……私、そういう趣しゆ味み、ない…………」

　その声は恐きよう怖ふに染まっていた。

　刹せつ那な、キャロライナは正気に戻る。

　誤ご、魔ま、化か、さ、な、け、れ、ば！

「うぉぉおぉぉぉおぉぉ眠ねむれぇぇぇぇいっ！」

　サクヤの肩を掴み、ギルズベイルの怪かい力りきを込めて激しく揺ゆさぶった。首がすわらない赤ん坊のように、サクヤの頭部は前後に動き回った。

　そして手を離はなすと、サクヤはもうピクリとも動かなくなった。見事眠ったのだ。人によっては気絶したと言うかも知れない。

















「ふぅ……危ない所だったわ。これで記き憶おくも消えている筈。ああ、一時はどうなる事かと思ったけど、何とかなるものね。やっぱり世の中チョロいわ。さ、アシュト。一緒に寝よう……アシュト？」

　どうしたわけか、アシュトは部屋の隅すみで壁を向き、頭を抱かかえて縮こまっていた。何度呼びかけてもキャロライナを見ようとしない。

「……変なの。まぁいいや。寝る前に続き読んじゃおっと」

　ページは残り少ないので、大して時間もかからないだろうと甘あまく考え本を広げる。



　それは本当に甘い考えだった。



「うぅぅぅ、怖くない、怖くない……やっぱり怖いよぉ……」

　キャロライナは布団を頭までかぶり、小さく丸まった。まるで眠れない。時々、頭だけ出し、部屋の中にナタを持った殺人鬼がいないか確かく認にんし、再び隠れる。

　無論、暗くら闇やみは怖いからランプの灯あかりはつけたままだ。

「アシュトぉ……」

　子竜の名を呼んでも返事はない。見れば部屋の隅に転がり、鼻はな提ちよう灯ちんを浮かべていた。

「サクヤも寝てるし……私がこんなに怖い思いをしているっていうのに……っ」

　自分で気絶させたという事実は完全に忘れ去っていた。

　そもそも、あの小説が怖いからいけないのだ。しかも面白いから読まざるえない。作者は責任を取って欲しい。

　あのあと、地下室で追おい詰つめられたエレナは、機転を利きかせてナタを奪うばい取ったのだ。そして死しにもの狂ぐるいでエリーゼの脳天に振ふり下おろした。脳のう漿しようが飛び散る。

　その後、エレナは地下室から抜ぬけ出そうとした。が、外から鍵かぎがかけられ扉はビクともしない。そんな中、扉の向こう側からエリーゼの父親の声が聞こえてきた。

　彼かれはエリーゼの出生を語る。

　エリーゼの母親は自分の子供を人形のように可愛がっていた。いや、人形の延長としてしか見る事ができない人だった。故に男の子より女の子を、美形を、逆らわない子を求めた。

　だが、エリーゼは男の子として生まれた。その顔は美しく、母親には絶対に逆らわなかった。だが性別はどんなに願っても変わらない。

　別にエリーゼが望んで男として生まれてきたのではない。産んだのは母親だ。しかしエリーゼは責められた。

　だからエリーゼは女の子を集めて殺した。殺して血を飲んだ。女の子の血を飲めば女の子になれると信じていたのだ。そんなエリーゼを母親は気味悪がり、恐れ、殺そうとした。エリーゼは逆に母親を殺してその血を飲んだ。

　エリーゼは女の子で居続ける為ために女の子を殺す。その為に自分は女の子を集める。そして次はエレナの番だ。エリーゼの父親はそう言った。

　しかしエリーゼは、もう死んだ筈。

　ところがエレナが後ろを振り返ると、頭を半分にされ、脳のう味み噌そを垂れ流したエリーゼの姿が──

「うわぁあっうわぁぁぁぁあ！」

　キャロライナは小説のラストシーンをリアルに想像し、まるで自分がその場にいるような錯さつ覚かくに陥おちいった。

　枕を持ったまま廊下へ飛び出し、イルミの部屋に突とつ撃げきする。

「エレナがっ！　エリーゼに食べられちゃった！　その後も！　屋や敷しきにやってきた女の子は！　顔が半分ない娘に、襲われるという！　言い伝えが！」

　キャロライナは枕を抱えてイルミの部屋をドタバタ走り回った。

　十周したところで、イルミがいない事にようやく気が付く。

「あれ……イルミ？　イルミぃ」

　布団を剥はいでみたり、ベッドの下を覗のぞいたりしてみたが、その姿はどこにもない。

　普通ならトイレにでも行ったのかと思う所だが、キャロライナの頭の中はエリーゼの事で一いつ杯ぱいだった。

　小説の中から這い出してきた猟りよう奇き殺さつ人じん鬼きが、血の滴したたるナタを持って屋敷を徘はい徊かいしている光景が目に浮かぶ。

　最も早はや、イルミはエリーゼに殺されてしまったとしか考えられなかった。

　全身がかつてないほどガクガクと震える。

　そしてキャロライナの恐きよう怖ふ心しんに追い打ちをかけるように、窓の外にぼんやりとした灯りが見えた。それは、ふわりふわりと漂ただよっていた。

　──まさか、イルミの魂……ッ！



　キャロライナたちを部屋に帰したあと、イルミは外に出て浮遊魔術の練習をしていた。

　本を読みながらでも、部屋の中で静止する事はできるようになった。しかし、実戦で使うには程ほど遠とおい。

　鳥のように、とまではいかなくとも、ある程度自在に動けるようにならなくては。

　その練習の為には広い空間が必要だった。だが、部屋の中では天井に頭をぶつけて死んでしまう。

　そこで雪の上に立ったイルミは、まず手の平の上に、小さな火の玉を発生させる。それを風の壁で包み、ランタンのような光源を作り出した。

　真っ暗だった庭が、オレンジ色に淡あわく照らされる。雪がはらりはらりと降ふっていた。

　そして意識を集中させ、イルミは体を浮かび上がらせた。

　何もこんな寒い夜中にやらなくてもいいとイルミ自身思うのだが、アリスの事を思い出すと、居ても立っても居られなかったのだ。

　彼かの女じよは強い。それも冗談の如く。

　ならば、気休めと分かっていても、特訓をしなければ眠る事もできなかった。

　イルミは落ちても怪け我がをしない程度の高さまで上じよう昇しようし、そこからゆっくり移動してみる事にした。素す早ばやい動きは無理だが、一応狙ねらった場所へ体を持って行く事ができる。この動作を何十倍にも速め、更に敵の動きに気を配りつつ、攻こう撃げき魔ま術じゆつで応戦できるようになれば一流だ。

「……先は長いなぁ」

　ため息を吐つくと、その白い蒸気が灯りに照らされた。

　まあ流石さすがにそこまで焦っても仕方がない。一つ一つ地道にやっていくしかないだろう。

　そう思った矢先──背後から殺気が迫せまった。

「……なっ！」

　振り返ると、跳ちよう躍やくし剣けんを鞘さやごと振り上げる銀ぎん髪ぱつの少女がいた。彼女が狙っているのは勿もち論ろんイルミ。

「うわぁぁぁあ、イルミの仇かたきぃぃぃぃぃいっ！」

　勢いよく振り下ろされた鞘は、イルミの脳天を直ちよく撃げきした。勢いそのままにキャロライナに体当たりされる。もつれて二人で雪の上に落ちた。

　空中だったのが幸いし、キャロライナの一いち撃げきを喰くらってもたんこぶで済んだ。

　イルミは頭をさすりながら体を起こす。

「……一体なんのつもりだよ！」

　抗こう議ぎの声を上げると、キャロライナも地面に埋うまった顔を上げ、ブンブンと首を振って雪を払はらった。

「あ、あれ？　イルミ……？　生きてるの？」

「そこまで僕ぼくを殺したかったのか！」

「ち、違うわよ！　そうじゃなくて──」

　キャロライナは慌あわてて弁明を始める。

　なんでも、屋敷に潜ひそむ猟奇殺人鬼にイルミが殺されてしまい、人ひと魂だまになって漂っていると勘かん違ちがいしてしまったらしい。

　そして、人魂を手に持ち空を飛んでいる怪あやしい影があったので、とりあえず殴なぐりかかったのだと言う。

「いやー、その勘違いはありえないぁ」

「だって、だって！　本に書いてあったんだもん！　古いお屋敷には今でもエリーゼが住んでいて、女の子を地下室に連れて行って、それからそれから……う、うわぁぁんっ！」

　そのシーンがよほど怖こわかったのか、キャロライナはイルミに抱だきついて泣き出した。

　──まったく、見ていて飽あきないのはいいんだけど。

　イルミはため息混じりに頭を撫なでてやる。

　そして、ふと思い至った。

「ねぇ、キャロライナ。そのエリーゼってのは、女の子を狙うんだろ？　だったら、危険なのは僕じゃなくて、キャロライナとサクヤじゃないの？」

「……へ？」

　キャロライナは口を開け、暫しばらくポカンとしていたが、言われた意味を呑のみ込み、絶叫を上げる。それは真夜中だというのに、村中に響ひびくような大声だった。

「え、えぇぇえっ？　どうしよう、私サクヤとアシュトの事、部屋に残して来ちゃった！」

「いや、現実と物語をごっちゃにしないでよ……」

「うわああああっ、サクヤァァッ、アシュトォォオッ！」

　雪を巻きあげ、キャロライナは凄すさまじい脚きやく力りよくで屋敷へと走り去っていった。



　イルミがあとを追いかけていくと、キャロライナたちの部屋から泣き声が聞こえてきた。

　中を覗くと、キャロライナがサクヤとアシュトを抱きしめて「無事で良かったぁぁ」と涙を流していた。

　イルミを見つけたサクヤは、恨うらめしそうな目を向けてくる。

「きっとイルミが変な事を吹ふき込んだに違いない」

　するとアシュトが口を大きく開けたので、イルミは慌てて扉を閉め自室に戻もどった。

　壁かべ越ごしに、まだキャロライナの声が聞こえる。明日、エドガー老人に謝あやまっておかねば。

「さて、僕もそろそろ寝るか」

　ランプを消し、ベッドに横になる。

　目を閉じる前に数センチ体を浮かばせ、浮ふ遊ゆう魔ま術じゆつの感かん触しよくを再確認する。

「最初に比べれば、かなりスムーズになったな」

　努力の成果を実感し、イルミは今度こそ眠りにつく。

　しかし、どういうわけか扉がゆっくりと開かれた。銀色の髪かみが遠えん慮りよがちに入ってきた。

「……どうしたの？」

「いや、その……私さっき小説の内容聞かせてあげたでしょ？　だからイルミが怖くて眠れなかったら私のせいだから、一いつ緒しよに寝てあげてもいいかなぁ……と思って」

　キャロライナは枕まくらとアシュトを抱え、入り口でモジモジしている。

「いや、大丈夫だよ」

　そう断言してやると、キャロライナは目を見開いた。

「ほ、本当に……？」

「うん。それよりサクヤと一緒に寝たら？」

「だって……サクヤはもう完全に寝ちゃってるから……だから……うぅぅぅ、私が一緒に寝てあげるって言ってるんだから素す直なおにそうすればいいでしょ！」

　キャロライナは強ごう引いんにベッドに入ってくる。

　仕方なくイルミは端はしに寄った。思わず苦く笑しようが漏れてしまう。

「いいっ？　私が眠るまで、イルミは眠っちゃ駄だ目めだからね！」

「何で？」

「何でも！」

「分かったよ。起きてるよ。でも僕は眠いから、眠ねむ気けを覚ます為に暫く独り言を呟つぶやくから。いいよね？」

「うん……いいけど……？」

　キャロライナの同意を得たので、イルミは嬉き々きとして呟きだした。

「古い屋敷……女の子……地下室……バラバラの死体……血まみれ……」

　隣でキャロライナがガクガク震えだしたが、決して止やめたりはしない。

「うぐっ……怖くないもん…………っ」

　キャロライナは、恐怖の原因がイルミにあるにもかかわらず、イルミの服をギュッと握にぎり、体をピッタリと密着させてきた。

　イルミはますます調子に乗り、キャロライナの耳へ顔を近づけ声を大きくした。

　怖がるキャロライナの可愛い事といったら、もう堪たまらない。このままずっと虐いじめていたい。

　だが、イルミの呟きがうるさかったのか、アシュトが目を覚ます。

「ギギィ！」

　夜の部屋の中に鋭い爪つめが光る。

　次の瞬しゆん間かん、イルミの顔面に凄まじい痛みが襲いかかった。

「ぎゃああ！」

　短い悲鳴を上げたあと、イルミは気絶してしまう。



　次の日の朝、傷だらけのイルミの顔を見たサクヤは「何かの儀ぎ式しき？」と不思議そうにしていた。








第二章　黒幕日記乙女心編
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　昨日、イルミは浮遊魔術の特訓と並行して歴史書を読みあさったが、そこに書かれている内容は既き知ちの事とほぼ同じだった。

　要約すれば、次のようなものである。



　そもそもティアマト教とは、かつて存在していた世界的規模の宗教である。

　その発はつ祥しようは定かではないが、ティアマトを神と崇あがめ、リンデン半島にあった聖堂を総本山とし、世界中に広まっていた。

　言い伝えでは、その聖堂に二千年前、ティアマト自身が降臨し、フィーリアの魔ま術じゆつ師しを率いて悪あく魔まを討とう伐ばつしたとされている。

　悪魔とは、月に住まう神の敵。悪魔は存在するだけで人の心を惑まどわす。悪魔がいるから人も悪の道へ落ちる。

　故ゆえに悪魔は滅ほろぼさなくてはならない、とされてきた。

　そして二千年前の戦いの結果、月の悪魔は全ぜん滅めつした。

　だが、何らかの理由によりティアマト教は衰すい退たいし、いつしか歴史から姿を消してしまった。その時期も理由も判明していない。

　そもそも、総本山があったリンデン半島自体、現在ではどの場所を指しているのかすら定かではないのだ。



　そんな謎なぞ多きティアマト教に対し、昨夜イルミが読んだ歴史書は様々な資料を挙げ、小難しい理屈をこねながら、それぞれ著者の説を述べていた。

　しかし結局の所、二千年も前の話となれば誰だれにもハッキリした事は分からない。

　所しよ詮せんは神話。おとぎ話のようなもの。

　ティアマトは悪魔に勝利した。今でもフィーリアの人間にとって神と言えば、ティアマトの名を思い浮かべる。

　にもかかわらず、何な故ぜティアマト教は消えてしまったのか。

　誰も何も説明できないのだ。

　そんな事実を再確認しながら本をめくっていたイルミの目に、ある一節がとまった。

「──悪魔の日記と称しようされる本が見つかり、学会で少々話題になった事がある。その著者とされるアリス・フィン・ノンマルスなる悪魔は、月の姫ひめ君ぎみであるらしい。どうせ誰かの創作物であろうが、その日記では月の悪魔たちは自らの星をヒュイオスと呼こ称しようし、我々の住むフィーリアを月と呼んでいる。そして二千年前の戦争は、フィーリアから一方的に攻こう撃げきをしかけられた、と記されていた。また、しきりに神へ助けを求める描びよう写しやもあった。誰かは知らないが、この日記の著者はなかなかユーモアのセンスがあるのだろう」

　その一節は、歴史の余談として書かれていた。

　確かに、普ふ通つうに読めば冗談の一つにしかならないような話だ。

　だが、月の姫アリス・フィン・ノンマルス。

　イルミが出会った自じ称しよう黒幕は、この本から名前を借りたのだろうか。

　それとも──



　イルミは朝食をとりながら、キャロライナとサクヤへアリスの日記の話をした。

「モグモグ……でも、その日記のアリスと、ジラガミ山に出てきたアリスが、モグモグ、同一人物って証しよう拠こはないんでしょ、ゴックン」

　キャロライナは口にサンドイッチを詰め込みながら言う。

　一行はイルミの部屋に集合し、エドガー老人が運んでくれた朝食を食べていた。

　イルミは椅い子すに腰こし掛かけ、キャロライナとサクヤはベッドに座すわっていた。アシュトは床ゆかに直接お尻しりをつけている。テーブルはないので、各自の膝ひざが代用だ。

　一階に行けば食堂もあるのだが、庶しよ民みんであるイルミたちはこうして貧びん乏ぼうくさく食べる方が性に合っていた。

「確かに確証はないよ。むしろ悪魔の日記がフィーリアに残っていて、しかも書いた本人も生きているって方が変だよ。でも……」

　あのアリスならその程度の裏があっても不思議ではない。二千年くらいなら生きていそうだ、とすら思ってしまう。

「その日記と目される書物なら、この図書館にありますよ」

「──えっ？」

　突とつ然ぜんの声に驚おどろいて振り返ると、エドガー老人が立っていた。イルミの向かい側に座っているキャロライナとサクヤまで驚いている。

「……い、いつの間に」

「おや？　普通に入り口から入ってきましたが？」

「そうですか……いえ、それよりも！　アリス・フィン・ノンマルスの日記があるんですかっ？」

「ええ、ありますよ。ご主人様はティアマト教や月の悪魔に関する本を集めるのが趣味ですから。読みたいのですか？」

「それは、是ぜ非ひ！」

　イルミは身を乗り出して迫った。

　現状、図書館村での収しゆう穫かくは皆かい無むに等しい。

　だが、日記を書いたのが本当に月の悪魔なら。イルミが出会ったアリスが本当に月の悪魔なら──

　二千年前に何が起きたのか。これからアリスが何をしようとしているのかが分かるかも知れない。

「分かりました。ではご案内します」

　エドガー老人は頷うなずいた。

「あれ、イルミ。朝ご飯残しちゃうの？」

「キャロライナが食べていいよ」

「本当！　やったぁ」

　キャロライナはイルミのパンを掴つかみ取とり、大喜びで食べ始めた。

　イルミはその姿を見て笑いながら立ち上がり、部屋の外に出たエドガー老人を追いかけようとする。

　そのとき、サクヤが口を開いた。

「イルミ」

「うん？」

　サクヤはジッとイルミを見つめていた。

「気をつけて。よく分からないけど、嫌いやな予感」

　それは、いつもより強い語調だった。

「……ああ、分かった。ありがとう」

　イルミはできるだけ気軽に答えて廊下に出た。

　待っていたエドガー老人は、優やさしげな微笑ほほえみを浮かべていた。

「では、参りましょうか」

　しかし、この笑え顔がお。

　絶対にどこかで見た事がある。

　そして、イルミの中に、理由もなく湧わいてくる嫌けん悪お感かん。

　──そうだ。嫌な予感は、エドガー老人を一目見たときからあったのだ。

「失礼ですが、エドガーさんはいつからこの図書館を管理しているのですか？」

「さて。いつからだったでしょう？　もう忘れてしまうほど昔からですよ」

「エドガーさんの雇やとい主ぬしは、何をされている方なのですか？」

「……申しわけありませんが、それはご主人様のプライバシーにかかわる事です。お答えできません」

「そうですか。妙な事を聞いてすみません」

「いえいえ」

　エドガー老人の物もの腰ごしは柔らかい。疑いを持つイルミが神経質と言われてしまえばそれまでだ。

　しかし、それでもイルミの胸中には拭ぬぐいきれない違い和わ感かんが残った。

「こちらの部屋はご主人様の書しよ斎さいです。この中に日記はありますが……貴重な本なので、この部屋からは持ち出さないでください」

　三階へ上り、エドガー老人はその扉の鍵を開けた。

　部屋の中には、赤い絨じゆう毯たんが敷しかれ、艶つややかな木製の机と椅子があった。そして壁かべの一面を本ほん棚だなが占せん拠きよしている。

　エドガー老人は本棚から一冊の古びた本を取り出し、イルミに手て渡わたした。

　開いてみると、丸っこい文字が並んでいる。

「これが……」

「はい。くれぐれも書斎から持ち出さないでください」

「ええ、分かりました。ありがとうございます」

「では、私はこれで」

　エドガー老人は立ち去り、扉がカチャリと音を立てて閉まる。

　静まりかえった書斎で、イルミは椅子に腰掛け、日記を開いた。

　そして、浮遊魔術の特訓を並行させるのも忘れ、その内容に釘くぎ付づけになった。
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　キャロライナはイルミのベッドの上でごーろごろ転がり、アシュトと一緒に布団ふとんにくるまって遊んでいた。

　一方、サクヤは椅子の上に正座して、本を手に持ち微び動どうだにしない。

「ねぇサクヤ。何読んでるの？」

「狐きつねの絵本」

「狐？」

「そう。狐。昔、お母様がまだ優しかった頃ころ、私は狐を飼っていた事がある」

「ふぅん……」

「森の中で怪我をしていたから、私が拾ってきた」

　それで話は終わってしまった。

　もっとエピソードが膨ふくらむのかと思いキャロライナは続きを待っていたが、サクヤは黙もく々もくと絵本と睨にらみ合あっている。

「ちょっとぉ、途と中ちゆうで話を終わらせないでよ。気になるじゃない」

　そもそもキャロライナはサクヤの事をほとんど何も知らない。マリィという少女を助けたいというのは聞いたが、それ以外は謎である。

「話はもう終わり」

「終わってないわよ！　その狐はどうなったのか教えなさいよ」

「……暫くは私が世話をしていた。けど、途中で私と狐は離ればなれになってしまった。世話をしてくれる人がいなければ、多分……」

　サクヤは珍めずらしく、ハッキリと分かるくらい暗い表情を作った。

「だ、大だい丈じよう夫ぶよ。きっとその狐は、無事に森に帰ったわよ！」

「私は森で拾ったとは一言も言っていない」

「あれ、そうだっけ。狐は森ってイメージがあったから……じゃ、どこで拾ったの？」

「森」

「あってるじゃん！」

「そう。大当たり。でも賞品はない」

「……あっそ」

　どうにもサクヤと話をしていると調子が狂くるってしまう。

　だが、イルミが帰ってくるまで話し相手は彼女だけなのだ。何とかして会話を弾はずませなければ。

「他になんか面おも白しろい話ないの？」

「そう言われても、特に話す事は……ああ、そういえば、私が回復魔ま術じゆつを初めて使ったのは、その狐を拾ったとき」

「へぇ、それまではできなかったんだ？」

　サクヤはコクリと頷く。

「そう。私はお母様に攻こう撃げき魔ま術じゆつばかり教えられていた。でも、そっちの才能は全然なかった。けど、狐に回復魔術を使ってみたら一発で成功した。思えば、お母様が私に厳しくなったのはあのときから」

「厳しいってどんな風に？　お、お尻ペンペンとかされちゃうのっ？」

「初めはそういうところから始まった」

「私もお姉ちゃんのベッドにカエル入れたら凄すごい怒おこられて、お尻ペンペンされた事ある。あれって痛いよね！」

　キャロライナはその体験を思い出し、お尻に痛みが蘇よみがえってきたような錯覚に陥った。

「そう。痛かった」

「うんうん！　それで大声で泣いてると、逆に心配されてナデナデされたりするわよね！」

「……私のお母様は、泣くともっと怒る」

「そっかぁ……本当に厳しい人なんだぁ」

　キャロライナは呑のん気きに言った。

「そう。厳しい人。お母様は私に攻撃魔術を覚えて欲ほしかったのに、私は全く使えるようにならなかった。そのくせ回復魔術は教えられなくても一発で覚えてしまった。しかも、自分で治してやった狐を嬉々としてお母様に見せつけてしまった。私は褒ほめてもらえると思っていたけど、お母様からすれば、私は悪い子」

「えー？　それって変」

「変？」

「そうじゃん。だって人の才能はそれぞれなのに、攻撃魔術が苦手だから怒るなんて、絶対変よ」

　と、ここまで言ってから、キャロライナは人の親の悪口を言っている事に気が付いた。

　慌てて口を手で塞ふさぎ、サクヤが怒っていないか顔を覗き込む。しかし、サクヤはいつもどおり無表情だったので、ホッと息をつく。

「キャロライナ理論でいくと、私は攻撃魔術が使えなくても無問題？」

「り、理論……？　ま、まあ、いいんじゃないの？　私、魔術は詳くわしくないけど、サクヤの回復魔術は凄いじゃん！　他の人に真ま似ねできない事ができるんだから、それがサクヤのいいところなのよ」

「私の、いいところ……」

　サクヤはそう呟いて、押おし黙だまってしまった。

　きっと、自分の素す晴ばらしい言葉に感動して声も出ないのだろう、とキャロライナは満足だった。

「感動した」

　そして、本当にサクヤがそんな事を言うので、キャロライナは鼻息を荒あらくする。

「ふふん。まあ、ザッとこんなものよ」

「そう。キャロライナは凄い。だけど……マリィを助ける為には、アリスと戦う必要がある。攻撃魔術も覚えたい」

「あ、そっか……って事は、またイルミに教わるのね……」

「何か問題が？」

「べ、別に！」

　サクヤが小首をかしげて尋たずねてきたので、キャロライナは慌てて手を振って否定する。

　キャロライナは話を打ち切る為に、サクヤから目をそらし、アシュトを膝の上に乗せた。それから、アシュトの角を突ついたり、お腹なかをくすぐったりしてみる。すると、嫌がったアシュトはベッドから逃にげ出し、サクヤの胸元に抱きついてしまう。

　アシュトが顔を埋うずめると、サクヤの胸がムニュッと柔やわらかそうに動いた。

　そう、ムニュッとしたのだ。ムニュッとするという事は、柔らかくて大きいという証拠だった。

　キャロライナの全身に、言いようのない敗北感が走り抜けた。

「ねぇ……サクヤって何なん歳さい？」

「十七歳」

「私は十四歳よ。三歳も違ちがったら大きさに差が有っても当然よねっ？」

「何の大きさ？」

　サクヤは絵本から目を離し首をかしげる。

「胸よ！」

　するとサクヤは一呼吸間をおいて、「ああ」と納なつ得とくする呟きを漏もらす。

「私の十四歳のときと比べても、キャロライナの胸は圧あつ倒とう的てきに小さい」

　圧倒的と来た。

「ぐぬぬ……」

「更さらに言えば、マリィの方が遥はるかに大きい」

　マリィと言えば、ジラガミ山で出会った、あの小さくて可愛かわいい赤毛の女の子だ。

　どう見たって彼女は十歳程度。そのマリィより、胸が小さい？

「ちょ、ちょっと待って……嘘うそでしょ？」

「本当」

　淡たん々たんとした口調は、有う無むを言わさぬ説得力がある。

「な、何倍くらい？」

「ゼロにどんな大きな数を掛かけても一にはならない」

　凄まじい毒どく舌ぜつを浴びせられ、キャロライナは唖あ然ぜんとした。

　サクヤに悪気はないのだろうが、その一言は死し刑けい宣告にしか聞こえなかった。

「私はマリィと一晩共に過ごした。そこは狭せまい場所だったから、偶ぐう然ぜんマリィの胸に手が触ふれてしまった。膨らみかけでも、柔らかかった。可愛らしい。丁度、手の平に収まる。無論、狙って触さわったのではなく、不ふ慮りよの事故。狭かったから。しかし、あの感触は忘れない。マリィは可愛い。思わず抱きしめたくなる」

　それからサクヤは、マリィが如い何かに可か憐れんな女の子かを延々と語り始める。

　急に饒じよう舌ぜつになった彼女に、キャロライナは圧倒され一言も口を挟はさめなかった。

　だが、三十分ほど経たったとき、ふと窓の外に目をやると、驚きの光景が飛び込んできた。

「サクヤ、外を見て！」

「マリィのエプロンドレスは見事なほど似合っていて、もうマリィに着てもらう為にあるとしか思えない。可愛さ倍増。私は胸きゅん。いつかマリィとピクニックに行き、湖の畔ほとりでお弁当を食べ、マリィと走り回って遊びたい。そして疲つかれて眠ってしまったマリィに膝ひざ枕まくらをしてやり、その寝ね顔がおをいつまでも──」

「サクヤってば！」

「私の太ももにはマリィの重みと体温が伝わり、そっと風が吹き抜け、水面にはさざ波が──と夢中で語っていたら夜になってしまった。反省」

「なわけあるかぁ！」

　しかし、窓の外は事実、暗くら闇やみだった。

　ガラスが黒く塗ぬりつぶされた、というわけではない。

　村の風景はハッキリと見えている。

　空の色だけが漆しつ黒こくに染まっているのだ。そのくせ、ランプの光がなくても視界は良好。

　夜とは異なる、得体の知れない闇。

　キャロライナとサクヤは、窓を開けて首を出した。

　いやに静かだ。

　昨日は古本の露ろ店てんで賑にぎわっていたのに、動く者の気配がまるで感じられない。

　人が消えた？

　否いな、庭に一人いる。

　それはとても小さな人ひと影かげだった。

　赤い髪を耳の上で結ゆっている。服は緑色のエプロンドレス。俯うつむいているから顔は見えないが、あれは間ま違ちがいなく──

「マリィッ！」

　サクヤは叫さけぶと同時に、アシュトをキャロライナへ放ほうり投なげ、窓から飛び出した。

「ギ！」

「あ！」

　キャロライナがアシュトをキャッチしたときには、サクヤの姿は消えていた。

　いつものノンビリしている様子からは想像もつかない駿しゆん足そくの動き。

　あれはもうマリィ以外の何者も見えていないに違いない。

「もう……」

　仕方なく追いかけようとキャロライナも窓まど枠わくに足を乗せたが、突とつ然ぜん甘あまい匂においが鼻を突いた。

「あは」

　幾いく重えの布が擦こすれる音が聞こえる。耳みみ障ざわりな笑い声が鼓こ膜まくに触れる。

　振り返ると、そこに黒い服の女がいた。
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　サクヤはマリィの背中を追いかけながら、激しい焦しよう燥そう感かんに襲おそわれていた。

　やっと会えたのにどうしてマリィは逃げるのか、とひたすら自問する。

　されど、自答はできなかった。

　故に、サクヤは声を上げた。

「マリィ、待って！」

　それは普ふ段だん大声を出さないサクヤにとって、精せい一いつ杯ぱいの叫びだった。

　しかしマリィは応こたえてくれない。

　あの小さな体は、恐おそるべき身体能力を宿し、屋根から屋根へと飛び回り、図書館村を駆かけ巡めぐる。

　それを必死に追いかけるサクヤだが、ふと嘲ちよう笑しようするような視線を感じた。

　事実、サクヤは見下ろされていた。

　頭上に広がる漆黒の中に浮うかぶ満月は、見慣れた物の倍以上。その色は紅に染まり、まさしくアリスの瞳ひとみの色と同じだった。

　アリスがそばにいなくても、あの甘い香かおりが漂ってくる。まるで抱きしめられているかのよう。

　こんな状じよう況きようでも、村の人たちは騒さわがない。いや、そもそも人影がまるでない。

　彼らはどこへ行ってしまったのだろう。それとも、サクヤたちがどこかへ連れて来られたのだろうか。

　そんな事を考えていると、マリィが立ち止まった。

　サクヤは追いつき、その後ろに立つ。

　禍まが々まがしい赤い月の輝かがやきに照らされた屋根の上で、サクヤはマリィの小さな肩かたへ手を伸のばした。

　しかし、その手が触れる前に、マリィは振り返った。同時にデスサイズが舞まう。

　サクヤの前まえ髪がみが僅わずかに斬きられる。

「マ、リィ……？」

「来ないでサクヤお姉ちゃん……私は、今の私は、アリスお姉ちゃんの仲間だから……っ！」

　赤い月に照らされて、幼い少女の顔が闇に浮かび上がる。

　泣いているのだろう──サクヤはそう思っていた。

　否。それは泣いていて欲しいという願望。マリィはアリスに連れて行かれ、酷ひどい事をされ、逃げたくても逃げられない。マリィには自分が必要。

　あの子を助け出すのは私なのだと、サクヤはそう思いたかったのだ。

　しかし、マリィは泣いてなどいない。逆にその目には、明確な決意が宿っていた。

　──何故。どうしてアリスと共に暮らしていたのにそんな目ができるの。

　サクヤはもう何も言えなかった。

　代わりにマリィが口を開く。

「あのね、アリスお姉ちゃんはね……死んだ人の魂たましいを食べる事ができるんだって。それでね、アリラト島の皆みんなも、アリスお姉ちゃんのお腹の中にいるんだって。私は毎晩、アリスお姉ちゃんにアリラト島の夢を見せてもらってるんだ。夢の中では皆が生きていて、島も元通りで、毎日楽しくて──」

　そう語るマリィの声は穏おだやかだった。

　何も恐れていない。アリスと共にいることを恐きよう怖ふしていない。

　サクヤに助けを求めない。

　むしろ幸せそうですらあった。

「だけど……それは夢」

　故に、サクヤの短い返答は、嫉しつ妬との塊かたまり。

　何とかしてマリィの心を自分へ向けさせたい。

　あの娘こには自分が必要な筈はず。私が助けなきゃいけない筈──サクヤは自分にそう言い聞かせていた。

















「夢でもいいの！」

　だが、マリィの叫びは拒きよ絶ぜつの意思に満ちていた。

　しかもマリィは涙なみだを浮かべた。今日出会ってから、初めての涙。それがサクヤへ向けられた怒いかりによるものだと知って、脚が震ふるえる。息ができない。

「夢の中で皆が言ってたよ……やっぱり、島を襲ったのはジョスカンと、サクヤお姉ちゃんだったんだね……」

「……そ、う」

「私は、もう皆と会えないと思ってた。でも、アリスお姉ちゃんと一緒にいれば、夢の中でなら会えるの。アリスお姉ちゃんは優しいよ？　私の事、ナデナデしてくれるよ？　ねぇサクヤお姉ちゃん……サクヤお姉ちゃんも一緒に行こう？　そしたら、私は夢の中で島の皆と会えるし、起きてるときも幸せだよ」

　そう言って、マリィはサクヤへ笑ってくれた。

　嫌きらわれていない。許されている。

　その事にサクヤは心底安あん堵どした。

　だが──

「一つだけ教えて。あれから、アリスは貴女あなたに誰かを殺させた？」

　それに対する返答は間かん髪はつ容いれず。

「殺したよ。数えられないくらい。だって、そうしなきゃアリスお姉ちゃんと一緒にいられないんだもん！」

　殺人の告白に躊ちゆう躇ちよはなかった。そこでサクヤは理解する。

　マリィの心は既すでに壊こわれているのだ、と。

　ジラガミ山で会ったときは違った。誰も殺したくないと言っていたのに。

　島の人たちに会う為なら、何をしてもいいとでも言うのだろうか。

　──いいわけがない。

　自分の願いを叶かなえる為に、他者を犠ぎ牲せいにしても許されるという道理はない。

「マリィ。貴女をアリスの元へは帰さない」

　サクヤは呪符を握る。

　自分は口が下手だから。思いを上う手まく伝えられないから。

　──ごめんなさい。結局、力ちから尽ずく。

　マリィが他人を犠牲にするのは許せないのに、自分はマリィを力でねじ伏ふせようとしている。

　対するマリィもデスサイズを構え、切っ先をサクヤへ向けた。

「そっか……そうだよね。私は悪い子だよね。知ってるよ。でも、譲ゆずれない。私は皆に会いたい。夢でもいいから会いたい、会わせてくれるアリスお姉ちゃんが大好き……サクヤお姉ちゃんについていっても会えないでしょッ！」

　ならば、こちらも譲れない。

　たとえ、マリィの故郷が滅びた原因が自分でも、この子は連れて帰る。アリスの好きにはさせない、マリィの好きにもさせない、誰も殺させない。

　もし殺すならサクヤを殺せばいい。サクヤは永遠に再生し続ける。何度でも殺せる。ずっと殺し続ければいい。

　──だから絶対、私のそばから放さない。



　呪符を構えるサクヤと対たい峙じしながら、マリィは悲しみと同時に、それと相反する感情を覚えていた。

　嬉うれしい、と。

　あれから結局、サクヤはアリスと一緒にいる事を選んだ。

　だから悪い子になった。なのにサクヤはマリィを見捨てない。

　きっとサクヤは、マリィがどんなに酷い事をしても、いつものように表情を変えないで、黙ってナデナデしてくる。

　それを思うと、マリィは嬉しくて嬉しくてたまらない。

　──大好き。

　だが、サクヤのそばには行けない。

　やはりマリィはアリラト島の皆が一番大切なのだ。そして、皆はアリスのお腹の中にいる。マリィがあそこに行けるのは眠ねむっているときだけ。

　父も母も皆も、マリィが行く度に泣いて喜んでくれる。

　自分がアリスのそばを離れたら、役に立たなくなったアリラト島の魂は溶とかされてしまう。今は自分に夢を見させる為ためだけに個を保っている。

　見捨てられるわけがない。島の人たちを守る為、マリィはアリスのそばにいる──

　いいや、それは全すべて言いわけだった。ここまでされても、マリィはアリスを嫌いになった事など一度たりともないのだ。優しくしてくれる大人には無条件で甘えてしまう。そんな自分に反へ吐どが出る。それでも。

　──会いたい会いたい。毎日会いたい。

　アリスに会いたい。父親と母親に会いたい。友達に会いたい。皆に会いたい。

　だから、マリィはデスサイズを振ふる。

　呪符を握るサクヤの右みぎ腕うでを切り落とし、返す刃やいばで胴どう体たいを切断する。

　即そく座ざに腐ふ食しよくが始まるが、サクヤは左腕の呪符で傷口を爆ばく破は。血の龍りゆうが再生を開始した。

　斬る。再生。斬る。再生。

　その応おう酬しゆうはマリィが押している。責め続ければ、いずれサクヤは行動不能になるだろう。

　全身が腐くさり落ち、粉末になってもサクヤは復活できるのだろうか。試ためしてみないと誰にも分からない。

　だがマリィは試したくない。殺したくない。

「ごめんね、サクヤお姉ちゃん……」

　デスサイズを変形させ、鈍どん器きを形作る。

　それはサクヤの頭部を打うち砕くだき、木こっ端ぱ微み塵じんに粉ふん砕さいした。

　この程度でサクヤは死にはしない。そう分かっていても、好きな人を傷つけるのはこんなにも苦しいのか。

　本当は知らない人を殺すときも苦しまなければならないのに。初めのうちは確かに泣きながら殺していたのに。

「私、悪い子になっちゃったんだよ？　もう、助けるなんて言わなくていいんだよ？」

　首なしの体になったサクヤは崩くずれ落おち、ドクドクと流れる血が龍となって新しい頭を作り始める。

　マリィはその体を担かつぎ、アリスが待つ屋や敷しきへと運んでいった。
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　アリスは気絶させたキャロライナを解体台に寝ねかせる。

　場所は地下室。

　かつて屋敷に住んでいた者が使用していた趣しゆ味みの部屋。

　本好きで賑わうこの村も、外れた場所にあるこの屋敷を訪おとずれる者は少ない。

　故に、猟りよう奇き殺人が起こる余地がある。

　数多くの少女の断だん末まつ魔まが染しみこんだ石いし畳だたみ。冷たい空気。

　拷ごう問もん器具。

　解体器具。

　全面にこびり付いたどす黒い血の跡あと。

　床には白骨化した死体が転がる。その壊れ方は千せん差さ万ばん別べつ。よりどりみどり。

　この屋敷でかつて起きた事件は、小説のモデルになった事もあるのだ。

　そして部屋を一いち瞥べつしたアリスは、愉ゆ快かいげに笑う。

　キャロライナの髪を手に取り、香りを吸い込む。

「あは。どうやって可愛がってあげようかしら。変わり果てたキャロライナちゃんを見たイルミくんは、どんな顔を見せてくれるのかしらぁ？」

　想像し心を躍おどらせながら、アリスは天井を見上げる。

「そういえば、今いま頃ごろイルミくんは、私の日記を読んでいるのね。ちょっと恥はずかしい」

　それはフィーリアの言語に翻ほん訳やくし、イルミに読ませる為に抜ばつ粋すいしたアリス直筆の写本。されど嘘を書いた覚えはない。

　アリスから見た、二千年前の真実。

　懐なつかしい。あの御お方かたと出会った、二千年前──



　アリスは月に住んでいた。

　だが、誰も自分たちが住んでいる大地を月などと呼びはしない。ヒュイオスという立派な名があったのだ。

　そして、ヒュイオスの空にも月が浮かんでいた。

　ヒュイオスから見た月とは無論、フィーリアの事。

　二千年前、ヒュイオスはノンマルス王家によって統治され、アリスはその姫君だった。

　その頃のアリスは一言で言えば、暇ひまを持て余していた。

　好きな服を着て、好きな物を食べ、好きな所へ行き、好きな女の子を飼育していた。

　権力も魔ま力りよくも極大。

　並ぶ者は誰もいない。

　国王である父ですら、真っ向勝負ではアリスの足あし下もとにも及およばない。

　アクビが出るほど退たい屈くつな日々。

　月の悪魔フイーリアの魔術師が攻せめてきたのは、そんなときだった。

　大軍にして強大。

　ヒュイオスの魔術師より数多く、個々の力も平均値では上回っている。

　国土は蹂じゆう躙りんされた。対たい抗こうできるのはアリスだけ。

　そんな状況に対し「ああ、素す敵てき」とアリスは胸を躍らせた。

　国を守る英えい雄ゆう。戦場を舞う姫ひめ。まるで物語の主人公のよう。これなら自分の退屈を消せるかも知れない、と。

　しかし、戦いは数であるとアリスは知る。

　アリスが出しゆつ陣じんした戦場は必勝だが、それ以外は敗北。アリスが守った場所は鉄てつ壁ぺきだが、それ以外は陥かん落らく。

　ジワジワとヒュイオスは疲ひ弊へいし、遂ついに国王とその妃きさきは死んだ。

　流石さすがにアリスもむせび泣いた。

　まもなくヒュイオスは滅びるのだろう。だが、どうして、自分たちが滅びなければならないのだ。

「神様、どうかお守りください」

　何も知らない小こ娘むすめだったアリスは、他の人々がそうするように神に祈いのった。

　祈りつつも、心の奥おく底そこではあの感情が残っていた。

　退屈──

　何故なら、アリス個人はまだ敗北していない。

　最後の一人になるのは自分だろうと知っている。誰もアリスを倒せない。他の者が死に絶え、アリス一人に攻撃が集中しても死ぬ気がしない。

　敵も味方も尽ことごとく死に絶え、最後は孤こ独どくに餓が死しをする。

　つまらない。退屈。

「神様、どうか私に充じゆう実じつ感かんをください」

　アリスは一心不乱に昼夜も問わず祈りを捧ささげた。

　そんな中、ヒュイオスは全ぜん滅めつ目前となる。

　それどころか、死者の魂は星の中へと還かえっていく筈なのに、どういうわけか空へと昇っていくのだ。

　魂の行き先は、月。

　そして、アリスは宇宙空間に巨きよ大だいな五ご芒ぼう星せいが描えがかれているのを見つけた。

　何かは分からない。どうなっているのかも知らない。ただ一つ分かったのは、その五芒星が死者の魂を月へと送り届けているという事実。

　人知を越こえた魔術、圧倒的な力の差。何者が五芒星を創つくったのか。

　それを見たアリスは、歓かん喜きした。

　──面白い。あれは私にも創れない。理解も及ばない。

　ならば手に入れてやろう、と思った。

　故にアリスは宇宙へと飛ぶ。

　そこは、ヒュイオスと月の中間。重力が釣つり合った場所。

　五芒星は大陸がすっぽり収まるほどの大きさ。

　その頂点には、信じがたいほどの魔力を放つ物体が安置されている。

　仕組みは分からないが、それを破は壊かいしてしまえば、五芒星は消えるのではないか。

　そうすれば、死者の魂の流出は止められるかもしれない。

　だが、実行しようとするアリスを静止する声があった。

「ああ、困るな。お前にそれを壊せるとは思えんが、位置をずらされただけで五芒星は消失する。元に戻もどすのが面めん倒どうだ。母なる星を守る為に、単身宇宙まで昇った力は素す直なおに感服する。総人口でも魔ま術じゆつ師しの量でも劣おとる我が息子ヒユイオスの表面に、お前のような者が生まれるとはな。しかし──私に子は二人も要いらない。必要なのは強き一人。故、お前はここで故郷ヒユイオスと運命を共にするがいい」

　見上げれば、銀色の光があった。

　宇宙空間に座する、小さな幼子。

　長い銀ぎん髪ぱつと、細く白い体。紫むらさき色いろの瞳はアリスを愉快げに見下ろし、手にした錫しやく杖じようをこちらへ向けている。その先せん端たんには、明らかに殺傷を目的とした魔力が集まり、アリスを標的にしていた。

　まるで気負う様子もなく、戯たわむれにじゃれるような構え。

　だが、それとは裏腹に、込められた魔力は目も眩くらむほどの輝き。

　それが自分へ向けて放たれるのだと知って、アリスは恐怖におののいた。が、同時にまったく逆の感情も覚えてしまう。

　──ああ、なんと美しい。

　その声、その仕草、その姿。

　これぞ至高。美と力の極致。

　それと比べて自分の何と矮わい小しような事か。魔術を極きわめたと思っていたのは、ただの錯さつ覚かくであったと気付かされる。

　自分はあの御方を求めていたのだ。自分の人生が退屈に満ちていたのは、あの御方と出会っていなかったから。アリスはそう確信した。

　──支配されたい、跪ひざまずきたい。

　それと同時に、こうも思う。

　──越えてみたい、挑いどんでみたい。

「貴女の名は」

「ティアマト」

　それは祈りを捧げた神様の名前。その瞬しゆん間かん、アリスは願いが届いたのだと知る。

　そして錫杖から魔力が放たれた。

　星が爆ばく発はつしたかと思うほどの光。それに呑のみ込まれ、アリスは全身を焼き焦こがされた。

　しかし、生きていた。耐たえきった。

　そして、そのまま満まん身しん創そう痍いで頭を垂れた。

　そのとき、彼かの女じよが浮かべた表情は今でも忘れられない。

　驚おどろいていたのだ。

　神ともあろう御方が、一人の小娘に。おのが一いち撃げきを凌しのがれ、心を動かしたのだ。

「面白い──」

　そのたった一言が、アリスの全身に快感を走らせた。

　認められたのだ。

　あの御方の目は、今、自分だけを見ている。そう思っただけで、アリスの体は熱くなってしまう。

「私を、従属させて……神テイアマト様」

　あの御方に仕える事ができるのなら、故郷など何い時つでも幾いくつでも捨ててみせる。

「よかろう。今からお前は私のものだ。せいぜい愉たのしませるがいい」

　無論、全ぜん身しん全ぜん霊れいにて。

　貴女を愉しませる為、貴女をもっと驚かせる為。

　いつか必ず私は──
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「何なんだ、この日記は……っ！」

　イルミは叫んだ。

　暴れたいくらいだった。

　日記の内容が、まるで荒こう唐とう無む稽けいなのだ。

　アリス・フィン・ノンマルスは本物のティアマトに出会っている。それどころか忠誠を誓ちかっている。

　ノンマルスは悪あく魔まの筈だ。神と敵対している筈だ。

　確かに、日記の内容はフィーリアの神話とも一部合がつ致ちしている。

　二千年前、言い伝えでは、フィーリアの魔術師はティアマトの導きにより月へ旅立ち、そこに住まう悪魔を討とう伐ばつした。

　ティアマトは空へ大五芒星を創り、悪魔を弱体化させフィーリアの魔術師を強化した。

　その結果、フィーリアは勝利し、悪魔は全滅した。

　そんな中、最後まで抵てい抗こうを続けた悪魔の名をノンマルス。

　これが神話だ。

　そのアリス・フィン・ノンマルスがティアマトへ忠誠を誓っている。

　わけが分からない。こんなものは出で鱈たら目めだ──

　そう否定しつつも、イルミの全身に嫌いやな汗あせが流れる。

　しかし、もし万が一、この日記が本当の事だとしたら──月に住んでいたのは悪魔などではなく、普ふ通つうの、イルミたちと同じような人間だった、という事になる。

　こちらの神話では二千年前、悪魔を討伐する為に月へ攻め込んだ。

　アリスの日記では二千年前、一方的に攻め込まれ攻こう撃げきされている。

　書かれている出来事は同じなのに、視点が違うと何もかもが違ってしまう。

　イルミの鼓こ動どうは速くなる。

　もともと、神話を本気で信じていたわけではない。この日記にも信しん憑ぴよう性せいはない。

　それでも、冗じよう談だんにしては手が込みすぎている。

　そもそも、何な故ぜこの日記がここにあるのか、とイルミは考える。

　アリス・フィン・ノンマルスは、イルミがここに来る事を知っていたのだろうか。先回りして置いていったのだろうか。第一、イルミに読ませてどうしようというのだろう。

　思考がグルグルと渦うず巻まく中、ふと窓の外に視線を移し、絶句した。

　空が黒い。ついさっきまで朝食を食べていた筈なのに。

　読書に集中しすぎて、時間の感覚が狂ったのだろうか。

　だが、ランプもつけていないのに、日記を読むのにまるで支障がなかった。今だって部屋の中がハッキリ見えているし、外の風景も見える。

　ただ空だけが暗い。

　そして、満月が浮かんでいた。通常の倍以上の大きさ。色は深しん紅く。

　それはアリスの瞳の色と全く同じ。

　瞬間、イルミの頭に真っ先に浮かんだのは、キャロライナとサクヤ、そしてアシュトの事だった。

　今、何が起きているのかは分からないが、明らかにただ事ではない。皆で一カ所にまとまっているべきだろう。

　彼女たちの元へ行く為、イルミはドアノブに手をかけた。が、回らない。扉とびらが開かない。

　焦あせり、ガチャガチャと何度も音を立てるがビクともしない。

　そのとき、部屋の中に少女の声が響ひびいた。

「あは。イルミくんったら、女の子の日記を勝手に読むなんて、えっちぃ」

　聞き間違える筈もない。

　フルートのように繊せん細さいな音色でありながら、人を馬ば鹿かにしたような口調。

「どこにいる、アリス・フィン・ノンマルス！」

「あら嫌だ。私の事は黒幕ちゃんって呼んでって言ったじゃない」

「……そう呼べば、ここから出してくれるのか？」

「そうねぇ。私と少しお話ししましょ。そしたら出してあげる」

　姿はなくても、アリスの声は鮮せん明めいに聞こえる。視線も感じる。あの満月がアリスの瞳だと錯覚してしまう。いたるところに彼女の気配を感じる。それどころか、実際にあの甘い香りが漂ただよっていた。

　アリスはいる、確実に。そしてイルミを嘲あざ笑わらっているのだ。

「あの日記どうだった？　面白かったでしょ？」

「……君が書いたんだな？」

「そうよ。私はアリス・フィン・ノンマルス。かつて月のお姫ひめ様さまだった女の子。今はあの御方の忠実なる下げ僕ぼく」

　あの御方とは、おそらくティアマトの事だろう。

　それはフィーリアを創った神の名。

　だが、イルミはアリスの話に激しい不信感を持っている。

「そんな話、信じると思うのか。ノンマルスは二千年も前に死んだんだ。それがティアマトに忠誠を誓い、今もまだ生きているだと……？　そのノンマルスがどうして僕ぼくたちの前に現れる。どうしてローラさんを殺した！」

「あは。ローラを殺したなんて濡ぬれ衣ぎぬよぉ。私はただチャンスをあげただけ。あの子は真実、山を降りたがっていた。だけど、その手段は見つからない。だから私は手を差さし伸べたのよ。その手を取るも払はらうもローラ次し第だい。私を責めるのはお門かど違ちがいだと思うんだけど」

　濡れ衣なものか、とイルミは歯がみした。

　追おい詰つめられた人間は、手を差し伸べられたら、それが悪魔のものであっても取るしかない。それを分かっていてアリスはローラに近づいたのだ。

　チャンスを与あたえただけ、などというのは詐さ欺ぎ師しの常じよう套とう句く。アリスはその詐欺師の中でも特に下げ劣れつな部類だ。まさしくゲスという言葉が相応ふさわしい。会話をしているだけで反吐が出る。そういった意味でも、確かにアリスは悪魔だろう。神話で語られているより万倍タチが悪い。

「お前の目的は何だっ!?」

「愚ぐ問もんね、イルミくん。私は新生ティアマト教の枢すう機き卿きよう。私の行動の全てはあの御方へ捧げられているわ。今こうしてイルミくんと話しているのも、最終的にはあの御方の為」

「じゃあ、ローラさんを殺したのも、ティアマトの意思だって言うのか。神ともあろう者が、たった一人の……ただ家族に会いたかっただけのローラさんを殺して何の得がある！」

「男の子は短たん絡らく思考ねぇ。私はあの御方を愛している。だから私の行動はあの御方の為。それは絶対よ。だけど、それがあの御方の意思という事にはならない。乙おと女めの恋こい心ごころは複ふく雑ざつ怪かい奇きなのよ。ええ、そうよ。ただの指示待ち人間なら、私は二千年前に殺されていたわ」

　アリスは懐かしそうに、うっとりとした口調で語る。

　それにイルミは怒りを覚える。

　──ああ、お前にとっては素敵な思い出なのだろう。

　だが、アリスはローラを殺し、マリィに殺人を強要した。それをどんな理由で正当化できるというのか。

「君は……恋をしたという理由で、故郷の星を捨てたのか。君が守っていたんじゃなかったのか？」

「それも愚問ね。いい？　女の子が恋をしたのよ？　だったら全力で叶えるわ。その為なら星の一つや二つ。それどころか宇宙を犠牲にしたって惜おしくはない。私は絶対に添そい遂とげる。あの御方は私のものよ」

　アリスの口調はいつもと変わらない。ヘラヘラと笑いながら不ふ真面目まじめそのもの。屁へ理り屈くつにもならないような、自分の都合だけを並べている。

　しかし、イルミは言い返せなかった。

　彼女が語っているのは、信じがたいほど自己中心的な戯ざれ言ごと。情じよう状じよう酌しやく量りようの余地もない。

　絶対にアリスは悪であると確信しているというのに──

　それなのに、イルミは少女の迷いなき声に気け圧おされた。

「あは。ごめんなさい、イルミくんにはまだ難しかった？」

　アリスは優やさしげな声で笑う。まるで年上の女性が子供をあやしているようだ。

「でもね。きっとすぐに分かるわよ。大好きな人の為なら、他の全てを犠牲にしてもいい。イルミくんにも分かるわ。だって、私、キャロライナちゃんを拉ら致ち監かん禁きんしちゃったんだもん」

「は──？」

　言われた意味を理解するのに数秒を要した。

　キャロライナを、拉致監禁した。その意味を苦心して呑み込む。

「間ま抜ぬけな顔をしてどうしたのぉ？　驚く事はないわ。だってイルミくん、一時間も読書に夢中になってたのよ。誘ゆう拐かいする時間はたっぷりあったわ。あは、ちょっと待って。マリィがサクヤちゃんも連れてきたわ。なぁに？　頭を再生したばかり？　できたてほやほや？　やだぁ超可愛いぃ！　イルミくーん、聞こえるぅ？　今キャロライナちゃんの声、聞かせてあげるからぁ」

　次の瞬間、ザシュ──ッ、ザシュ──ッ、と何かを切きり裂さく音が聞こえてきた。

　それに合わせて、押し殺した女の子の声が聞こえる。

「あ、がっ……あ、や……めて……ぅぐっ…………た、すけ……て」

　それはキャロライナの声。

　ならば、一体これは何を切り裂く音だろうか。

　キャロライナはどうして苦しんでいるのだろうか。

　それを考えると、イルミは血の気が失うせていくのを感じた。

「あは。必死に我が慢まんして可愛い。でも、それじゃイルミくんに聞こえないわよ。ほら」

「あぐっ！　う、うあ、あああっ！　やめて、助けて！　やだ、あ、うぁぁあっイルミ、イルミィィィイッ！」

　耳を塞ふさぎたくなる叫び。

　そして切り裂く音。

　こんな声を本当にキャロライナが出しているのか。あの小さくて明るくて元気な少女から、どうすればこんな悲鳴を引き出せるのだ。

「キャロライナちゃんったら、とっても素敵な声で泣くのね。私ゾクゾクしちゃった。次はサクヤちゃんの番よ。二人ともたっぷり可愛がってあげるんだから」

　最も早はや、イルミはアリスの話など聞いていない。

　一刻も早く二人の元へ駆けつける事しか考えていなかった。

　扉へ体当たりするが、開かない。ならば魔ま術じゆつと五芒星を展開し、火球を放つ。扉と衝しよう突とつし爆破が巻き起こる。

　しかし、扉にも壁かべにも焦げ目すらつかない。

　屋敷そのものがアリスの魔術によって変質しているのかもしれない。

　窓から外へ脱だつ出しゆつできないだろうか。しかし、そもそも二人はどこにいるのかも分からない。

　わざわざ扉を封ふうじたという事は、扉が二人へ通じる道なのだろう。

　それならば、押し通るまでだ。

　イルミは左腕を銀色に変へん貌ぼうさせる。皮ひ膚ふが外骨格のように硬こう質しつ化かし、ドラゴンの前まえ脚あしのようになる。最強の竜りゆう、ドラゴンズ・ハイロードの細さい胞ぼうを埋うめ込まれているからできる芸当。

　その左腕を扉へ叩たたき込む。

　アリスが施ほどこした魔術を分解し、ただの木の板へと戻す。

　無事に破壊は成功し、扉は粉々に砕け散った。

　そのままイルミは二階へ戻ろうとした、が──

「一階っ？」

　三階から階段をおりると、いきなり一階に出てしまった。反転して上ると、今度は壁にぶつかる。上階への道が消しよう滅めつしたのだ。

　仕方なく窓を破り外へ出ると、次の瞬間まるで違う部屋の中にいた。

　これはもはや空間ごと歪ゆがんでいるとしか思えない。

　三階からおりれば二階なのだという基本的な概がい念ねんすら崩ほう壊かいしている。窓からは外の景色が見えているのに、くぐった瞬間、まるで別の場所に出てしまう。

　今、目の前にある光景が、足を踏ふみ出した途と端たんに変わってしまう。自分の目さえも信じられない。下手に動くと途と方ほうもない場所へ連れて行かれそうだ。

「くそっ、キャロライナ！　サクヤ！　アシュト！」

　皆の名前を叫んだ。

　この狂くるった空間で、どうやって捜さがせばいいのか見当もつかない。

　何か手がかりはないのか。

「ギィギィ！」

　すると、足下から鳴き声が聞こえてきた。

「アシュトッ？」

「ギギィ！」

　緑の子竜は、イルミがかがみ込むと胸むな元もとに飛びついてきた。その瞳には涙が浮かび、体は震えていた。

「どうしたんだっ？　キャロライナたちと一いつ緒しよにいたんじゃないのか？」

　アシュトを抱だき上あげながらイルミは問いただす。

　ところが、返ってきた声は予想外のものだった。

「イルミさん。そんなに慌あわててどうしました？」

　廊ろう下かの奥おくから、エドガー老人が現れたのだ。

　その姿を見て、イルミは拳こぶしを握にぎりしめた。

　アシュトを降ろし、安心させるように微笑ほほえむ。

「アシュト、向こうに隠かくれていて。キャロライナとサクヤはすぐに見つけてあげるから」

　子竜は頷うなずき、テコテコと走っていく。

　アリスの日記がこの屋敷にあった。あの老人は日記の元までイルミを案内した。それだけでも怪あやしいのに、この異常な空間の中で少しも慌てた様子がない。

「……二人はどこだ」

「おや。何の事か分か──」

　エドガー老人が言い終わらないうちに、イルミはその胸ぐらを掴つかみ上げた。

「キャロライナとサクヤはどこだッ！」

　老人は答える代わりに、嘲笑を浮かべた。そしてイルミの視界を塞ぐようにして手をかざした。そこから黄色い五芒星が広がる。

「ちっ！」

　イルミは咄とつ嗟さに手を離し、真後ろへと飛んだ。

　同時に眩まばゆい稲いな妻ずまが五芒星から放たれる。空中放電だ。

　防ぼう御ぎよ結界で絶ぜつ縁えんするが、閃せん光こうは防げない。強きよう烈れつな光によってイルミの目の前が真っ白になる。

「以外と激情家なのですね、イルミさん。あの少女たちがそんなに大切ですか？」

　何も見えない状況で、ただ声だけが聞こえた。

　やはり、どこかで聞いた事がある。

　あれは確か、ヒロマーエ侯こう爵しやくの宮きゆう殿でんで、フレイム・ドラゴンの前で……。

「そうか、お前は……っ」

「そうです。私です！」

　視力が回復したとき、目の前に立っていたのはエドガー老人ではなかった。

　メガネをかけた若い男。かつて竜医としてイルミの前に現れた、クリスフォード・アスロックだった。

　クリスフォードはしたり顔で笑い、腹が立つ口調で語りかけてくる。

「驚きましたか、イルミさ──」

　またしてもイルミは彼かれの言葉を聞かず、顔面へ左拳を叩き込んだ。

　鼻を潰つぶし、血を流しながら、クリスフォードは派手に吹ふっ飛とび、床ゆかに転がる。

　相手が老人ではないのなら、手加減する理由がない。

　キャロライナとサクヤの居場所を吐はくまで殴なぐり続けるとイルミは決めた。

「さあ言え！　キャロライナとサクヤはどこだッ！」

「……残念ながらイルミさん。貴方あなたは決して二人の元へは辿たどり着つけませんよ。この屋敷はアリス卿きようの魔術によって空間が歪わい曲きよくしています。何より、私はアリス卿から貴方を足止めするよう仰おおせつかっているのです。居場所は吐きませんし、ここは通しません」

　クリスフォードは立ち上がりながら宣言する。

　その声には重みがあった。決して引けぬという強い意志。

　死力を尽つくして時間を稼かせぐつもりだろう。

　それでも──

「吐いてもらうぞ！」

　イルミは咆ほう哮こうを上げ、クリスフォードへ飛びかかる。

「お断り申し上げます」

　クリスフォードは前面に、小さな青い五芒星が幾つも展開させた。そこから出現した氷の槍やりが、一いつ斉せいにイルミへと射しや出しゆつされる。その数は十を越えていた。

「その程度でっ！」

　イルミは右腕に魔力を集中させ、赤の五芒星を広げ、炎ほのおのカーテンを形成する。

　氷の槍は瞬しゆん時じに溶け蒸発する。が、高速で飛来する故に、溶かしきれない氷もあった。それは小さな粒つぶだったが、当たれば皮膚を突つき破やぶるのは必至。

　だが、イルミには左腕がある。硬質化された銀色の左腕は、弾だん丸がんの如く迫せまる氷を弾はじき飛ばした。

　イルミはそのままクリスフォードへ走り、体当たりで押おし倒たおす。

「が、はっ！」

　痛みに喘あえいだその顔を、馬乗りになって両の拳で滅めつ多た打うちにする。

　右みぎ頬ほおも左頬も顎あごも額も鼻も目も、ただひたすらに一心不乱に殴り続けた。

　血と折れた歯が飛び散る。メガネが変形し、レンズが割れる。

　自分の拳が痛くなり、疲つかれ果はて腕うでが上がらなくなってようやくイルミは止まる。

　そして再び問う。

「言え……キャロライナとサクヤは、どこだ！」

　しかし。

「言えるわけがないでしょう」

　返答と共に、クリスフォードの手がイルミの顔面を鷲わしづかみにする。

　これだけ殴っても、イルミが手を休めた瞬間、クリスフォードは即座に反はん撃げきをしてきた。

「私にも、男の意地というものがありますからね。毎度毎度やられ役では、アリス卿に合わせる顔がありません」

　クリスフォードは凄すさまじい力でイルミを投げ飛ばす。

　イルミの体は壁を突き破り、本ほん棚だなを倒しながら床を転がった。

　クリスフォードもまた執しゆう念ねんを持っている。何なに故ゆえにアリスへ忠誠を誓っているのかは知らないが、それは紛まぎれもなく本物なのだろう。

　それでもイルミが引く要素は一つもない。二人の居場所を言うつもりがないのなら、完かん膚ぷ無なきまでに叩きのめすまでだ。

　イルミは起き上がりクリスフォードを見た。すると彼は注射器を手に持ち、自らの首筋に突き刺さしていた。

「ああ、イルミさん。貴方は酷ひどい人だ。あのメガネはアリス卿に選んで頂いた物だったのに……壊れてしまったではないですか。どう償つぐなってもらいましょう」

　注射器に入っている紫色の液体が、クリスフォードの中へ注入されていく。

　それに合わせて、クリスフォードから放たれる威い圧あつ感かんが膨ふくれ上がっていった。

「これはエリキシルの花から作った薬でしてね。ジラガミ山でローラ・エアリーに使用した物の改良版ですよ。副作用を抑おさえた分、効果も薄うすまったようですが、まぁ貴方相手には丁度いい」

　言い終わると同時に、クリスフォードの体から、魔力が波動となって放出された。

「くっ」

　イルミは腕で顔をガードする。全身の皮膚がジリジリと焼かれるような感覚。

　だが、ローラの魔力に比べれば大した事はない。あのときは、垂れ流している余よ剰じよう魔ま力りよくだけで陽炎かげろうが見えていた。

「さあ、では戦いを再開しましょう。頑がん張ばってくださいよ、イルミさん。私が受けた命はあくまで足止め。殺してしまってはアリス卿に怒おこられてしまいますから」

　クリスフォードは、足の裏に魔力を集中させ、爆発させる。

　一気に加速し、イルミへ迫った。

　ギリギリで回かい避ひ、したつもりが僅かに擦こすった。

　たったそれだけで、バチンッ、という音と共に全身の筋肉が痙けい攣れんした。イルミはたまらず膝ひざを突く。

「ああ、痛いでしょう、イルミさん。今の私には、超ちよう高こう圧あつ電流が流れているのですよ。ほら、こうして触ふれられるだけで、息もできないほど痛いでしょう。はは、暫しばらくこうしていましょうか」

「ぐ、ぐぁぁぁあっ！」

　イルミの肩かたに、クリスフォードの肩が添えられる。

　まさに神経に直接電流を流される痛み。

　脳から各筋肉へと信号が上手く伝わらない。人体としての機能が麻ま痺ひしている。

　反撃などできる筈もない。

「こうしていれば時間稼ぎは完かん了りようですか。何ともあっけない。もっと粘ねばるかと思っていましたが」

　クリスフォードは勝かち誇ほこり、嗤わらい、見下している。

　その態度にイルミのはらわたが煮にえくりかえった。

　一刻も早くキャロライナとサクヤの元へ行かねばならないというのに、こんな男如ごときに邪じや魔まされている状じよう況きようが我慢ならなかった。

「……黙だまれ、雑ざ魚こ。自前の魔力では何もできないくせに、もらった薬でラリって粋いきがるな、ヘタレ野や郎ろうッ！」

「な、にっ？」

　動かない筈のイルミの腕が、クリスフォードの手を弾いた。

　その勢いのまま、起き上がりざまに頭ず突つきをクリスフォードの腹へぶち込む。

　電流は防御結界で遮しや断だん。麻痺した筋肉は使用しない。

「馬鹿な……なぜ動ける！」

「説明してやる義理はない。三流らしく狼ろう狽ばいしたまま負けて泣け！」

　イルミの左腕が、クリスフォードの顔面に直ちよく撃げきした。

　一気に魔力を吸い上げる。

　所しよ詮せん、薬で増ぞう幅ふくしようが、元が雑魚ならたかが知れている。

　そのまま三流の敵は、壁を貫つらぬき庭へと落ちていった。

　もうクリスフォードの魔力はどこからも感じ取れない。イルミは勝ったのだろう。

　だが、クリスフォードへの勝利より、彼が壁から落ちていったという事象が気になった。

「……外に出た？」

　先さき程ほど、イルミが窓から出ようとしても出られなかったのに。壁を壊せば出られるのだろうか。

　──否いな。おそらくは、イルミの左ひだり腕うでにそなわる魔力分解能力が、歪んだ空間を破壊したのだ。ならば、左腕を使えばこの屋敷の中を自由に移動できる筈。

　そもそも、よく考えてみれば、魔術ではどうしようもなかった扉を、左腕で破壊できたではないか。その段階で気付くべきだったのだ。

「ギギギ！」

　戦いが終わったのを察したアシュトが、陰かげの方から走り寄ってきた。

「ああ、ごめん。少し手こずった。早くキャロライナとサクヤを捜さないと」

　子竜を肩に乗せながら、イルミはすでにクリスフォードを意識から消していた。

　脳のう裏りにあるのは、キャロライナとサクヤを一刻も早く助け出すという事のみ。

　階段を上る為に一歩踏み出す。

　イルミの筋肉は、電流を流された事により今も麻痺している。それでもこうして動けるのは、浮ふ遊ゆう魔ま術じゆつを使っているからだ。

　浮遊魔術で体を浮かばせるイメージは様々だが、今は紐ひもでつり上げている様子を想像している。

　つまり、イルミは自分の体を操あやつり人にん形ぎようのようにして、魔力の紐で動かしているのだ。

　それには、神経を磨すり減らすような集中力を、常に維い持じし続けなければならない。

　胃液を吐きそうなほどキツイ。

　だが、立ち止まるわけにはいかなかった。

「ギィ！　ギギギィ！」

　アシュトが大きな声で騒さわぎ始める。イルミの肩から飛び降り、階段から離れて行った。

　そして尻尾しつぽで床を叩き、必死に足下を指差している。

「……下？　まさか地下かっ？」

「ギギ！」

　イルミの言葉を肯こう定ていするように、アシュトは何度も頷く。

「──分かった。アシュト、僕の背中にしがみつくんだ。行くよっ！」

　左腕に力を込める。

　アシュトが叩いていた場所へ向かって、真まっ直すぐ振り下ろす。

　アリスの空間歪わい曲きよく魔ま術じゆつと床ゆか板いたを同時に撃うち抜ぬき、一気に地下室へと雪な崩だれ込んだ。
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　木と石の破は片へんを降ふらせながら、イルミは地下室へと降り立つ。

　そこは、ひんやりとした空気に満ちた牢ろう獄ごくだった。

　甘あまい香かおりが一段と強くなる。

　壁のロウソクが怪しく淡あわく輝かがやいていた。

　人には言えぬ秘ひめ事ごとを執とり行おこなう場所──すなわち拷問部屋なのだと、一目で分かった。

　そして、そこにキャロライナとサクヤがいた。

　二人とも手て枷かせをはめられ、天井から伸のびた鎖くさりに吊つるされ、つま先だけで立っている。

　彼女たちの衣服はズタズタに引き裂かれ、周囲に散乱していた。

　ならば肉体も同様に、見るも無む惨ざんな姿──ではなかった。

　どういうわけか、二人ともフリフリでヒラヒラなドレスを着込んでいる。その隣となりにはアリスが満面の笑えみで立っていた。

　そこに漂う雰ふん囲い気きは、むしろ楽しげ。

「ど、どういう事だ……」

「ギギギィ……」

　キャロライナとサクヤは、イルミに気付き、逃にげるように身をよじった。

　しかし、天井から吊されているので動けない。鎖が擦れるジャラリという音が響いただけだった。

「あは。イルミくん早かったのね。アシュトちゃんは立派に道案内できて偉えらい偉い。でも、もうちょっとクリスフォードと遊んでいても良かったのよ。まだ三着ずつしか着せてないんだから」

　アリスの両手にはハンガーが握られ、そこにもレースで彩いろどられた可愛かわいい服がかけられていた。

　周りを見れば、似たような服が幾つも脱ぬぎ捨すてられている。

「あら、イルミくん。ポカンとしてどうしたの？」

「いや……」

「私、二人の事、可愛がってあげるって言ったじゃない。嘘うそはついてないわよ。ね、キャロライナちゃん？」

「ち、近寄るな変態！」

「いやーん、キャロライナちゃんったら恥ずかしがって可愛い！」

　アリスはキャロライナを抱きしめ、ぐりぐりと頬ずりを始めた。柔やわらかそうなほっぺが二つぶつかり、プニッと変形した。

「うわぁぁイルミィィイ！　助けて！　こいつ変態なの！　変なところ触さわってくるのよぉぉ！」

　キャロライナはジタバタともがく。幾つもの布が重なり合ったロングスカートが、バサバサと音を立てて揺ゆれた。いつもミニスカートを穿はいているので、その重々しい服が新しん鮮せんだった。

「あは、変なところってどこ？　ここかしらぁ？」

「あぅっ、だから触るなって……ひぐっ！」

　アリスの手がキャロライナの胸元へ伸び、服の上から撫なで上げた。大して力を入れているようには見えないが、キャロライナは顔を真っ赤にして喘ぐ。

　その横で押し黙っているサクヤは、着慣れない服に戸と惑まどっているのか、妙みようにソワソワしていた。そのスカートは内側から大きく膨らんでいる為、布の量が多いにもかかわらず太ももが付け根から見えていた。その下からはフリルとドロワーズが見え隠れしている。

　サクヤは脚あしをモジモジと動かし、太ももと太ももを擦り合わせる。何とか脚を隠そうとしているらしい。

「キャロライナちゃんのいけずぅ。じゃあ今度はサクヤちゃんと遊びましょうか」

「い、いや……来ないで」

　アリスは嫌がるサクヤの後ろに回り込み、首筋にフッと息を吹きかけた。それから耳たぶに甘く噛かみつき、ぺろぺろと舐なめ始める。

「あ……っ」

　サクヤは下を向き体を強こわばらせる。ピンと伸びた鎖が擦れ合い音を出す。

「何を、しているんだ、君たちは…………」

「見て分からないのぉ？　ちょっと気持ちいい事してあげてるのよ」

　アリスは、さも当然のように言う。

「……三階にいたときに聞こえた、あの切り裂く音はもしかして」

「キャロライナちゃんの服をチョキチョキ切る音よ」

「そのあとに聞こえてきた悲鳴は」

「あは。キャロライナちゃんってば敏びん感かんすぎて、ちょっとサワサワしただけで凄すごい声出しちゃって」

　つまり、アリスは本当に二人を可愛がっていただけだった。

　何一つ危害を加えていない。

「わ、私は別に声なんか出してないもん！」

「そんな必死に隠さなくてもいいのよ？　女の子なんですもの。気持ちよかったのよね？」

「ち、違ちがうってば！　イルミ、違うのぉ……こいつに変な薬飲まされたら、くすぐったくなっただけなんだから。変な意味じゃないんだから！」

　イルミとアシュトは、気が抜けてその場にへたり込んだ。

　電でん撃げきで麻痺した筋肉は既すでに動かせるようになっていたが、それに力を込めるのすら面倒だった。

　キャロライナとサクヤの身が危ないと思ったからこそ、必死にここまで駆かけ抜けてきたのに。

　二人とも羞しゆう恥ち心しんで大変な事になっているらしいが、それは我慢すればいいだけの話だ。

　まあ、何はともあれ、無事で良かった。

「……で。君は何の目的で僕にあの日記を読ませたんだ。黒幕ちゃん」

「あは。黒幕ちゃんって呼んでくれるんだ。やっぱりイルミくんは優しいのね。そんなイルミくんだから、私の恥ずかしい秘密を知ってもらいたかったのよ」

　アリスは頬に手を当て、照れくさそうに笑った。

　それを見たキャロライナが急に体と鎖を激しく揺らし、プンスカ怒おこり出す。

「こらぁイルミ！　そ、そいつとどういう関係よ！　恥ずかしい秘密って……少し目を離すとこれなんだから！」

「いや、落ち着いてよ。今、真面目まじめな話をしてるんだから」

「そう。二人の将来について」

　アリスは目を閉じて、うっとりした様子で言った。

「なっ！」

　キャロライナは驚き、目を見開く。

　そんな反応を一々するからアリスにつけ込まれるのだ。

　少しはサクヤを見習って大人しくしたらいいのに──と思ったが、サクヤは何故か親の仇かたきを見るような目でイルミを睨にらんでいた。

「サ、サクヤ？」

「説明を求める」

　それは完全に詰きつ問もんする口調だった。

　キャロライナとサクヤの瞳ひとみに、轟ごう々ごうと燃え上がる炎が見える。

　アシュトが怖こわがってイルミの背中から出てこない。

　イルミはどうして自分が非難されているのか皆かい目もく分からなかった。

　その様子を見て、アリスは「あは」と笑う。

「……と、取とり敢あえず、二人を解放してくれ」

「仕方ないわねぇ。頑張ってここまで辿り着いたイルミくんに免めんじて、特別よ」

　アリスがパチンと指を鳴らすと、キャロライナとサクヤを繋つないでいた手枷が外れた。

　自由になった二人は、イルミへと駆け寄よってくる。そして後ろへ回り込み、アリスから身を隠す。

　アシュトはキャロライナの背中にしがみついてご満まん悦えつの様子だが、二人の少女は必死だった。

「イルミ！　あいつをやっちゃってっ！」

「そう。奴やつはセクハラ変態女。とても怪しい趣しゆ味みを持っている。即そつ刻こく叩たたきのめすべき」

　イルミの左右から顔を出し、ぶっそうな事を訴うつたえ始める。

「……まあ、気持ちは分かるけど。その前に、彼女と話す事がある」

「何よ！　やっぱり将来について話し合うのっ？」

「私のお腹なかの中にはイルミの子供がいるというのに」

「えぇっ？　イルミ、どういう事！」

「いやいやいや！　サクヤ、急に何を言い出すんだよ！」

「ちょっと言ってみただけ」

　サクヤは悪びれず、いつもの調子で呟つぶやく。

　真顔で冗談を言うのは本当にやめて欲ほしい。

　イルミはこめかみを押さえながら、じろりとサクヤを睨んだ。

　すると、サクヤはスカートの裾すそを引っ張り、太ももを隠そうとする。

「見ないで、えっち」

「こら、イルミ！　アンタこんなときまで変態行こう為いしてんじゃないわよ！」

　何をしても文句を言われるので、イルミは暫く黙っている事にした。

　すると少女二人の会話が始まる。

「それにしても……すーすーする。こんな短いスカート、正気の沙さ汰たじゃない。いつもミニスカートのキャロライナはどうして平気？」

「え？　急に変なこと言わないでよ！」

「でも、こんなに脚を見せて平気なんて変。こうしているだけでも恥ずかしいのに……あんな姿で街に出るなんて」

「うぅ、そんな風に言われると恥ずかしい気がしてきたじゃないの……堂々としてれば大だい丈じよう夫ぶよ。どうせ誰だれも見てないんだから。ね、イルミ？」

　キャロライナはイルミを向いて同意を求めてくる。

「いや、皆みんな見てると思うよ？」

「えぇっ？」

　真実を教えてやると銀色の髪かみが激しく揺れ動いた。

　そもそも、キャロライナは目を見張るほど可愛い女の子なのだ。それがあんな短いスカートでウロウロしていたら、男なら誰だって見てしまうだろう。

　今までその事に気が回っていなかったというのが逆に驚きである。

「じゃ、じゃあイルミも私の脚を変な目で見てたのっ！」

「別に変な目で見てないよ。ただ、綺き麗れいな脚だなぁって……」

「見てるじゃん！」

「違うよ。そりゃあ、寝ね転ころがってるときとかにスカートがめくれて、いつもより際きわどい所まで見えたときはドキリとするけど。あとジラガミ山でタイツを穿いたのはグッときた」

「うるさい変態ッ、近寄るな！」

「いや……君から走り寄ってきたんだろ」

「ぐぬぬー」

　キャロライナは悔くやしそうにイルミを見上げ唇くちびるを噛んだ。

　すると、「あはあは」と甲かん高だかい笑い声が地下室に響く。

　アリスが体をくの字に曲げ、腹を抱かかえて笑っていた。そして、イルミに見られていると気付くと、涙なみだを拭ぬぐって顔を上げた。

「あー可お笑かしい。イルミくんも大変ね。もてる男は辛つらいぜってやつ？」

「……そういう話はあとにしてくれ。それよりも、僕が聞きたいのは、君の目的だ。あの日記が本物か偽にせ物ものかはともかく、どうして僕に読ませた。僕なんかが月の悪魔に絡からまれる覚えはないんだけどね」

「あは。それは自分を過小評価しすぎよイルミくん。貴方は強いわ。だから、あの日記を踏まえた上で答えて頂ちよう戴だい。私の仲間にならなぁい？」

　何の脈みやく絡らくもなく、アリスはそんな事を言いだした。

「……仲間、だって？」

　その誘さそいはイルミにとって、まさに寝ね耳みみに水みずだった。困こん惑わくがありありと顔に出るが、取り繕つくろう余よ裕ゆうもない。

「ええ。私の仲間に。つまり新生ティアマト教に入らないかって事」

　イルミだけではなく、キャロライナとサクヤも仰ぎよう天てんした顔になっている。

「新生ティアマト教って何よ！」

「あは。分かんない？　言葉のとおりよ。私が新しく作り直したティアマト教。キャロライナちゃんとサクヤちゃんも是ぜ非ひどうかしら？　世界が滅ほろんでも信者だけは生き残れるわよぉ」

「はぁ？　世界が滅ぶわけないでしょ。アンタ頭おかしいんじゃないの？」

　キャロライナは怪け訝げんな顔で言う。そしてイルミも全く同じ気持ちだった。

　世界が滅ぶなど唐とう突とつに言われても、質たちの悪い冗談にしか聞こえない。

「それが滅ぶのよ。それも近い将来。フィーリアが真っ二つにパリンって割れちゃうの。だけど、大丈夫。新生ティアマト教に入れば助かるわ」

「……それを、僕らに信じろと？　むしろ、信じてもらえると思って言っているのか？」

「あは。どうかしら？　でもイルミくんにはさっきも言ったけど、私はあの御お方かたの為ために動いている。これは本当。嘘うそ偽いつわりなし。ええ、貴方たちもよく知っている、本物の神様よ。新生ティアマト教に入るという事は、それすなわち本物の神様の為に働くという事。そして私たちはいつでも人材不足。イルミくんたちみたいに強い人は大だい歓かん迎げいよ。特にイルミくんはハイロード細胞を持ってるし、キャロライナちゃんにいたっては本物。サクヤちゃんの再生能力にも興味があるわ」

「なるほどね。それは凄い話だ。でも、僕は別に信しん仰こう深い人間じゃないし、そもそも君が月の悪魔だという証しよう拠こもなければ、ティアマトに会ったという日記も信じられない。フィーリアの消滅なんて輪をかけて眉まゆ唾つば物ものだ」

「あは。ごめんなさぁい。だけど、宗教に興味がなくても、イルミくんたちにメリットはあるのよ。仲間になってくれたら、ドラゴンズ・ハイロードの真実を教えてあげる。それを聞けば、フィーリアがなぜ割れるのか、おのずと分かるんだから」

「ドラゴンズ・ハイロードの……真実……？」

　確かに、ハイロードは伝説だけが一人歩きした幻まぼろしのドラゴンだった。

　白銀の姿。全すべての竜の中で最強。

　言い伝えや噂うわさは無数にあれど、実際に見た者は誰もいなかった。

　だからこそ、イルミはその姿を見たいと望み、長年にわたり追いかけた。

　そして、キャロライナこそがそのハイロードだったのだ。

　既にイルミはその姿を見た。

　今いま更さら、真実も何もないだろう。

　そう思いつつも、イルミはアリスの言葉を無視できなかった。

「それは……僕が知らない事なのか」

「ええ。知る筈はずがない。キャロライナちゃんだって、自分が何者なのか、ハッキリとは分からないでしょう？」

　アリスはキャロライナへ視線を投げかけた。

　銀ぎん髪ぱつの少女は、むっとした顔つきで睨み返す。それでも反論しないのは、アリスの言葉が本当だからなのだろう。

「分からないわよね。自分の本当のお母さんがどこにいるのかも知らない。自分は何なん歳さいまで生きるのか、どのくらい大きくなるのか。一体、いつまで人間と一緒に暮らせるのか、不安で不安で仕方がないんじゃなぁい？」

「う、うるさい、適当な事……言わないでよ！　私の事は私が一番よく知ってるんだからっ！」

　キャロライナは驚おどろくほどの大声で言い返した。その肩はわずかだが震ふるえている。

「本当にぃ？　自分の意思でドラゴンになる事もできないのに？　勝手に変身しちゃうんじゃないかって不安になるのに？　自分とイルミくんは違う存在だから、いつか別れるときが来るって、気付いているんでしょう？」

「黙れぇっ！」

　キャロライナは泣きながら剣けんに手をかけた。

　イルミはその小さな手を掴み、飛び出そうとする体を抱き寄せる。

「──え？」

　驚いた顔でキャロライナはイルミを見上げてくる。

「大だい丈じよう夫ぶだ。あんな奴の言う事に耳を傾かたむけるな。君はキャロライナ・ギルズベイル。それ以外の何者でもない」

「イルミ……」

　そうだ。イルミはキャロライナと離はなれたくないといつも想おもっていた。

　もう家族も同然。イルミにとっては妹のような、娘むすめのような、もしくは別の──とにかく、大切な存在。もうキャロライナがいない生活など想像もつかない。

　故に放さない。

　必ず守り通すと、今ここに誓ちかう。

「アリス。君の話はとても興味深い。是非ともハイロードの真実っていうのを聞きたいよ。……だけど、君はローラさんを殺した。マリィをさらった。キャロライナを泣かせた。だから、どんな理由があっても、僕は君の仲間になるつもりはない。僕はともかく、キャロライナやサクヤにこれ以上手を出すなら、僕は戦わざるを得ない」

















　もうイルミにとって、ハイロードの真実などさして重要ではない。

　その正体が何であれ、キャロライナはキャロライナなのだ。

「あら残念。ジョスカンといい、貴方たち兄弟は私に冷たいわね。アンデルセンを悪の道に引き込んで人体改造を教えてあげたのは私なのよ。つまり、言ってみれば私は貴方たちの第二の母親。それなのに協力してくれないんだぁ？」

　アリスはひょうひょうと言い放つ。まるで喫きつ茶さ店てんで世間話をするように。

　しかし、その内容はイルミの血を逆流させた。

「……今、何と言った？」

　二人の少女を守りたいという気持ちの他ほかに、ドス黒い邪じや念ねんが混ざり込む。

「あは、やっぱり興味ある？　じゃあ教えてあげるわ」

　アリスはイルミを見つめながらクスクスと笑う。

　そして、嬉き々きとして語り出した。

「貴方たちの師し匠しようであるアンデルセンはね、それはそれは才能ある魔ま術じゆつ師しで、上達するのも早かったのよ。だけど、それ故に自分の限界に到とう達たつするのも早かった。私とアンデルセンが出会ったのはそんなとき。私は彼に知識を授さずけた。目に見えない細さい菌きんのいじり方や、人間の細胞を組くみ替かえて遊ぶ方法とか。私と手と手を取り合って、日夜研究に明け暮れて、努力の末に最強の病びよう原げん菌きんを作ったわ。それはとっても悪い事だけど、好こう奇き心しん旺おう盛せいな人間だったら誰だって試ためしてみたくなるのよ。アンデルセンはその誘ゆう惑わくに負けちゃったの。その病原菌はのちにアンデルセン病と呼ばれ、作った本人にしか治せないから彼は英えい雄ゆうとして崇あがめられちゃった。そして今度は哀あわれな孤こ児じを二人拾い、人体改造のモルモットにしたのよ。アンデルセンは本当に手先が器用でねぇ。二人の子供は魔術師として最適化され、幼くして超ちよう一いち流りゆうの戦せん闘とう力りよくを誇った。そこで私の提案で、強さを試す為にギルズベイル一族を皆みな殺ごろしにさせてみたの。そしたらビックリ。偶ぐう然ぜんハイロードと遭そう遇ぐうして細胞が手に入っちゃった。超ちようラッキー。手に入れた細胞は三つに分けられ、二つは孤児に埋め込まれた。そして残る一つは私のお腹の中」

　イルミは、吐き気がしそうな今の話を、黙って聞いていた自分の冷静さを褒ほめてやりたかった。

　ここ数すうヶか月げつ、イルミの周りで色々な事件が起きた。それらは全てバラバラの出来事だと思っていたが、何の事はない。至し極ごく単純な話だ。

　全てアリスが元げん凶きようだった。黒幕とはよく言ったものだろう。

「だから、イルミくんとジョスカンは、私がいなきゃ魔術師になれなかったのよ。感謝のしるしに仲間になってくれてもいいと思うんだけどぉ？」

「……それで、僕が仲間になると本気で思っているのか」

　今の話で、イルミはアリスを『敵』とハッキリ認にん識しきした。もう二度と対話は有り得ない。イルミが今後アリスへ向ける言葉があるとすれば、それは全て罵ののしり。

「首を捻ひねり落とされたくなかったら、さっさと消えろ。そして二度と僕たちの前に姿を現すな！」

　イルミはキャロライナやサクヤの手前、必死に怒りを静めようとしていた。が、ここでアリスを生かしておく事が正しいのかと激しく疑問に思う。

　殺すべきではないのか。アリスは放っておけば幾らでも好きなだけ悪行の限りを尽くす。まるで悪事を働くそれ自体が目的であるかのように。

「あは。イルミくんこわーい。私は黒幕なんだから、少しくらい悪事を自じ慢まんしたっていいじゃない。そんなにピリピリしてたら、女の子にもてないわよ。私、怖くて泣いちゃいそう」

　アリスは泣く気配など微み塵じんもなく、頬に手を当てて口くちの端はしを歪ませる。

「──でもね、帰らない。だって、まだキャロライナちゃんの強さを見てないんだもの。これからが本番」

　悪魔ノンマルスは不敵に笑う。赤い瞳が怪しく光る。

　それは全てを吸い込んでしまいそうな不気味な輝きだった。

　ドンッ、と爆ばく音おんが響き渡った。イルミはそれが自分の心臓の鼓こ動どうであると気付く。

　金かな縛しばりにあったように動けない。何かの魔術だろうか？

　いや、違う。過度の緊きん張ちようが、意識に混乱をもたらしているのだ。

　先程までの怒りは一いつ瞬しゆんで掻かき消けされた。

　汗が噴ふき出し、手足が震える。唾つばを飲み込む音が、やけに大きく聞こえた。

　アリスから放たれる微び弱じやくな害意。

　彼女はこれから軽いイタズラをしかけてやろうという表情にすぎない。にもかかわらず、それが恐おそろしくて恐ろしくてたまらない。

　見れば、キャロライナとサクヤも膝をついて座すわり込んでいた。アシュトはキャロライナにしがみつき、アリスから目をそらして震えていた。

　──絶望的な差。存在の格が違う。

　アリスが強いという事は予測できていた。

　だが、これ程ほどとは思わなかった。ジョスカンですら比ひ較かくの対象にならない。

　目を合わせる事すら困難。まさしく蛇へびに睨まれた蛙かえるの如く、イルミはその場から動けなかった。

「あは。皆、可愛い顔。思わず虐いじめたくなっちゃう」

　アリスは両手を胸の前へ突き出す。その手を開き、グッと握りしめた。

　何だ、とイルミが思う間もなく、

「うぎゃあああぁああぁああああああああああああぁああああああああああああっ！」

　隣から絶ぜつ叫きようが上がった。

　咄嗟に視線を向ければ、キャロライナがフリルドレスを汚よごしながら、腹を押さえて床をのたうち回っていた。その目は大きく突出し、顎が外れそうなほど開かれ、涎よだれを垂れ流して暴れている。

　それを目まの当あたりにし、今の叫さけびはキャロライナが上げた悲鳴なのだと、イルミはようやく理解した。

　普ふ段だんの可愛らしい声とは似ても似つかない。

　そんなキャロライナが押さえる腹の中で、服の上からでも分かるほど何かが蠢うごめいていた。それはアリスの手の平の動きに合わせて蠕ぜん動どうしている。

「あは。キャロライナちゃんの中、温かーい」

　アリスが拳を振ふり上げると、キャロライナの腹もボッコリ膨れ上がった。

　キャロライナは海え老びぞりになり、口から泡あわを吹き出す。

「さっき飲ませたお薬はね。エリキシルの花から作った、感覚神経を鋭えい敏びんにするお薬なの。ちょっと触られると、いつもの十倍気持ちよかったでしょ？　だから、こうしてグチャってすると、いつもの十倍痛いのよ」

　アリスは愉ゆ快かいそうに手を動かす。

　あまりの出来事に、イルミは動けない。

　あの手は、キャロライナの腹の中を弄いじり回しているのか？

　つまり、内臓を直接。いつもの十倍の痛み。

　あのキャロライナに──

　イルミは事態を理解すると同時に、全身の血が沸ふつ騰とうするのを感じた。先程の怒りとは質も量も違う。最も早はや、憎にくしみと称しようしても過言ではなかった。

　イルミを縛しばっていた恐きよう怖ふが、憤ふん怒どによって塗ぬりつぶされる。

　──守ると誓った矢先にッ！

　考えるより早く飛び出し、アリスへ左腕を振り下ろしていた。

　相手が女だから手加減しようという発想は完全に思し慮りよの外だ。

　だが、それでもイルミの拳は届かない。

「あは。相変わらず手が早いのね」

　微笑むアリスの顔は目の前にあるのに、見えない壁に遮さえぎられ、進む事ができない。

　防御結界が張られているのだ。

　イルミの左腕は、魔ま力りよくを分解し吸収する能力を持っている。故に結界など触れただけで無力化してしまう、筈だった。

　しかし、左腕が吸収できる容量には限度がある。アリスの防御結界は、その容量を大おお幅はばに超こえていた。

　超ちよう過かした魔力は左腕から溢あふれ出し、イルミの体へと流れ込む。それは激しい痛みを作り出した。

　そこまでしても、アリスの結界が弱まった様子は皆かい無む。

　大海の水を小さなコップですくい上げようとしている。そんな自分の姿が脳裏に浮うかんだ。

「えい」

　アリスが短い掛かけ声ごえを放つと、イルミの体は壁まで吹き飛ばされた。

　石が砕くだけるほど背骨を強打し、肺の空気が血と共に押し出される。

　するとイルミに続いてアシュトも炎を吐いてアリスを攻こう撃げきする。だが、当然の如く通用しない。

　サクヤは暴れるキャロライナを抱き寄せようとするが、ギルズベイルの力で振り払はらわれ倒れ込む。

「サクヤ！　血の龍りゆうでキャロライナを！」

「分かってる」

　サクヤは自分の指を噛み切る。そこから流れた血が、龍の形となってキャロライナの腹へと伸びていく。

　どんな仕し掛かけか分からないが、アリスの手は空間を超えてキャロライナの腹の中を掻き回している。だからズタズタにされた内臓をサクヤの血龍で再生しても、アリスが手の動きを止めない限りキャロライナの苦痛は止まらない。

「うぉぉぉおおっ！」

　イルミは軋きしむ体に鞭むち打うって、再度アリスへ殴りかかった。

　硬かたい結界が全てを跳はね返す。

　本来、防御結界というものは攻撃を防ぐだけなのだが、イルミの左腕は触れた対象の魔力を吸い上げるという特性を持っている。

　故に触れる度、イルミは引き裂さかれるような痛みを味わう。

　本来なら敵を一瞬にして無力化してしまうという強力な特性なのだが、アリスを相手にしたときにはむしろ逆効果だった。吸い上げても吸い上げても、アリスの魔力は尽きない。むしろ吸い上げすぎた魔力が、イルミのダメージとなって蓄ちく積せきされていく。

　だが、そんな痛みを気にしているときではない。

　今この瞬しゆん間かんも、キャロライナの叫びが聞こえる。思わず耳を塞ふさぎたくなるほどの悲鳴が。

「あは。大腸と小腸を蝶ちよう々ちよう結びにしてあげる。真のオシャレさんは見えない所にもこだわるのよ」

　アリスの手が、紐を結ぶように動く。

　同時にキャロライナの腹の中から、何かがブチブチと千切れる音が聞こえた。

　激痛でのたうち回っているその姿は、陸に揚あげられた魚に似ていた。

　サクヤは必死に血龍をキャロライナへ送り込み、両りよう腕うでで暴れる体を抱きしめている。

「頑張るのねぇイルミくん。まるでお姫ひめ様さまを守る騎き士しって感じぃ？」

「だ、ま、れぇぇえっ！」

　イルミは浮遊魔術で飛び上がり、上方から落下しつつアリスの脳天へ一いち撃げき。弾かれると同時に天井を蹴けって後ろへ回り込む。

　左で殴りつつ、右に五ご芒ぼう星せいを展開し炎を叩たたき込む。更さらに電撃、氷の槍と続けざまに。

　何度も何度も撃ち込む。

　しかし──

「うごぁぁあっ、あ、ぐっ……ゃああああっ！」

　キャロライナの悲鳴が止まらない。

「あは。非力」

　アリスが嗤う。

　イルミは結界に弾はじき飛ばされた。もう何度目か分からない。一いつ切さい通用しない。差がありすぎる。

　巨きよ大だいな山を素す手でで破は壊かいしようとしているようなものだった。

「くそっ、こうなったら……サクヤ、キャロライナとアシュトを守ってくれ！」

　イルミは足あし下もとに赤い五芒星を広げる。それは地下室全体を呑み込む。イルミが一度に放てる最大の魔力が込められていた。

　サクヤはイルミの意図を察し、アシュトの尻尾を掴んで引き寄せ、キャロライナに覆おおい被かぶさる。そして準備ができたという合図に、顔を上げてコクコクと頷く。

　サクヤの防御結界は、レインボーサーペントのプラズマブレスすら凌しのぎきった事がある。

　イルミの本気の攻こう撃げき魔ま術じゆつを受けても平気だろう。

「喰らえっ！」

　アリスを睨み付け、イルミは限界まで高めた魔力を解き放った。








第三章　黒幕乙女は闇夜に舞う
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　マリィは村の中心部にある建物の屋根の上で、膝を抱えて座っていた。

　見上げれば赤い月。

　正面にはアリスたちがいる図書館。

　そもそも、この村はアリスの魔術によって作られた、偽物の図書館村だった。

　だから誰もいないし、村の外へ出ようとしても黒い壁かべに遮られてしまう。

　アリスはこの場所を異相空間と呼んでいた。

　この空間にいる限り、全てはアリスの手中。

　逃げ出す事も、外部から干かん渉しようする事も不可能。

　改めてアリスの恐ろしさを実感したマリィは、身じろぎ一つせず正面を見続けていた。

「おや、こんな所にいましたか」

　背後からクリスフォードの声が聞こえてきた。

　振り返ると、いつも彼がかけていたメガネはなかった。それどころか顔中傷だらけだった。

「……クリスフォード様。どうしたの？」

「いえ。イルミさんにやられてしまいましてね。アリス卿に合わせる顔がないので、こうして逃げてきたのですよ」

「アリスお姉ちゃんは優やさしいから、怒ったりしないと思うよ？」

「ええ。それは知っています。ですが、男として情けないのでね」

「……情けないかなぁ」

「はは。マリィには分かりませんか」

　クリスフォードは自じ嘲ちようするように笑い、マリィの隣に立ち同じ方向を見つめた。

　マリィはクリスフォードが苦手だった。

　大人の男の人というだけで怖い上、彼はアリスのように優しくはなかった。

　ジラガミ山では呼吸を止められた事もある。

　しかし、クリスフォードがアリスを慕したっている気持ちは、マリィ以上だろう。

　マリィが慕っているアリスを、クリスフォードも慕っている。

　だから一緒にいるのだ。

「サクヤお姉ちゃん。大丈夫かな……」

　アリスの命令で、マリィはサクヤをあの屋や敷しきに運び込んだ。それからどうなったのかマリィは知らない。

　サクヤは死なない人だから何をされても大丈夫とは思う。だが、アリスは殺さずに苦しめるのが得意なのだ。

「マリィ。一つ忠告しておきますよ。あれもこれも手に入れようとすれば、結局何も手に入れられないばかりか、全てを壊こわしてしまう場合もあるのです。貴女にとっての幸せはアリス卿の元にいる事ですよ」

「うん……分かってる……」

　クリスフォードに言われるまでもなかった。

　アリスのそばにいないと、アリラト島の皆に会えない。

　そもそも、アリラト島を滅ぼしたのはサクヤとその仲間で、マリィをそこから救ってくれたのはアリスなのだ。

　どちらを選ぶかなど、明白すぎて悩なやむまでもない。

　それでも、マリィはサクヤに頭を撫でられた感かん触しよくを忘れる事ができなかった。

　俯うつむき思い出す。

　サクヤは、もう誰も殺さなくていいと言ってくれた。決して微笑ほほえんだりはしないが、誰よりも優しい人だった。

　いっそマリィの事を嫌きらいになってくれればいいのに。

　そうすれば諦あきらめもつくのに。

　なまじ優しくしてくれるから、アリスもサクヤも両方欲しくなる。二人に抱きしめられたらどんなに幸せだろうかと考えてしまう。

「サクヤお姉ちゃん……」

　クリスフォードに聞こえないよう、小さく小さく呟いた。

　そのとき、屋敷の地下から膨ぼう大だいな魔力が放たれた。内側から爆ばく発はつし、建物が崩くずれ落おちる。

　瓦が礫れきの中から、二つの人ひと影かげが空へ飛び出していった。

　アリスとイルミだった。
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　五芒星から吹ふき上がった魔力は巨大な火柱を上げ、屋敷を焼き尽つくす。

















　木こっ端ぱ微み塵じんになった図書館は燃え上がり、大量の本と運命を共にした。

　村全体を照らし尽くすほどの閃せん光こうが走る。それは放出された魔力の大きさを物語った。

　それでも、アリスは無傷。

　服に焦こげ目めはなく、金色の髪も艶つややかなまま。

　爆ばく風ふうに乗って空へと舞い上がったアリスは、優ゆう雅がに布を翻ひるがえし、赤い月を背景に微笑み、イルミを見下ろす。

　浮遊魔術でそれを追いかけたイルミは、屋敷を燃やす炎を集め、再度アリスへぶつける。

「あは」

　炎はその一言で掻き消された。が、イルミは炎に紛れて接近し、銀色の左腕を防ぼう御ぎよ結界へぶつけた。

　もう何度目だろう。

　フロスト・ドラゴンは一撃で行動不能にした。

　ローラ・エアリーも二撃目で倒れた。

　しかし、このアリス・フィン・ノンマルスの魔力は決して枯こ渇かつしない。底がない。

　──無限の魔力。

　馬ば鹿かな、そんなものが存在してたまるかと、イルミは即そく座ざに否定する。

　いずれはアリスの魔力も尽きる筈だ。

　では、あと何発殴なぐればいい。百なのか、千なのか。

　──否。

　イルミはもう知っている。その程度ではないのだと。

　おそらく、あと幾いく万回左腕を叩き込もうと、アリスの結界は崩れない。薄うす皮かわ一枚剥はがせない。

　もしかしたら、万どころか億でも届かないかも知れない。

　効いていないのではなく、単純に量の問題。故ゆえに突とつ破ぱは絶対に不可能だと、イルミは痛いほど理解していた。

「どうしたの、イルミくん。早くしないと、キャロライナちゃん発はつ狂きようして壊れちゃうわよぉ？」

　アリスは炎に照らされている。その黄金の髪が眩まぶしく輝く。

　イルミの拳こぶしと防御結界が衝しよう突とつすると、金属同士がぶつかったような甲高い音が響ひびく。

　──届かない。

　奴の手の動きを止めないと、キャロライナは内臓を潰つぶされ続ける。

　──だが、届かない。

　あとほんの僅わずかなのに。拳一つ分の距きよ離りしかないのに。その距離がどんな大海より広く感じられる。

「くそぉぉぉおぉぉおっ！」

　渾こん身しんの力を込めた一撃が結界へ触れた瞬間、銀色の外骨格に亀き裂れつが走った。

　トン、と軽くアリスがイルミの胸を押した。すると、全ての内臓が裏返りそうな重圧がかかり、イルミの体は落下した。

　建物を三つ貫つらぬき倒とう壊かいさせ、道路を転がり石いし畳だたみを抉えぐる。露ろ店てんに突っ込み、ようやく止まる。

　血だらけ。骨は幾つも折れているだろう。

　それでもイルミは立ち上がらなければならない。引くわけにはいかない。アリスを倒せなくてもいい。あのふざけた手の動きを止める事ができれば、それでキャロライナは助かるのだ。

　しかし、イルミを静止する声が頭の中で響いた。

　──逃ゲテ。

　それは左腕に宿ったハイロード細さい胞ぼうの声。

　──勝テナイ。殺サレル。イルミガ死ヌト私モ死ヌ。イルミハ私ヲ守ルッテ言ッタ。

「駄、目だ……ッ！　逃げられない。ここで逃げてどうする。そもそもどこに逃げる。奴を倒たおさないと、キャロライナが、死ぬ！」

　──ソレガドウシタノ。私ハ知ラナイ。イルミハ私ヲ守ルト誓ッタノニ。自分カラ危険ニ向カッテイク。約束ガ違ウ。嘘吐キ。許サナイ。

　瞬間、イルミの背中の皮ひ膚ふが破けた。肉が内部から弾け飛ぶ。

「がっ、ぁっ！」

　左ひだり腕うでがもう一本、生えてきた。それは黒色。かつてアンデルセン師匠を殺したときと同じ色。恐怖を振り払う為の破は壊かい衝しよう動どうの塊かたまり。なりふり構わない生存本能。

　──貴方ヲ殺シテデモ、私ハ死ニタクナイッ！

　それは矛む盾じゆんした言葉。

　左腕はイルミが死ぬと自分も死ぬと言っていた。だが、それが暴走というものかもしれない。度を超した恐怖にうなされ、狂きよう乱らんのままに暴れ自じ滅めつしていく。

　イルミは背中から生えた二本目の左腕に殴られ、真横に吹っ飛ぶ。また建物を壊してしまう。

「あは。一人遊びなんてしてないで、私と踊おどりましょう」

　宙に浮かぶアリスの周囲に、十数個の青白い光球が出現する。

「これはウィル・オ・ウィスプ。死んだ人の魂たましいよ。一つ一つに何十年分の人生が詰つまっているんだから、避さけちゃ嫌いやよぉ」

　光球はイルミめがけて落下してくる。

　同時に黒い左腕も襲おそいかかる。

　イルミは右腕から五芒星を広げ、それを壁として左腕の攻撃を止める。

　そして空へ飛び上がり光球を回かい避ひ。だが、イルミの動きを予測していたように光球は軌き道どうを曲げた。

「くっ！」

　イルミは咄とつ嗟さに周囲の瓦礫を操作し、光球へぶつけて弾き返した。

　辛かろうじて生き延びたが、防戦一方なのは変わりなく、まともに身動き一つ取れない。

　黒い左腕は凄すさまじい力で右腕を押してくる。

　そして、未いまだアリスの光球は健在。

　次に攻撃の波が押し寄せたら──不ふ可か避ひの死を想像し、イルミは絶望の中で歯を食いしばった。
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　崩れた屋敷の瓦礫の中、キャロライナはサクヤに抱だきしめられていた。

　アシュトが涙を流しながら腕を握にぎってくる。

　それなのに、キャロライナの体は勝手に跳ね回り、二人を突つき飛ばしてしまう。

　本当はそんな事したくないのに。

　腹の中を掻き回される痛みで意識が朦もう朧ろうとなる。

　幾いく度ども気絶したが、その度に激痛で目を覚まし、また気絶する。

　内臓は千切られ、捻られ、握りつぶされ、その度にサクヤの血龍で再生する。

　終わらない地じ獄ごく。

　いっそ死にたいとすら思った。

　だが、サクヤとアシュトの顔が見える。二人ともキャロライナのそばを離れない。

　そして、空ではイルミとアリスが戦っている。

　──助けなきゃ。

　自分の身も顧かえりみず、キャロライナはそんな事を思った。

　アリラト島でもそうだった。あのとき、キャロライナは心臓を抉り出されていたというのに、イルミを助ける事ばかりを考えていた。

　アリスは敵だ。倒さなければ皆が危ない。

　そして自分はハイロードだ。助けられる力がある筈。

　竜りゆうの王。最強の力。空間すら超ちよう越えつした存在。

　何な故ぜ自分がそんな者なのだろうと考えて、夜眠ねむれなくなった事もある。

　イルミたちとは違う存在。本当にずっと一いつ緒しよに暮らせるのだろうか、と。

　だが今この瞬間、自分でなければ倒せない敵がいる。

　ならば、自分がハイロードである意味はそこにある。

　──だから、お願い。私の中にある力。もう一度蘇よみがえって。

　そしてキャロライナの体から、銀色の光が溢れ出した。

「キャ、ロライナ……？」

　サクヤが珍めずらしく表情を変えて驚いていた。

　──ああ、大丈夫。イルミを助けてくるから、アシュトをお願い。

　キャロライナの体は閃光となり、空へと打ち上げられた。そして目も眩くらむ輝きと共に、全長百メートルの巨きよ体たいへと変へん貌ぼうを遂とげる。

　四本の脚と巨大な翼つばさ。銀色に輝く外骨格。

　ドラゴンズ・ハイロード。

　鳴き声は大地を震わし、羽ばたけば暴風となる。

　まるで闇やみに呑み込まれていた村に、銀色の太陽が出現したようだった。

　その紫むらさき色いろの瞳が見つめる先には、イルミをいたぶるアリスの姿。

「キャロライナッ？」

　イルミが驚きの声を上げた。しかし光球はその隙すきをつき、イルミを地面へと突き落とした。

「あは。やっと変身したのね。それを見たかったのよ」

　アリスが嬉うれしそうに微笑んだ。

　──笑っていられるのも、今のうちよ！

　キャロライナは口を開く。喉のどの奥からは信じがたい魔力が溢れ出す。

　普段のキャロライナは魔ま術じゆつなど使えず、魔力を感じる事すらできない。しかし、こうしてハイロードの姿になれば、一人の人間など到達しえない圧あつ倒とう的てきな力を身に纏まとう。

　その力は光の刃やいばとなり、キャロライナの口からアリスへと一直線に放たれた。

　かつてジョスカンを跡あと形かたもなく消しよう滅めつさせた閃光。

　通り道にある空気を消し飛ばし、失明しそうな程の輝きと共にアリスを強きよう襲しゆうした。地面へ向けて撃うてば、図書館村を完全に消し飛ばせる威い力りよく。

　だが、光が消えてもアリスは消えなかった。

　外れたのだろうか、とキャロライナは訝いぶかる。

　しかし、アリスが光に呑み込まれるのを確かに見たのだ。

　今の一撃は全力だった。そして自分は少女の姿ではなく、ドラゴンズ・ハイロードになっている。

　にもかかわらず、目の前にいるアリスは無傷。

「あは」

　キャロライナの全身に、かつて経験した事もないような絶望感が走った。

　──嘘。何かの間ま違ちがいだ。

　疎うとましいとすら思ったこの力が、たった一人の女にすら通用しないという現実。

　いつもイルミに迷めい惑わくをかけてばかりいる自分は、せめてこの姿になったときだけは無敵でなければならない。そうでなくては存在する価値がない。今イルミの役に立てなくて、いつ役に立てるのだ。

　アリスはここで私が倒す。キャロライナはそう想いを込め、二発目の閃光ブレスを放った。

　だが、アリスは避けず、身じろぎもせず、気だるそうに滞たい空くうし続ける。

「ねぇ、それだけなの？」

　恐ろしい事に、アリスはキャロライナの力に失望すらしていた。

　そして彼かの女じよは人差し指で宙に弧こを描えがく。

　その動きに合わせて、十数の青白い光球が一点に集まり肥大化していく。それは加速し、キャロライナのブレスへ衝突した。

　短い爆発のあと、キャロライナが放ったブレスは消えてしまった。逆にブレスを貫いた光球が再び分ぶん裂れつし、弾だん幕まくとなって飛来する。

　一つ一つは大した威力ではない。だが、翼や胴どう体たいに続けざまに衝突した光球は、キャロライナの体に鈍にぶい痛みを残す。

　しかし、光球はそれで消滅した。

　攻せめるなら今が好機だろう。

　遠えん距きよ離りからの攻撃が通用しないのなら、一気に詰め寄り牙きばで噛み砕けばいいのだ。

　キャロライナは翼で空気を叩き、弾はじけるようにアリスへ迫せまった。

　速度は音速を遥はるかに超え、行動に要した時間はまさに一瞬。

　その刹せつ那なの中、キャロライナは見た。

　アリスの背後に広がる黄金の六ろく芒ぼう星せい魔ま方ほう陣じん。

　この世界の法則を示した五芒星と異なり、六芒星とは外げ法ほうの象しよう徴ちよう。いわば、己おのれの我わが侭ままでこの世の全てを塗り潰してやろうという、規格外の無法者のみが使える真なる魔ま性しよう。

　アリス本体は小こ柄がらな少女に過ぎない。しかし彼女が背せ負おう六芒星は、明らかにハイロードとなったキャロライナの図ずう体たいより巨大だった。

　そこに秘ひめられた魔力は、一体どれほどのものなのだろう。

　キャロライナは怖おじ気けづかざるを得なかった。

　それは、熱い物に触れて手を引っ込めたり、眩しさのあまり目を閉じる行為によく似ていた。体に刻まれた生存本能とも言える。

　アリスに挑いどむという事は、手で仰あおいだ風で台風を相そう殺さいしようとするのに等しい。

　意志の強さの問題ではない。

　これ以上進めば殺される。そうと分かっていて行くのは自殺行為に他ならない。

　当然キャロライナは停止しようとした。だが体が動かない。

　何故なら、キャロライナが動きアリスへ衝突するまでの時間は、百分の一秒にも満たないのだ。その短い時間の中、キャロライナは思考速度だけを加速させていた。だから体の動きが追いつかない。

　一方、アリスは軽かろやかに動いた。まるでオーケストラの指揮者の如く、腕を広げ指を回転させる。

　そして、キャロライナの目の前に光球が出現した。直径は三十メートル程度。当たればかなりのダメージを負ってしまう。

　脳は避けろと必死に指令を出す。しかし体は動かない。

　為なす術すべもなくキャロライナは光球へ激げき突とつした。胃が口から飛び出しそうな衝しよう撃げきが加わった。人間で言えば、全速力で壁に体当たりをしたようなものだろう。

　それでもキャロライナは何とかバランスをとろうとするが、そこへ更に別の光球が現れ、真上から突っ込んできた。

　ハイロードといえど、これには耐たえられない。村へと真っ逆さまに落下する。

　巨体が地面に叩きつけられると、幾つもの建物が押おしつぶされ、地面が揺ゆれ動いた。

　アリスが上から見下ろしている。その背には六芒星。

　更にその奥おく、背景となる闇の空に無数の星ほし屑くずが散らばっていた。

　何という事のない光景。だが先程までの空には、赤い月しかなかった筈だ。

　──あれは、何だ。

「全部、ウィル・オ・ウィスプよ」

　キャロライナの心を見み透すかしたようにアリスは宣告する。ハッタリではない事は、見てすぐに分かった。

　その星の全てが、一いつ斉せいに雨となって落下してきたのだから。

　目指しているのは地に伏ふすキャロライナ。

　美しい流星雨が、ハイロードを叩き潰さんとし、地表へと降りそそいだ。

　空が落ちてくる。

　あんなもの、耐えられるわけがない。

　故にキャロライナは飛んだ。

　光球を喰くらう前にアリスを倒す。それしか生き延びるすべはなかった。

　そんなキャロライナを見て、アリスは嘲ちよう笑しようした。

　額の角を突き出して体当たり。だが結界に阻はばまれ、角が折れる。

　前まえ脚あしで薙なげば、爪つめが折れた。尻尾しつぽを叩きつければ、そこから千切れてしまった。

　口を開き噛み砕こうとすれば、牙が全て砕けてしまう。

　最後にアリスを口内に入れたまま、ブレスを放つ。

　これならば──

「はくちゅんっ！」

　不意にクシャミが響いた。戦いの場にそぐわない間の抜けた音は、キャロライナの口の中から聞こえた。

　アリスのクシャミだった。その勢いで、ハイロードのブレスが逆流した。

　山の形を変えるほどの威力を持つ閃光だ。それがキャロライナの体内へ流れ込み、臓ぞう腑ふを焦がして荒あれ狂くるう。

「いやーん、キャロライナちゃんの涎でベトベトよぉ」

　口の中から脱出したアリスは、これ見よがしに唾だ液えきだけを防御結界の内側まで浸しん透とうさせ、指で糸を引かせて遊んでいた。

　しかし、キャロライナはそんなものに怒いかりを向ける余裕はなかった。

　意識が飛び、再び地面へと落ちていく。

　何をしても通じない。あの防御結界は崩せない。

　そして、落ちてくるウィル・オ・ウィスプ。

　初めバラバラだった流星も、迫るにつれ密接し合い、やがて一個の輝きとなってキャロライナを包つつみ込んだ。

　もう何も見えない。何も聞こえない。

　表皮の全てが焼かれ、呼吸すれば喉の奥が溶とかされる。鼓こ膜まくは破は裂れつし、目が潰れる。

　ハイロードの銀色の光は、青白い光球によって塗り潰された。
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　アリスの眼下には、キャロライナが横たわっている。

　巨大なハイロードの姿だったのに、ウィル・オ・ウィスプの連れん弾だんを喰らい、人間へ戻もどってしまった。

　何とあっけない事か。自分はまだまだ本気には程ほど遠とおいのに──と、アリスはぼやく。

　実際、魔力を半分も使っていないのだ。

　端たん的てきに言えば失望を禁じ得なかった。

　本当にこれが、あの御方の娘なのか、と。

　アリスは、もっと楽しめると思っていた。

　五十億年も卵を温めて、孵かえる雛ひながこれでは、幾ら何でも母親が可哀かわい想そうだ。

　たしかに今、目の前にいるキャロライナは、あくまで不完全な姿だ。

　──だが、それにしても弱いのだ。

　こんなものならアリスの方がまだ、お役に立てる。

「……どうして勝てないか教えてあげましょうか？　殺やる気がないからよ。そんなんじゃ、あの御方の娘に相応ふさわしくない。あの御方が一体何の為にギルズベイル一族に憑ひよう依いさせたと思っているの？　キャロライナちゃんに戦士の心構えを身につけて欲ほしかったからなのよ。それなのに、ぜーんぜん駄だ目め。敵を生かしたまま勝とうとしている。殺すのを恐れている。故郷の人たちを目の前で皆殺しにされたのに、どうしてそんなに真まっ直すぐに育ったのかしら。マリィはそろそろ壊れ始めたっていうのに」

　この語りも全て独り言になっている。

　キャロライナには、話を聞く力も残っていない。

　有う象ぞう無む象ぞうの小こ娘むすめのように、無力に倒れ、四し肢しを投げ出し、滅びを待っている。

　──いっそ、この場で魂を食べてしまいましょうか。

　ふと、そんな事まで考えてしまう。

　だが、それはありえない。

　アリスはティアマトへ反逆する。しかし、ティアマトの企たくらみを妨ぼう害がいするつもりもない。

　神の願いは叶かなえ、その上で自らの理想も成じよう就じゆさせる。

　それがアリス・フィン・ノンマルスの忠誠の形。

「さぁ、腰抜けのキャロライナちゃん。私がお尻を叩いて強くしてあげる。どれが一番効くかしら？　貴女はかなりダメな子だから、相当の荒療治が必要ね。いっそ、イルミくんを殺してあげましょうか。そうすれば、貴女も殺る気が出るんじゃないかしらぁ？」








「ああ、確かに少なからず失望した。出で来き損そこないの娘だよ。だがなアリス。たとえ事実だとしても、他人に娘を貶けなされるのはいい気分ではないな。故に──我が娘フイーリアよ。殺らずに勝つと言うのなら、それを押し通して見せろ。人間アリス如ごときに遅おくれをとってどうする？」
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　キャロライナは目を見開いた。

　今、一瞬だけ、何かが自分を貫いた。

　空にはアリスと赤い月、黒い空。そして六芒星。

　だが、その向こう側。

　遥はるかな天空から、巨大が意思がキャロライナへ向けて放たれた。

　静かな怒りと共に、慈じ愛あいにも満ちあふれた奇き妙みような想い。

　母親に抱ほう擁ようされているような錯さつ覚かくすら覚えた。

「勝て」

　そう聞こえた。

　誰かがキャロライナを見ている。

　何故かは分からないが、キャロライナはその人に無様な姿を見られたくないと激しく思った。

　だから立たなければならない。

「ギギ！」

　子竜が鳴いた。

　首を動かすと、アシュトが小さな手で剣を持ち、キャロライナの傍かたわらに立っていた。

　そうだ。まだこれがある。

　ハイロードの力が通用しなくても、キャロライナには剣がある。

　まだ、負けたわけではない。



　イルミは瓦礫を押しのけて立ち上がる。

　随ずい分ぶんと血を流した。今すぐ眠ってしまいたいほど気だるい。

　そのくせ、骨という骨が砕けたのかと思うほど全身が痛い。

　ハイロードがアリスに敗れた。それをこの目でしかと見た。

　確かにアリスは人間ではない。悪魔ノンマルスなのだと考えなければ説明がつかない。

　神と戦った悪魔。

　超ちよう常じようの力を振るう、正しよう真しん正しよう銘めいの化け物。

　万に一つも勝ち目はない。

　それでも。

　──イルミ。逃ゲテ。

　逃にげてたまるか。そう強く思う。

「悪魔がどうした。キャロライナを見捨てろって言うのか。僕ぼくは、彼女を守ると誓ったんだ。ああ、君との約束だって忘れちゃいない。守ってみせるさ。サクヤとアシュトも……マリィだって救い出す。その為なら僕の命くらい犠ぎ牲せいにしても惜おしくはない。気にくわないならあとで殺してくれてもいい。だけど……頼たのむ。今だけは力を貸してくれ！」

　それが身勝手な願いだとイルミは自覚している。

　左腕からすれば何の利点もない。

　自分が命を懸かけるから、君もついてきてくれ。勝ち目はないけどなんとかする。絶対に死なせない。

　それら全てに根こん拠きよがない。声が大きいだけの妄もう言げん。説得力など欠片かけらもない。

　交こう渉しようなどという大層なものではなく、むしろ泣き言の類たぐいである。

　にもかかわらず、左腕は沈ちん黙もくした。もう逃げろと言わなかった。

　黒い左腕が形を失い、霧きり状じようとなってイルミの周囲を漂ただよう。

「……いい、のか？」

　自分で頼んでおきながら、いざ了りよう解かいされてイルミは驚いた。

　──絶対ニ勝ッテ。

　左腕は肯こう定ていする。

　──アレハ、キャロライナハ私ノ本体……ダカラ必ズ助ケテアゲテ。

　イルミは頷うなずく。

　稚ち拙せつな説得の何が彼女を動かしたのかは分からない。

　だが無論、勝つ。全員助ける。生きて帰る。

「行くぞォッ！」

　宣言と共に地を蹴り、空へと飛ぶ。

　イルミの接近を感知したアリスは、ウィル・オ・ウィスプを差し向けてくる。

　銀色の左腕がそれを分解吸収。その瞬間、左腕の容量は一いつ杯ぱいになり、魔力がイルミへと流れ込もうとする。

　──任セテ！

　左腕の声と共に、吸い上げた魔力は背中から排出され、黒い霧へと流れ込んでいった。

　イルミは少しも痛みを感じない。幾らでも光球を分解する事ができた。

「これは……」

　──イルミニ痛イ思イハサセナイ。イルミハ敵ヲ倒ス事ダケヲ考エテ！

　今までは吸える魔力に上限があった。限度を超えればイルミのダメージとなるリスクがあった。

　しかし、イルミと左腕の想おもいが重なった今、能力は飛ひ躍やく的てきに進化した。

　吸収した魔力が黒い霧を強化し、それが円えん錐すいの杭くいを形成する。

　それは、かつてアリラト島でジョスカンと競せり合あったものと同質の技わざ。だがアリスの光球を利用する事により、イルミは消しよう耗もうせず、威力だけを増強させた。

　敵の魔力が高ければ高いほど、イルミは強化されていく。

　黒の円錐は左腕にまとわりつく。それを突きだして進む姿は、まるでランスを構えた騎き兵へいのようだった。

　その銀と黒の進しん撃げきは、イルミと左腕の合作。どちらか片方の意思だけでは絶対に辿たどり着つけない領域。

　アリスの防御結界に激突した左腕は、触ふれている限りその魔力を吸い上げ続け、黒い円錐は強化され続ける。

　ぶつかり合う円錐と結界が、激しい光を発し、鍔つば迫ぜり合いの如く輝かがやいた。

　結果、遂ついに先せん端たんが結界強度を凌りよう駕がし、アリスの胸むな元もとへと突き進む。

「──でも、まだまだよぉ」

　アリスの手が動く。

　イルミの円錐は、あろうことか片手で掴つかまれ止まってしまった。

　敵の弱体化と自らの強化。

　これを同時に行っても、アリスは未だ余裕のしたり顔。

　では、イルミの心は、先さき程ほどのように恐怖に染まっているか。

　──否いな、貫く事だけを考えていた。

　アリスの邪じや悪あくな微笑みを真正面から見み据すえ、その全ぜん霊れいを攻撃に向ける。

　全ぜん細さい胞ぼう余す事なく不退転。

　その気き迫はくに呼応するように、もう一つの影かげがアリスの背後に現れた。

　銀色の髪をポニーテールに纏め、小さな身体で長ちよう剣けんを構えた少女。その背中からは銀色の翼が生え、表情はイルミと同じく不退転の決意に染まっている。

　両手で持った剣は、アリスの頭上へと振り下ろされた。その剣先は空間ごと斬きり裂き、景色を歪ゆがませて防御結界を突破。

　しかし、これも掴まれる。

　アリスは恐るべき事に、空間ごと斬る剣を、空間ごと防御した。

　それはイルミの理解を超える、異能の衝突。

　おそらくキャロライナも、自身が使っている力の正体もろくに分からず、ただアリスを倒したい一心でこの場にいるのだろう。

「あは。二人がかりでようやく半人前って感じ？　いいわ、褒ほめてあげる。だから、今日はこれで終わりにしましょう」

　アリスの手の平から青い炎ほのおが巻き起こる。

　触れた部分を伝わって、イルミとキャロライナへ燃え広がった。

「ぐあぁぁっ！」

「きゃああっ！」

　今もアリスの魔力を吸い上げている筈なのに。そんなものは考こう慮りよに値しないと言いたげに、アリスは悠ゆう々ゆうと魔術を使った。

　全身を焼かれる痛みに、イルミは思わず力を抜ぬきそうになる。アリスから離れ、このまま地上に墜おちてしまいそうになる。

　──それでも、引かない。

　イルミもキャロライナも、攻撃の手を緩ゆるめない。

「……二人とも、死ぬつもりぃ？」

　肉は焼やけ焦げ、血液が沸騰する。

　アリスが言うとおり、このままでは死ぬだろう。

　だが、その傷は再生を始めた。体には赤い蛇へびのようなものが巻き付いている。

　二本の血龍が、地上からイルミとキャロライナへと伸のびていた。

　サクヤが援えん護ごしてくれているのだ。

　ならば、まだ負けていない。まだ戦える。

「アリス・フィン・ノンマルス！　ここでお前を叩きのめすっ！」

　そのイルミの叫びは図らずも、キャロライナの声に少しのズレもなく重なった。
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　ああ、何て可愛かわいらしい子たちなのだろう、とアリスは愉快に思う。

　イルミもキャロライナも、本気で勝てると思っている。

　誰も彼かも、たかが十数年の人生しか送っていないというのに。

　その程度の年月で、願いを叶えられると思っている無む邪じや気きさが愛いとおしい。

　二人ともアリスを強く想っている。

　倒してやる、消してやる、殺してやる、と。

　一心不乱に攻撃してくる。まるで抱きしめられているようだった。

　あまりの可愛さに、食べてしまいたくなる。

　キャロライナはともかく、イルミならばこの場で呑み込んでも何ら問題はない。

　どうせクリスフォードやマリィのように、仲間になってはくれないのだ。

　あくまで抗あらがうだろう。アリスがティアマトにそうしているように。

　もともと、ジョスカンとイルミの兄弟は、アリスがアンデルセンに提供したハイロード細胞によって運命を狂わされた。その両方を食べるのも一興。

　──そうよ。そうしましょう。

　きっと今が食たべ頃ごろだ。イルミはこの戦いの中で、ハイロード細胞との同調率が飛躍的に上がった。魂が美お味いしく育っている筈。

　あるいは、目の前でイルミを殺されたキャロライナが、覚かく醒せいするかもしれない。

　大切な人を殺したアリスを憎み、殺意を覚え、戦士に相応ふさわしい気き概がいを持ってくれるかもしれない。

　娘むすめが強くなれば、あの御お方かたも喜んでくれるだろう。

　あとは星へ落ちていく魂の量を調整し、孵ふ化かの時期をアリスにとって都合のいい時期にすればよい。

　望ましいのは、アリスがあの御方を屈くつ服ぷくさせたあと。

　上には上がいるという言葉が通用しない、唯ゆい一いつ無む二にのあの御方。

　──私が上に立って上げる。

　あの細い腰こしをコルセットで更に締しめ上あげたい。檻おりに閉じ込めて飼育したい。首輪をつけて鎖くさりで繋つなぎたい。ヒールで踏ふみつけて泣かせてみたい。

　そして最後に優しく抱きしめて差し上げる。

　アリスはそれしか愛し方を知らない。

　だから、アリスはあの御方より強くなりたいと願う。

　全人類はその踏み台。

　女の子の恋こいを叶える為なら、星の一つや二つ犠牲にしたって許されると、本気で思っている。

「イルミくん。そんなに私を見たくないのなら、私と一つになりましょう。そうすれば、何も見えなくなるわよ。お兄ちゃんだって私の中にいるんだからぁ」

　もしかすれば負けるかも知れないという可能性は、まるで考えていない。

　アリスはこの場で自分が最強であると自じ認にんしているからだ。

　故、邪じや魔まする者が現れるなどとは、露つゆほども思っていなかった。

　しかし、アリスに対たい抗こうできる存在が体内にいたのだ。

（てめぇ、誰に断ってイルミに手ぇ出そうとしてやがる）

　突とつ如じよ、子宮に激痛が走った。

　腹を内側から蹴り上げられるという、通常では経験しようもない感覚。

　食われてなお自じ我がを保てるような存在は、一人しか心当たりがない。

　このブラコンめ、とアリスは罵ののしり抑え込む。
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　イルミは左腕に力を込め、無心に押していた。

　キャロライナもきっとそうしている。

　アリスの魔力は有限だろうが、イルミたちには底が見えない。それは結局、無限と同じ事。

　そんな敵に立ち向かうには、馬鹿になるしかない。

　勝ち目という概がい念ねんの否定。

　戦術、戦局、戦略。そういった小手先の技は全て無力。

　ただ一つだけ武器になり得るのは、勝ちたいという気持ちだけ。

　無む茶ちやで常識を破壊し、道理を歪めて無理を押し通す。

　視野を狭せばめる。わき目を振らない。

　しかし、気持ち一つで勝てる相手ではなかった。イルミたちがどう願おうと、事実は事実として存在している。それは力でしか覆くつがえせない。

　このままではやがて押し返され、殺される。

　──しかし次の瞬間、アリスの顔が苦痛に歪んだ。

　理由は分からない。イルミとキャロライナは、サクヤのお陰かげで辛うじて命を繋いでいた状態だ。アリスを追い込むなど到とう底てい不可能だったのに。

　それでも、これは千せん載ざい一いち遇ぐうの好機だった。

　アリスから吹き上がっていた青い炎が消えた。彼女の両腕の力も弱まる。

「キャロライナ、行くぞっ！」

「分かってる、ここで一気に！」

　残りの力を絞しぼるようにして引き出し、アリスへとぶつける。

　拮きつ抗こうしていた力が崩れた。

　あのアリスの腕を、イルミとキャロライナの力が押し込んでいる。

　目の前の光景が信じられない。しかし、これが最初で最後のチャンスだろう。

　あとわずか押し込むだけで、イルミの円錐とキャロライナの剣先がアリスの体へ突き刺ささる。

　だが──

「……あは。調子に、乗らないで！」

　赤い眼めが見開かれると同時に大だい爆ばく発はつが巻き起こる。

　熱線と風圧によって、イルミとキャロライナは叩き落とされた。

　また建物を壊してしまう。

　もっとも、既すでに図書館村は原形がないほど荒れてしまっているのだが。

　見上げた先には、アリスが元の位置で浮かび続けていた。

　ここまでやっても無傷なのかと、イルミは歯がみする。

　しかし、アリスの額に一滴てきの血が見える。イルミとキャロライナの攻撃が通ったのだ。

　アリスは無敵ではない。力で防御を崩せる。傷つけば血を流す。

　──つまり、倒せる可能性はあるのだ。

「あは」

　アリスは額の血を指ですくい、その色を面おも白しろそうに見つめる。

　動どう揺ようしている様子はない。怒りに震ふるえている風でもない。

　傲おごっている。自分が未だ優位なのだと。

　ならば、そこにつけ込んでやる。お前のそれは、余よ裕ゆうではなく油断なのだと教えてやる。イルミがそう考えた矢先、アリスは手を高く上げ、指を鳴らした。

「イルミくん。キャロライナちゃん。立つのはやめて、もう寝ねなさい。私は十分楽しんだわ。だから、今日は見み逃のがしてあげる」

　すると、黒い空がバリバリと音を立て崩れ落ちた。赤い月は太陽に変わった。

　崩ほう壊かいした建物は元に戻り、融けきった筈はずの雪で景色が白く染まる。

　道は昨日と同じく人の往来が激しく、露店では古本の売買が行われている。

　イルミたちから見れば、人々が急に現れたように見えるが、彼らは逆にこちらを驚おどろいた目で見てくる。そして、彼らは空に浮かぶアリスを見つけ、指を差して騒さわぎ出す。

「あは。クリスフォード、マリィ。聞こえる？　帰るわよ。ちょっと遊び過ぎちゃった。こんな事してないで、早くアーティファクトを探さがさなくっちゃ」

　アリスの姿が、青空に溶けていく。

「逃げるのか！」

　イルミは精せい一いつ杯ぱいの虚きよ勢せいで叫んだ。

　しかし、実際には戦う事はおろか、立つ力すら残っていなかった。

　見上げる先では、アリスが徐じよ々じよに半はん透とう明めいになっていく。

「元気ねぇ。頑がん張ばった貴方あなたたちに免めんじて帰ってあげるのに。続けるというのなら、村人全員皆殺しよ。それはとても楽しそうだけど。もう一度言うわ。今日は見逃してあげる」

　言い終わると同時に、アリスの姿は見えなくなった。

　夢か幻のように。

　それが本当に幻げん覚かくだったら、どんなにいい事だろう。

　しかし、アリスは実在する敵だ。

　今日は見逃してやると言った。ならば、また来るのだろう。

　怖こわい、逃げ出したい。

　イルミの本能が震えている。

　だが、それを凌駕する勝利への欲求。

「イルミ……私、悔くやしいよぉ……」

　隣となりに倒れるキャロライナが声を漏もらした。

　その気持ちはイルミにも痛いほどよく分かる。

　アリスが通常空間で戦せん闘とうを始めていたら、図書館村の人々は全員残らず死んでいた。

　アリスが遊びではなく本気で殺しに来たら、イルミたちは瞬まばたきする間もなく殺されていた。

　今日生き残れたのはアリスの気まぐれ。

　イルミたちの全すべては、彼女に支配されているのだ。

　そんなイルミたちのもとへ、サクヤとアシュトが走り寄ってきた。

　今は皆みんな、生きている。

　それでも、こんなものは守りきったと言わない。

　キャロライナもサクヤもアシュトも、守れなかった。

　そして今もなお、首元にナイフを突き立てられている。

　もう負けたくない、勝ちたい。アリスの存在を許せない。

　イルミは生まれて初めて、誰だれかを『倒したい』と心の底から願った。
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　南の海を漂うリンデン島は、あらゆる季節が混じり合っていた。

　桜が咲さき、空には入道雲、山は紅葉し、野には雪が降り積もる。

　アリス・フィン・ノンマルスが支配する、地獄に最も近い島。

　そのリンデン島には、真新しい城が立っていた。

　とんがり帽ぼう子しを被かぶった塔とうが幾つも立ち並び、それを廊ろう下かで連結する構成。外がい壁へきはクリーム色で、屋根は黒に近い濃のう紺こん。

　さほど大きな物ではないが、洗練されたおもむきがあった。

　そして、一番高い塔の最上階は寝しん室しつになっていた。

　寝室の天上は、塔の屋根にそって上に行くほど狭せまくなっている。青い絨じゆう毯たんは円い部屋に合わせて裁断されていた。

　真ん中には天てん蓋がい付きのベッドが設置されている。キングサイズより更に広く、木製の柱は艶やかで上品な仕上がりだ。白いカーテンが垂れ下がり、中からはランプの灯あかりが漏れている。

「あーう……アリスお姉ちゃん、そんなにくっつかれたら眠れないよぉ……」

「あは。だってマリィが可愛すぎて我が慢まんできないんですもの。今夜も放さないわよぉ」

「ふにゃぁ……」

　カーテンの奥では、羽う毛もうの布団にくるまった少女が二人、抱き合って寝ね転ころがっていた。

　アリスとマリィである。

　普ふ段だん、黒いベールで隠かくれているアリスの金きん髪ぱつも、今は剥むき出して鮮あざやかな輝きを放っている。マリィの髪かみも、いつもは耳の上で二つに結ゆっているが、眠るときは当然下ろしていた。

　お揃そろいの黒いネグリジェに身を包み、アリスはキャッキャと楽しげな声を上げていた。もっとも、マリィの方は眠いところを触さわられたり撫なでられたり抱きしめられたりと、少々迷惑そうな顔をしていた。

　アリスはマリィの肩かた紐ひもを解ほどき、布をスルスルと引きずり下ろそうとする。慌あわてたマリィは必死に抵てい抗こうするが、アリスはその様子すら楽しんでいた。

「マリィの肌はだ、相変わらず触りごこちがいいのねぇ。こんなに肌を出して悪い子。お仕置きよ」

「お、お仕置きって、アリスお姉ちゃんが無む理り矢や理り脱ぬがせたのに……ひゃ、そこは！」

　ビクンと体を震わせたマリィは、アリスを振り払はらってベッドから飛び出し、転げるようにして逃げ出した。

　アリスは、マリィの勢いで揺れるカーテンの隙すき間まから顔を出し、悲しそうな顔をしてみせる。

「マリィ……私の事、嫌いになっちゃったのぉ？」

「そ、そんな事ないけど……」

「でもベッドから飛び出していったし……きっと触られるのも嫌なのね」

「違ちがうってば！」

「ああ……いいわ、私が出て行くから、マリィがベッドを使って。私は廊下で寝るわ」

「い、いいよ。そのままで」

「え？　私が一度寝ねた布団ふとんに潜もぐりたくないっ？　そこまで!?」

　アリスは大げさに驚き、目元を拭ぬぐい、泣いた真ま似ねをする。

「うぅっ」

　観念したマリィは、いそいそとベッドに戻り、アリスの腕の中に収まった。

　するとアリスは笑え顔がおに戻り、力ちから一いつ杯ぱい抱だいて脚あしを絡からめる。

　ほとんど、ぬいぐるみ扱あつかいだ。

「さあ、今夜も楽しい夢を見ましょう」

「うん……」

　アリスの子宮の中には、死者の魂が眠っている。

　マリィの故郷の人々は皆殺しにされてしまった。しかし、こうしてアリスと同じベッドで眠れば、マリィは夢の中で家族に会う事ができる。

　だから、マリィはアリスのそばを離れられない。逃げられない。従うしかない。

　可愛い可愛いお人形。

　数ある童女ニンフエツトのコレクションの中でも、一番新しくてお気に入り。

　毎晩、抱いて寝るのが楽しみだ。

　しかし、マリィですら、あの御方の可か憐れんさには遠く及およばないとアリスは思っている。

　いつか、あの御方をコレクションに加えたい。綺き麗れいなドレスを着せて、釘くぎで十じゆう字じ架かに打ち付けて、百ゆ合りの花と一緒にショーケースに飾かざりたい。

　基本的にアリスは童女ニンフエツトを放し飼いにしている。

　だが、あの御方だけは特別。手に入れたのちは、いつでもアリスのそばに置くと決めている。首輪にアリスの名を書いて、持ち主が誰であるのかを刻み込んでおこう。

　──ああ、素す敵てき。

　想像しただけで心が躍おどる。

「あは。ごめんなさい、マリィ。今夜は貴女の相手をしなきゃいけないのに、あの御方の事を考えてしまったわ」

「むにゃぁ？　おやすみなさぃ……ふにゅ……」

　しかし、もうマリィは半分眠っている状態になっており、トロンとした半目で受け答えをする。それもまた愛らしくて、アリスはソッと髪を一撫でした。

　そのとき、寝室のドアをノックする音が聞こえた。

「あら、なぁに？」

「──失礼します」

　入ってきたのは燕えん尾び服ふくの男。クリスフォードだった。

　クリスフォードは、ついさっきまでイルミにメガネを壊されたと言ってションボリしていた。その壊れたメガネを持ったままブツブツ言っている姿が薄うす気き味み悪わるかったので、アリスが魔術で直してやったのだ。すると即座に元気を取り戻すのだから面白い。

「おや、マリィはもう眠ってしまいましたか」

「そうよ。それで何かしら。まさか夜よ這ばい？　三人でしちゃう？」

「ご冗じよう談だんを。ところで、童女ニンフエツトたちが送ってくれた情報をまとめていたのですが……五つしかない筈のアーティファクト伝説が、世界各地に無数にあり、正直途と方ほうに暮れています。どこから手をつけていいものやら……」

「あは。伝説ってそういうものでしょ。捏ねつ造ぞうされたり、歪わい曲きよくされたり。下手したら、全部ハズレよ。今までにも、何度か探した事あるんだから」

「しかし、二つは見つけたのでしょう？」

「ええ。でも、貴方が生まれるずっと前から探し続けて、やっと二つよ。正直、探し物ものって苦手なのよね。それにアーティファクトは、あの御方の宝物だから。あんまり好き勝手にいじると怒おこられちゃうの。でも、もう孵化は時間の問題。最後の逆転劇を引き起こす為ために、五つのアーティファクトは絶対に必要。だから急いで集めなきゃ」

「しかし、怒られてしまうのでしょう？」

「大だい丈じよう夫ぶよ、あの御方は優やさしいから。頑張って誤ご魔ま化かせば、誤魔化された振りをしてくれるわ」

「はぁ、そんなものですか……」

　クリスフォードはどうにも歯切れが悪い。何か不満でもあるのだろうか。

「意見があるなら、遠えん慮りよしないで言ってもいいのよ？」

「いえ、意見と言いますか……マリィ以外の童女ニンフエツトは私の手に余るので。彼女らを実戦で使うなら、アリス卿きようがご自分で管理して頂けませんか。どうにも子こ守もりは苦手です」

「あは。皆、マリィと違ってお転てん婆ばだものね。クリスフォードより強いし。油断してたら首を切断されちゃうかも」

「……否定はしません」

　クリスフォードは不満げだった。

　少女より弱いと断じられ、喜ぶ男などいないだろう。

　もっとも、童女ニンフエツトたちの実じつ年ねん齢れいは、大たい概がいクリスフォードよりずっと上だ。肉体年ねん齢れいと精神年齢は止まっているが、百年以上生きている娘もいる。

　そんなアリスの童女ニンフエツトたちは現在、世界中に散らばっていた。

　そもそも、アリスが拾ってくる女の子たちは、アリスと出会う前から特とく殊しゆな状態に置かれている。

　たとえば、マリィなどは故郷の人々が皆殺しにされ、一人だけ生き残った。

　幼少の頃ころから日常的に猟りよう奇き殺人を行い、精神が狂いに狂いきった少女もいる。

　他ほかにも、戦争に巻き込まれた少女。奴ど隷れいとして強制労働させられていた少女。臓器提供の為だけに売買された少女。初潮がくる前に売春を強要された少女。食用として養よう殖しよくされた少女。筋肉の筋を切断され観賞用として飾られていた少女。

　崩壊する直前で踏みとどまっている少女は、とても美しい。アリスは彼女らが大好きだ。

　だから拾ってくる。

　極限状態から助けられ、皆がアリスに感謝していた。

　体を弄くり回しても、まるで文句を言わなかった。

　だが、力を与あたえられた童女ニンフエツトたちは、やりたい事を見つけてアリスから離れてしまう。

　かつて自分を恐きよう怖ふの底へ落とした大人たちへ、復ふく讐しゆうしたいと誓ちかった者がいた。

　かつて自分が味わった恐怖を、世界中の全員が体験しなければ不公平と思う者がいた。

　拾われたときには心が壊れていて、ひたすら破は壊かいしか考えられない者もいた。

　アリスは彼女たちの好きにさせている。

　何故なら、童女ニンフエツトの体には既にアリスが刻まれているから。世界中どこにいても童女ニンフエツトはアリスのもの。

　マリィだって、彼女がサクヤの所へ行きたいと願うのなら、アリスは止めたりはしない。どうせマリィの体は元に戻らないのだから。

　そんなアリスではあるが、別に男嫌いというわけでもなかった。

　クリスフォードをそばに置いているのがいい例だ。彼は女顔の美形で、いじり甲が斐いのあるヘタレで、更さらに童どう貞ていであるという希け有うな条件を満たしている。アリスにとっては実に面白い人材なのだ。

「アリス卿。人の顔を見てニヤつくのはやめてください」

「あは。ごめんなさい。それにしても、クリスフォードも老ふけたわねぇ」

「老けたなどと表現しないでください。これでも二十代半ばです」

　クリスフォードがムスッとした顔になったので、アリスは可お笑かしかった。

　彼をからかうのは本当に楽しい。

　できの悪い弟を持った気分になる。

「ところでアリス卿。アーティファクトがありそうな場所の心当たりはないのですか？　現状、雲を掴むような状態なので、何か指針が欲しいところなのですが……」

「そうねぇ。一つ、確実にあると断言できる国があるわ。東方大陸の秋しゆう鳳ほう──」

「東方大陸、ですか……どうして今まで放置していたのです？」

「あら。確実にあると分かっているんだから、急いで取る必要はないでしょう？　それに、さっきも言ったけど、アーティファクトはあの御方の物だから。恐おそれ多おおくて、おいそれと手を出せないわ」

「そういうものですか……」

「ええ、そういうものよ」

　アリスが言うと、クリスフォードは怪け訝げんな顔をする。

　無理もないだろう。神をその目で見た者にしか、あの圧倒的な存在は理解できない。いや、アリスですら完全に理解しているとは言いがたい。

　故に、クリスフォードには分からないだろう。

　アリスは、こうして反逆の計画を話し合っているだけで、恐ろしさのあまり逃げ出してしまいたい気持ちになっているのだ。ただ、巧こう妙みように隠しているだけ。

　もしクリスフォードが知ったら、臆おく病びようと笑うだろうか。

　そうなれば、アリスは耐えられないかも知れない。アリスはクリスフォードをずっと格下扱いし、からかい続けたいのだ。

　そう言えば彼は今日、イルミと戦った筈だが、どんな戦いをしたのだろう。

　アリスの受けた印象では──イルミもキャロライナも予想以上に強かった。いや、正確に言えば、戦いのさなかに彼らは強くなった。

　誰かに傷つけられて自分の血を見るなど、ジョスカンに腹を殴なぐられて以来だろう。それに、ジョスカンのときは不意打ちだった上、アリスが内包している魂の量は今よりずっと少なかった。

　イルミとキャロライナは、まだまだアリスの足あし下もとにも及ばない。しかし、彼らの攻こう撃げきを受け止めた腕は、未いまだ痺しびれが残っている。

　このまま泳がせておけば、更に成長するかも知れない。そうすれば、イルミの魂はますます美味しくなるし、キャロライナは神の娘に相応しくなるだろう。

「ねぇ、クリスフォード。貴方、イルミくんと戦ってみて、どう思った──」

　何気なくそう言った途と端たん、アリスの子宮が内側から蹴けり飛ばされた。

「……っ」

「アリス卿？　どうしました？」

　クリスフォードが怪訝な顔で見つめてくる。

　しかし、アリスは誤魔化した。

「いいえ。何でもないわ。それより今日はもう遅おそいから、そろそろ寝るわ。クリスフォードもそうしたら？」

「ええ、そうさせて頂きますが……本当に大だい丈じよう夫ぶですか？」

「あは。大丈夫よ。それより、早くマリィを弄いじりたいんだから出て行って。本当に気が利きかないのねぇ」

「やれやれ。いくら大人しいマリィでも、そう連日イタズラをされては、いつか怒ると思うのですが」

「怒ったマリィって、とっても可愛いと思うんだけど」

「そうですか。では、おやすみなさい」

「ええ、おやすみ」

　クリスフォードは一礼し、寝室を出て行った。

　残されたアリスは布団に潜り込み、枕まくらに後頭部を埋うずめて、できるだけ力を抜いた。

　そして、また子宮に鈍どん痛つうが走る。

「──うっ！　クリスフォードに怪あやしまれるくらいだから、私よっぽど痛そうにしていたのね。泣いちゃいそう……」

　図書館村でイルミたちと戦っている最中にも、この痛みを感じた。それ以降、ずっと腹部に違い和わ感かんが残っている。

　まるで、何かの生き物が腹の中で動いているような感覚。

　そして、イルミという言葉を口にした瞬しゆん間かん、それは暴れ出すのだ。

「まったく……本当にイルミくんが大好きなのね。いい加減、弟離れしたら？　ジラガミ山でも、私のハイロード細さい胞ぼうを通じてイルミくんに話しかけてたでしょ。貴方の性格でブラコンとか、ちょっとギャップありすぎじゃないのジョスカン──がっ、あぐっ！」

　今度の一いち撃げきは強きよう烈れつだった。

　思わず大きな悲鳴が漏れ、ベッドから腰が浮かび上がる。

　自分がキャロライナへしていた拷ごう問もんを、そっくりそのまま再現されている状態だ。

　脂あぶら汗あせが体を流れ、ネグリジェに染しみこんでいく。

「はぁ……はぁ…………いやねぇ、女の子を蹴るなんて」

　それでもアリスはジョスカンへの挑ちよう発はつをやめない。

　女の意地がある。子宮の中にいるうちは、男といえど女には逆らえないのだというプライドがある。

（うるせぇクソアマ。なにが女の子だ。人の魂食いやがって、この化け物が。さっさと出せよ、オラァ！）

「ぐぅっ！」

　腹の中で、ブチッ、と何かが千切れる音がした。

　どう考えても、人の体から聞こえていい音ではない。

　これ以上ベッドにいるとマリィを起こしてしまうと判断し、アリスは逃げた。その途と中ちゆう、脚と脚の間から血がポタポタと流れ、絨毯の上にシミを作った。

　痛みは洪こう水ずいのように押し寄よせる。

　アリスは涙なみだを浮かべ、腹に手をかざし回復魔術をかけながら窓を開けて、ベランダへ転がり込む。

　体をくの字にし、小刻みに痙けい攣れんする。

　気絶してしまいそう。

　内側からの攻撃は防ぼう御ぎよのしようがない。まさか魂を食われてなお自我を保てる者が存在するとは思わなかった。

　だが、御ぎよしてみせる。その程度できなくて、あの御方に勝てるわけがない。

（オイオイオイ。俺おれは出られるまで蹴り続けんぞ。ぶち破られたくなかったら、さっさと俺を奴やつの所まで連れて行って戦わせろッ！）

「……や、奴？　イルミくんの事？」

（ハッ、ちげぇよクソアマ。イルミとの決着はついた。俺が言ってるのは、てめぇがいつも宙そらの上で密会してるガキの事だァ！）

　ジョスカンの蹴りが一層激しくなる。

　もうアリスは呼吸する事すらままならなかった。

　骨こつ盤ばんが砕くだける嫌な音が響き渡わたる。

　手で押さえつけた腹が、中からゴリゴリと抉えぐられている。

「ま、さか、あの御方に会いたいの……あは、身みの程ほど、知らず……」

　この状じよう況きよう下かでも、アリスは微笑ほほえみを忘れない。

　涙が溢あふれても、汗あせが止まらなくても、微笑みは淑しゆく女じよのたしなみだ。

　絶対に、余裕を見せつけたままジョスカンを止めてみせる。

　しかし──

「良いではないか」

　アリスの思おも惑わくを無視して、天空から声が降りそそいだ。

　霞かすむ目で空を見上げると、満天の星空の奥に、一ひと際きわ輝かがやく紫むらさき色いろの光点があった。

「あぁ……ティアマト、様」

「そう痛みを我慢する事もあるまい。その男、私と戦いたいと言うのならば、叶えてやるのも一興。どうせ私は暇ひまな身だ。しばし相手をしてやろう」

　この世界を創つくり上げた創造主。

　その御方が直々に、唯ただの人間の相手をしようとしている。

　アリスは、彼女の手を煩わずらわせてしまった原因が、自分の不ふ甲が斐いなさにあるのだと絶望した。

「……申しわけ、ありません」

「だから、良いと言っている」

　ティアマトは優しげに言った。

　母の抱擁の如き声。

　それだけで、アリスは全ての痛みを忘れ去る。

　幸福感が全細胞を包み込み、目の前が真っ白になるほどの快感が走った。

　やはり、あの御方は私を愛してくださっているのだ、と。

「では──お前、ジョスカンとか言ったか？　喜べ、星の狭間はざまへ招待してやる」

　アリスは、体から何かを引ひき抜かれるような感覚を味わった。

　しかし、その痛みは一いつ瞬しゆんで終わり、あとには何も残らない。

　子宮を蹴られる激痛も、ジョスカンの声も聞こえない。

　本当に、あの御方はジョスカンを連れて行ったのだ。

「……ジョスカンったら可哀想。あの御方を前にして、正気を保てればいいんだけど」

　乱れたネグリジェを直しながら、アリスは自分を痛めつけた相手に同情する。

　あの御方を、常識で計ってはいけないのだ。

　お慕したいしているアリスですら、対面するときは常に極度の緊きん張ちようをもって臨のぞんでいる。

　一瞬でも気を抜けば、心が折れ発はつ狂きようすると知っているから。

　だが、あの御方は何も、悪意があって威い圧あつしているのではないのだ。

　単に存在が人間と違いすぎて、そこにいるというだけで相手を殺してしまう。

　神とはそういう存在だった。

「アリスお姉ちゃん、大丈夫……？　ジョスカンいなくなった？」

　不意にマリィの声が部屋の中から聞こえた。

　いつの間に起きたのか、彼女はベランダと室内の境に立ち、ネグリジェの裾すそを強く握っていた。

　唇くちびるが青ざめている。目も充じゆう血けつしていた。

　やはり、目を覚ましてしまったか。

　アリスは体を起こし、マリィの頬ほおに触れる。

　マリィの故郷を滅ほろぼしたのはサクヤとジョスカンなのだと刷り込みはしたが、実際はサクヤはその場にいたというだけだ。実行犯はジョスカン一人。

　マリィもそれを分かっている。分かっているから、サクヤを嫌いになれないし、ジョスカンの魂が活動しただけで震え上がってしまう。

「大丈夫よ。ジョスカンは、あの御方が連れて行ったから。マリィは何にも心配しなくていいのよ」

「でも、でも……私、アリスお姉ちゃんが痛がってるのに助けてあげられなかった……怖くて、動けなかった……っ」

　ポロポロと涙が零こぼれ始める。それがアリスの為に流れているのだと思うと、愛おしくてたまらない。

「だから、マリィは気にしないで。お姉ちゃんはへっちゃらだから」

「うん……でも、血が出てるよ……」

　ベランダの大理石の上には、アリスの血が広がっていた。

　凄せい惨さんな光景だ。子供でなくとも目を背そむけたくなる。

　よくもまぁ、躊ちゆう躇ちよせず女の子を傷つけることができるものだと、アリスは自分を棚たなに上げて感心した。

「あは。ちょっぴりジョスカンに虐いじめられちゃった」

「クリスフォード様を呼んでくればいい……？」

「いやよ。こんな姿見られるなんて、かっこわるいじゃない」

　それは本心だった。

　クリスフォードをいつまでもヘタレ扱いしていたいから、彼には少しも弱みを見られたくない。

「……クリスフォード様も同じこと言ってた」

「クリスフォードが？」

　何の事か分からず、アリスは聞き返した。

「うん。図書館村で……イルミに負けた姿を見られるのは情けないから、アリスお姉ちゃんに会いたくないって」

「へぇ、クリスフォードがね。あは、可愛い」

　そのときの情景を思おもい浮うかべ、アリスはたまらず噴ふき出してしまった。

「えへへ。実は私もちょっぴりだけそう思っちゃった」

　するとマリィも釣つられて笑った。ジョスカンに脅おびえていた彼女が、ようやく笑顔を見せてくれた。

　その事にアリスはホッと息をつく。

　アリスが虐めた結果として童女ニンフエツトが泣くのはいい。しかし、他の要因で彼女らが悲しむのは、絶対に認められない。

　未み来らい永えい劫ごう、アリスは童女ニンフエツトたちを守り、愛し続けるのだから。

「だけど、私もビックリしちゃった。アリスお姉ちゃんがあんな風に痛がるなんて、想像もしてなかったから……」

　マリィはイタズラがバレてしまった子供のように、はにかんで笑った。

　アリスからすれば、弱みを見られたという事実が照れくさかった。

　これは少しばかり虐めてやる必要があるだろう。

「マリィったら悪い子。そんなマリィにはやっぱりお仕置きが必要ね。一緒にお風ふ呂ろに行きましょう」

「え、今から？　だって、さっきも入ったよ……？」

















「だけど、私汚よごれちゃったし。マリィと一緒じゃなきゃお風呂入れなーい」

　戸と惑まどうマリィを無む理り矢や理り抱だき上げ、頬ずりしながら歩き始める。

　マリィは初めジタバタともがいていたが、すぐに諦あきらめて大人しくなった。

　そして、そっと口を開いた。

「ねぇ、アリスお姉ちゃん……」

「なぁに、今日はサワサワよりムニムニして欲しいの？」

「違うよっ、サワサワとかムニムニって何っ？　そうじゃなくて……あのねティアマト様って、アリスお姉ちゃんより、強いんだよね？」

「そうよ」

「どのくらい、強いの？」

　マリィは好こう奇き心しんと恐きよう怖ふ心しんがない交ぜになった様子だった。

　なるほど、気になるだろう。

　新生ティアマト教で、あの御方に会った事があるのはアリス唯ただ一人ひとり。

　自分たちの盟主が何者なのか、知りたいと思うのは当然の話だ。

「分からないわ」

　しかし、アリスの答えはそれだった。

「……分からないの？」

「ええ、私はあの御方と何度も会っているけど、本当に分からない」

　マリィは疑ぎ惑わくを込めた眼まな差ざしを向けてきた。

　アリスはそれに苦く笑しようしつつ教えてやる。

「例えばね、マリィは自分と私の間に、どのくらい差があるか分かる？」

「えっと……分かんない」

　自分と相手の力量の差を知るには、ある程度同じレベルでなければならない。

　圧あつ倒とう的てきな格上を前にしても、それがどれだけ恐ろしいのか計る事もできない。

「でしょ？　私とあの御方じゃ格が違うのよ」

　あるいは、アリスとマリィ以上の開きがある。

　なにせ相手は創造主。神話で語られる、正真正銘の神。

　アリスはそんな存在に惚ほれてしまった。

　あの御方に振ふり向むいて欲しい。

　取るに足る女だと思われたい。

　並んで立てるくらいに強くなりたい。

　その一心でこの二千年間、女を磨みがき続けたのだ。

　もうあとには引けない。絶対に恋を叶える。屈服させる。使し役えきする。従属させる。

　──だって、私はそれしか愛し方を知らないんだもの。
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　ジョスカンが着地した先は、白骨で作られた島だった。

　どこまでも続く、白い骨の平原。

　先程までアリスの腹の中に閉じ込められていたが、声が聞こえた途端、一瞬にしてここまで移動させられた。

　魂だけになった筈なのに、こうして肉体もある。

　いや、よく見れば、腕などがうっすらと透すけて見えた。

　どんな仕し掛かけか分からないが、自分の魂が人型になっているらしい。

　ともかく、自由だ。

　そして、目の前には望んだ相手がいる。

「ようやく、お目にかかれたなァ？」

　骸がい骨こつが積み重ねられた高台の上に、大きな椅い子すがある。そこに腰こし掛かけ、気だるそうに頬ほお杖づえをつく少女。

　長く伸びた銀色の髪は鏡のよう。紫むらさきの瞳ひとみは全てを見据えるように輝いている。

　純白のドレスを着込み、手にした錫しやく杖じようは天を支える柱のようだった。

　ハイロードと同じ配色。

「ほう。この私を前にして、啖たん呵かを切る余裕があるのか。面白いな」

　十歳さいにも満たない子供のくせに、ジョスカンに睨にらまれても笑っている。

　否。それどころか、恐怖しているのはジョスカンの方だ。

　こうして目を合わせているだけで吐はき気けがする。立っているのがやっとだった。

「てめぇは……何だ！」

「知らぬのか？　それで勝負を挑いどもうとは、とんだ狂きよう犬けんだな。まぁ、それも面白い生き方か」

　小鳥がさえずるような美声であるにもかかわらず、まるで恫どう喝かつされている気分になる。

　そもそも、ジョスカンは他人に何と言われようと、生まれてこの方、怖おじ気けづいた記き憶おくがない。それなのに、少女の声が恐ろしくて堪たまらない。

　そしてソレは答えた。

「私の名はティアマト・ハイロード。お前たちが神と崇あがめる存在。フィーリアとヒュイオス、そしてそれを包つつみ込む太陽系クレイドルの創造主。だが、恐れる事はない。所しよ詮せん、私の支配領域はオールトの雲の内側のみ。外宇宙から見れば矮わい小しよう極きわまりない。故ゆえ、勝てると思うのなら挑むがいいぞ？　今のお前は、生前の能力を全て使える。そのように操作しておいた。私はここから一歩も動かないし、お前が初撃を撃うつまで、防御も攻撃もしないと約束しよう」

　それは圧倒的高みからの挑発。

　ジョスカンを取るに足らぬ雑ざ魚こと断じる言葉。

　かつて、これほど見下された事があっただろうか。

　ジョスカンのプライドが膨ふくれ上がり、恐怖を凌駕する。

　平たく言えば、キレたのだ。

　相手が神テイアマトであろうと何であろうと、ムカつく奴はぶち殺すだけだ。

「嘗なめてんじゃねーぞ、シロガキがァァアッ！」

　両りよう腕うでを突つき出し、六ろく芒ぼう星せいを展開。

　炎の塊かたまりが形成される。それは超ちよう高こう温おんであるが故、赤ではなく青色を示す。

　轟ごう音おんと共に青い炎は撃ち出された。

　同時にジョスカンの左目が紫色に輝き、ティアマトの動きを監かん視しする。

　宣言どおり、ティアマトは防御も攻撃もしなかった。

















　直ちよく撃げきのあと、目も眩くらむ閃せん光こうが走り、炎が渦うずを巻いてティアマトに絡みつく。

　まるで青い大だい蛇じやがとぐろを巻いているようだ。

　その炎は、目標が死ぬか、ジョスカンの集中力が切れるまで消える事はない。

　人間一人など、瞬きする間もなく蒸発させるだけの火力があった。

　しかし、青い炎の奥で、ティアマトは腰掛けたまま冷れい笑しようしていた。

　髪も服も燃えている様子はない。

　防御結界を張っているのだろうか。だが、ジョスカンが左目を凝こらして見ても、それらしき魔ま力りよくの流れは見受けられない。

　にもかかわらず、ジョスカンの炎は届かない。

「こんなものか？　いや、一人の人間にしては大したものだと、褒めてやるべきなのだろうな。故に、お前にはこれ以上は望めない。もう消えるが良いぞ」

　ティアマトは立ち上がった。たったそれだけの動作なのに、この世のものとは思えぬほど美しい。

　銀色の髪が青い炎の中できらめき、白く薄うすい布が揺ゆれる。

　細い腕うでで錫杖を構え、こちらへ切っ先を向けてくる。

　光が溢れ出し、五ご芒ぼう星せいが広がっていく。

　その直径こそティアマト自身と同じような大きさだったが、密度が尋じん常じようではない。

　ジョスカンは、不覚にも見とれていた。

　──奴は強い。

　あの錫杖に込められた魔力の量は、まるで出で鱈たら目め。幼児の作り話とて、もう少し現実味がある。並の子供にここまでの想像力はない。

　自分がかつて、他者の心臓を食って魔力を吸収していた身だからこそ分かる。

　ティアマトは複数の魂を内包している。

　アリスもそうだったが、違うのは量。

　フィーリアに住む全ての生物の魂を集めたほどの魔力──否、その程度ではない。人間が知っている存在すべてを掻かき集あつめても、比ひ較かくの対象にすらならない。

　強大という言葉すら生ぬるかった。何と形容すればいいのか見当もつかない。

　奥おく歯ばがガチガチと音を鳴らす。今すぐここから逃げ出したい衝しよう動どうに駆かられる。

　だが、ジョスカンは己の本能に逆らった。

　引くという選せん択たく肢しを持ち合わせていないのだ。どこまでも逆らい続け、自らの我が欲よくを押し通す。

「偉えらそうに能書きたれてんじゃねぇぞシロガキが……さっさと来いよ、返かえり討うちにしてやる……」

　足を踏み出し、少女に詰つめ寄る。

　こうして離れて向かい合っていてもプレッシャーに押しつぶされそうなのに、敢あえて近づく。そこに深い意味はない。ただ反発しているだけ。子供の反はん抗こう期きと同じ理由だ。

　──こいつは絶対にぶち殺す。

　それがジョスカンの六芒星ワガママの原動力。

「ハハハッ！　本当に驚いた。アリスですら初見は金かな縛しばりにあったのだぞ？　それを剥き出しの魂でよくもここまで意地を貫つらぬき通したな。さあ、褒ほう美びだ。この私が直々に攻撃してやる。心して喰らうがいい」

　──ああ、喰らってやるさ。いつかその心臓、引きずり出して喰ってやる。

　その一撃は、ティアマトにとっては戯たわむれのようなものなのだろう。

　それでも、ジョスカンの魂と六芒星は、銀色の光に塗ぬりつぶされた。








エピローグ





　分厚い雲に遮さえぎられ、太陽の光は限りなく薄められていた。

　一面の雪景色は灰色で、なにやら憂ゆう鬱うつな気分になってくる。

　その中を走る馬車の御ぎよ者しやを務めるイルミは、手た綱づなを握にぎり、ジッと押し黙だまっていた。キャロライナとサクヤも、椅子に座すわったまま一言も口を利かない。

　そんな全員の思いは、きっと共通しているのだろう。

　アリスに負けた。それが悔しくてたまらない。

　イルミは敗北というものが、これほど辛つらいと知らなかった。勝ちたいと本気で願ったのも初めてだ。

　せせら笑うアリスの顔を思い浮かべるだけで頭に血が上ってくる。

　アリスはアンデルセンの心を惑まどわし、ガルツハーンに病びよう原げん菌きんをばらまかせた。結果、イルミの両親は死んだ。そして、イルミたちに人体改造を施ほどこさせ、ギルズベイル一族を皆みな殺ごろしにさせ、ハイロード細胞を埋め込ませた。更にマリィをさらって改造した。ローラに薬を飲ませて殺した。キャロライナの腹を掻き回した。

　まさしく悪の化け身しん。生かしておく理由は既になく、可能ならば今すぐにでも八やつ裂ざきにしてやりたい。

　しかし、いくら強い決意があっても、現実問題として対抗手段はなかった。

　イルミの魔力の総量は、魔ま術じゆつ師しの中でも上位であるという自負がある。キャロライナに至っては、伝説のドラゴンズ・ハイロードなのだ。

　その二人がかりでも歯が立たない。勝負にすらなっていなかった。

「ねぇ、イルミ。どうやったらアリスに勝てるの？」

　キャロライナが沈しずんだ声で言う。アシュトはその顔を心配そうに見上げていた。

「僕も、それを考えていた──」

　図書館村の戦いでは、自分たちの力を限界以上まで引き出した。それでも完かん膚ぷ無なきまでに叩たたきのめされた。手を伸ばせば届くような差ではない。

「修しゆ行ぎようして強くなる。策を練って追おい詰める。そんなんじゃダメだ。奴の領域には届かない。もっと別の何かが……」

　だが、何かとは何だろうか。

　イルミは自分の中にある知識を探してみたが、まるで見つからない。

　それはそうだろう。負け犬が一瞬にして強くなり、リベンジを成功させる方法など、聞いた事もない。

　イルミは情けなさのあまり、唇を噛かみ切きってしまいたくなった。

　このままアリスから逃にげ続ければいいのだろうか。いや、そんな選択肢は有り得なかった。アリスはイルミたちを放っておかないだろう。

　それに勿もち論ろん、こちらの降こう伏ふくは輪をかけて有り得ない。

　方法が見つからなくても、アリスを倒たおしたいというイルミの想おもいは微み塵じんも揺るがなかった。

　イルミは目を見開き、遠くを見つめる。そして、この世界のどこかにいるアリスへ敵意を飛ばす。

　すると、黙っていたサクヤが口を開いた。

「アーティファクト」

　抑よく揚ようのない、短い呟つぶやき。

　ともすれば、馬の足音に掻き消されてしまいそうだった。

　しかし、イルミはその単語を聞き、心しん拍ぱく数すうを倍に跳はね上げた。

　どうして思いつかなかったのだろうか。アリスが去り際ぎわに言っていたではないか。

「あーてぃふぁくと……って何？」

　キャロライナが怪訝な顔で聞いてくる。

　イルミは興奮を抑おさえながら、ゆっくりと説明を始めた。

「アーティファクトっていうのは、簡単に言うと凄すごい魔力を秘ひめた道具の事さ。手にすれば、凄すさまじい力を得る事ができるんだ。二千年前、ティアマトがこれを使って大五芒星を創ったと言われている。だからアーティファクトも五つある、らしい」

「らしい？」

「そう。ティアマトの大五芒星は神話だからね。アーティファクトの存在はまだ確かく認にんされていないんだ」

「ふーん……」

　キャロライナはつまらなそうに返事をする。

　そしてサクヤがイルミの説明を補足してくれた。

「魔力は生物の魂たましいから発生する。でもアーティファクトは魔力を発生させる道具。魔ま術じゆつ理論の基き礎そと矛む盾じゆんしている。だから誰もアーティファクトなんて本気にしない」

「……がっかり。それがあれば、アリスとも戦えると思ったのに」

　キャロライナは大げさな動作で肩かたを落とした。ポニーテールも一いつ緒しよに垂れ下がる。

「だけど」

「そう。だけど」

　イルミとサクヤは口をそろえて言う。

「あのアリス・フィン・ノンマルスが、アーティファクトを探すと言っていた」

　もう、神話は作り話だと笑っていられない。

「アリスは、月の悪あく魔まだと考えなきゃ説明できない強さだった。絶対にあれは人間じゃない」

　イルミは手綱を握る力を強くした。アリスの力を恐れおののく己と戦い、その上で超こえてやろうという決意を固める為に。

「アリスがアーティファクトを探しているなら、私たちはアリスより先に手に入れる。マリィもきっとそこに来る」

　サクヤも言葉を紡つむぐ。あの赤毛の少女を助けるのだと強い意志が感じられた。

　その話を聞いたキャロライナは暫しばらくポカンとしていたが、内容を理解すると興奮して身を乗り出した。

「じゃあ！　アリスに対抗する手段があるって事ね！」

　無理もない。

　イルミだって大声を出したい気分だ。

　アーティファクトが実在し、その能力が伝説そのままなら、十分アリスへの戦力になる。

　八方塞ふさがりと思っていた状況で、サクヤの一言から希望が見えてきた。

「サクヤ。君のお陰だ。ありがとう」

「……どういたしまして」

　サクヤは本で顔を隠してしまった。

　キャロライナはその横顔を見て、プクーと頬を膨らませる。

「ところで、そのアーティファクトはどこにあるのよ？」

「噂うわさ話ばなしはときどき聞くよ。どこかの洞どう窟くつで見つかったとか、オークションに出品されるとか。だけど、それが本物だったって話は一度も聞いた事がないな」

　だからこそアーティファクトは実在しないとされてきた。それでも、手にすれば国を滅ぼせるとすら言われる究極の魔術兵器だ。本物が見つかれば値段のつけようがないほどの代しろ物ものである。あるらしい、という情報にすら値段がつく場合もあった。

「じゃあ、どうやって探すの？」

「噂うわさを片かたっ端ぱしから当たるか、ＷＤＧの情じよう報ほう網もうを使って探してもらうか」

「ちょっとぉ！　そんなんじゃ何年かかるか分かんないじゃないのよっ！」

　キャロライナは眉まゆをつり上げる。

　彼女の言うとおり、そんな方法ですぐに見つかる筈がない。今まで幾いく人にんもの人たちがアーティファクトを探してきたが、一つたりとも見つかっていないのだ。

　しかし、イルミには考えがあった。

「アーティファクトを探していたらそうさ。だけど、僕たちにはとっておきの情報があるじゃないか」

「……とっておき？」

「そう。僕たちはアーティファクトの場所は知らない。でも、アリスがアーティファクトを探している事は知っている。だから、僕たちが探すのはアリスたちさ。ヒロマーエ侯こう爵しやくやアメリアさんたちにも協力してもらって奴らを見つける。そこにアーティファクトがある筈だ」

「す、すごーい！　イルミ頭いい！」

「ギギギ！」

　キャロライナとアシュトは目を輝かせて褒ほめてくれた。

　イルミも名案だと思っていたので、鼻が高くなる。

　しかし──

「後手後手」

　サクヤがボソッと呟く。

「……確かに守勢に回る事にはなるけど、まともにアーティファクトを探すよりは可能性があるよ。ようはアリスたちを出し抜けばいいんだ」

「どうやって出し抜く？」

「それは……」

「気持ちだけでは何もできない。勝ちたいなら先手を取る。これは常識」

　サクヤの言い分はもっともだ。イルミとてその程度の理り屈くつは承知だった。

「でも、どうやって先手を取るんだ？」

「私は、アーティファクトがある場所を一つ知っている」

「そうだろう、先手なんて無理な…………えっ？」

　予想外の返答にイルミは硬こう直ちよくしてしまった。アホのように口を開け、サクヤの顔を見つめ続けてしまう。

「だから、アーティファクトがある場所を知っている」

　サクヤは真顔でもう一度言った。

「ねえ、それ本当なのっ？　だったら、あいつらを待まち伏ぶせできるじゃない！」

「そう。先にアーティファクトを手に入れる。あとからノコノコ現れたアリスを、アーティファクトの力で倒す。そしてマリィは私の手に。めでたしめでたし」

「サクヤ、すっごーい！　イルミなんて目じゃないわ！」

「ギギギッ！」

「それほどでも」

　キャロライナは満面の笑えみでサクヤに抱だきついた。サクヤは身じろぎ一つせず、されるがままになっている。そして、何な故ぜか誇ほこらしげな眼差しをイルミへ向けてきた。

「……もしかして、自じ慢まんしてる？」

「ドヤ顔のつもり。見えない？」

　サクヤは小首をかしげる。

　イルミはサクヤの顔をまじまじと観察したが、それがドヤ顔なのか、それとも疑問を浮かべている顔なのか、まるで判断できなかった。

「……まあ、その、何だ……キャロライナはどう思う？」

　困ったイルミはキャロライナに丸投げしてみる事にした。

「えっ？　それは……あれよ！　ドヤ顔する前に、ドヤって言ってくれれば分かるから。今度からそうすればいいと思う……」

　慌てた様子のキャロライナは、支し離り滅めつ裂れつな事を口走った。

　そしてサクヤは、キャロライナに従い、「ドヤ」と小さく呟いた。

　馬車の中に妙みような空気が漂い始めた。

　何と言っていいのかイルミには分からない。キャロライナとアシュトもサクヤから目をそらし辛づらそうにしている。

　当のサクヤは周りの反応とは裏腹に、微塵も表情を変えない。

　まあ、本人が満足なら、それでいいのだろう。

「と、ところでサクヤ。そのアーティファクトはどこにあるんだ？　アリスの先手を取るのなら、ガルツハーンに戻もどらず直接向かった方が早い」

「それはやめた方がいい。準備を整えてから。長旅になる」

「なになに、そんなに遠いの？」

　キャロライナは少し弾はずんだ声を出した。遠出するのが楽しいのだろうか。

　そしてサクヤが言い放った地名は、度ど肝ぎもを抜くほど遠くだった。

「東方大陸、秋しゆう鳳ほう。私の故郷の隣りん国ごく──」

















断　章　六芒星の密会





　暗黒の宇宙を何日漂っただろう。

　フィーリアも月も徐じよ々じよに遠ざかり、帰る手段もない。

　ジョスカンの魂は少しずつ霧む散さんし、ほどなくして消えてなくなるだろう。

　──くそったれがッ！

　何度も思い出し、幾いく度ども毒づく。

　ジョスカン・ミルウィックは負けた。それも完かん膚ぷなき大敗北だった。

　ティアマトの相そう貌ぼうを思い出すだけで震えが来る。しかも、それが幼子の姿をしているというのが腹立たしい。

　自分は無ぶ頼らいの者だという自負があった。故に、何者にも縛しばられない。障害はことごとく排はい除じよし、やりたいようにやってきた。

　それが、よりにもよって子供に負けたのだ。

　──この俺が？　ここで死ぬ？

　認められるわけがない。一いつ矢し報むくいるまで消える事などできる筈がない。

　残ざん骸がいと化したジョスカンの魂が、『神を滅めつしたい』という桁けた外はずれの欲望を垂れ流し、それは宇宙の中で六芒星となって光り輝いた。

「あは。やっと見つけたぁ」

　突とつ如じよ、甘あまい香かおりが鼻をついた。金色の糸がふわりと舞まい、黒い布がジョスカンを包み込む。柔やわらかい感かん触しよくが、前後左右のない宇宙で拠より所どころとなる。

「……なんだ、てめぇかよ、化け物女」

「私が化け物？　冗談。あの御お方かたに比べたら、か弱すぎて涙が出そうよ。貴方も見て挑んで負けたんでしょ？」

「ハッ、確かに、奴に比べたら全てが小物だ。俺も含ふくめてな──」

「そうよ。だからこそ、挑み甲斐があると思わない？」

　そのアリスの言葉にジョスカンは少なからず衝しよう撃げきを受ける。

　彼かの女じよが自分と全く同じ事を考えていたからだ。

　だが、それは常人の思考で辿たどり着つける領域ではない。

「ハッ、ハハハハハハッ！　クソアマ、てめぇあれとガチでやり合うつもりかァ？」

　ジョスカンは実に不本意だが、アリスへ尊敬すら感じた。

　自分が地上の弱者相手に粋いきがっている間、アリスは誰に知られることもなく神へ挑み続けていたのだ。

「てめぇ、最高の女だな。いいぜ、いいぜ。暫くお前の腹ん中で大人しくしててやるよ。たまには他人の戦いを見るのも悪くねぇ。だがなアリス。お前が負けたら俺がやるぜ。その心臓食って、魔力全部貰もらうぞ。構わねぇよなァ！」

「あは。ボロボロなのに元気ね。男の子って感じぃ？　もしかして、イルミくんに危害が及ぶ前に、自分で全部引き受けようって魂こん胆たん？」

「ぬかせ。知った風な口聞いてんじゃねーよ。また腹ァ蹴け飛とばされたいか」

「ちょっと、それは本気でやめて頂ちよう戴だい。次に蹴ったら、何が何でもイルミくんを殺すわよ」

　アリスの赤い瞳が細まり、口元が悪あく魔ま的てきに嗤わらう。

　こちらを脅おどそうというのか。

　──愉ゆ快かいな女だ。

　世界にはこんなにもふざけた連中が跋ばつ扈こしていたのだ。

　それを知らずに粋がっていた自分が、如い何かに滑こつ稽けいだったかと思うと笑いがこみ上げてきた。

　──覆くつがえしてやる。

　強さの頂点は見せてもらった。あとは目指すだけだ。

　もう倒す者がいないと思い込んでいた井いの中の蛙かわずに大海を教えてくれた。そのお礼参りを欠いてしまっては、それこそ神への不敬だろう。

「クハッ、ハハハハハハハハ──ッ！」

　知らぬうちに笑いがこみ上げてくる。

　こんなに愉快な気分は久しぶりだった。

　やはり人生は目標がなければつまらない。

「あは、あははははははは。ジョスカンってば、自分が何をしようとしているのか、本当に分かってるのぉ？」

　アリスも爆ばく笑しようしている。

　無理もない。互たがいが目指した目標は、途方もなく非現実的で、達成する目め途どもない。

　あまりにも無む謀ぼう。

　可お笑かしくて我慢ができない。

　故にジョスカンとアリスは、自分の事は棚に上げ、笑い合った。










　　　あとがき





アリス「あは。皆ごきげんよう。唐とう突とつに始まったアリスちゃんの黒くろ幕まくラジオよぉ。今回は記念すべき第一回。正直、私も何すればいいのか分かんなくて戸と惑まどってるけど、適てき当とうでいいわよね。それじゃあゲストの紹介。今日はなんと、あのジョスカンが来てくれたのよ。きゃー凄すごい！」

ジョス「……おい」

アリス「ねぇねぇ。結局、ジョスカンはイルミくんの事どう思ってるの？　大切な弟？　生しよう涯がいのライバル？　それともそれとも俺の嫁よめ？」

ジョス「テメェふざけんな！　何考えてやがる、つーかむしろ何ど処こだここは。頭わいてんじゃねーかァッ？」

アリス「あは。いいじゃないの、細かい事は。と言うより、私も気が付いたらここにいたんだから。気にしない気にしない」

ジョス「あーそうかよ……勝手にしろ」

アリス「えーと、それじゃあ、まずはリスナーから届いたＦＡＸを読むわよ」

ジョス「はァッ？　リスナーって誰だよ、むしろ今どきＦＡＸかよっ？」

アリス「うるさいわねぇ。いちいち大声出してたらモテないわよ。チンピラって時点でモテないオーラ出てるんだから」

ジョス「いい加減にしねぇとマジでぶっ殺すぞクソアマ」

アリス「はいはい。それじゃあＦＡＸね。青森県のツガワさんからよ」

──初めまして、アリスちゃん、ジョスカンさん。いつも楽しくこのラジオを聞かせてもらっています。ところでいつも不思議に思っていたのですが、アリスちゃんの服は布が何枚も重なっている上に長なが袖そでで真っ黒なので暑そうです。そのくせ肩が出ているので寒さむそうです。結局、夏服なんですか？　冬服なんですか？　その格好で南の島に行ったり雪山を登ったりしていますが、アリスちゃんの季節感はどうなっているんですか？

ジョス「あァ？　何だこの質問。そんなもん魔術でどうにでも──」

アリス「もちろん、我が慢まんしてるに決まってるじゃない」

ジョス「はァァアッ!?」

アリス「日光吸収するから夏は暑いし、隙すき間ま多いから冬は寒いし。もう嫌になっちゃう」

ジョス「だったらそんなもん着るなよ！」

アリス「え、ここで脱ぬげって？　ジョスカンったら大だい胆たん……」

ジョス「誰がんなこと言った。ガキの体見てどうすんだよ」

アリス「いけずぅ。私、こう見えても脱いだら凄いのよ……あら、新しいＦＡＸが届いたわ」

──ちなみにアリスちゃんのスカートの中はどうなっているんですか？

ジョス「……ただのセクハラじゃねーか」

アリス「あは。純じゆん白ぱくのドロワーズよ」

ジョス「答えんのかよ。しかも何で少し照れてんだよ！」

──じゃ、じゃあマリィのスカートの中は？

アリス「……貴方調子こきすぎ。津つ軽がる平へい野やもろとも海の底に沈しずみなさい」

──え、やった！　アリスちゃんに殺してもらえる、わーい！

　じゅどーん！

ジョス「何で急にキレてんだ。テメェ沸ふつ点てんどこだよ」

アリス「あは。おてんばしちゃった。それじゃあ今日の黒幕ラジオはここまでよ。次もお楽しみにね。バイバーイ」
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